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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が

数多 く残されています。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本

県の歴史や文化、伝統を正しく理解するのに欠 くことのできない歴史資料です。同

時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将来にわたって大切に保存 し、

活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づ くりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開

発にあたっては、環境との調和はもちろんのこと、地中に埋 もれ、その土地ととも

にある埋蔵文化財保護との調和も求められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のも

とに、開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査

の記録を保存する措置をとってまいりました。

本報告書は、盛岡南新都市土地区画整理事業に関連して平成 16年度に発掘調査さ

れた野古 A遺跡第 23・ 24次調査、平成 17年度に発掘調査された野古 A遺跡第 29次

の調査成果をまとめたものです。今回の調査では、古墳時代から平安時代の竪穴住

居跡が多数見つかつたことから、当時の集落の一部であったことが明らかになりま

した。今後、この地域における古代の集落に関する基礎資料 となるものと考えられ

ます。本書が広 く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、

その保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をい

ただきました盛岡市都市整備部、独立行政法人都市再生機構、盛岡市育委員会をは

じめとする関係各位に対 し、深く感謝の意を表します。

平成 19年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 武 田 牧 雄



例   言

1.本書は平成 16年度、岩手県盛岡市下鹿妻字北 33-1ほ かに所在する野古 A遺跡第23次・24次の発

掘調査成果、平成 17年度、岩手県盛岡市下鹿妻字北 40-1ほ かに所在する野古 A遺跡第 29次の発掘

調査成果を収録したものである。

2.調査は盛岡南新都市整備事業に伴い、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課の調整を経て、独

立行政法人都市再生機構の委託を受けた第 23次調査、盛岡市の委託を受けた第 24次・第29次調査

を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した緊急発掘調査である。

3.野古 A遺跡は岩手県遺跡登録台帳番号 LE16-2155に該当し、調査略号はそれぞれ第23次調査

がONK-04-23、 第24次調査がoNK-04-24、 第29次調査がoNK-05-29で ある。

4.発掘調査における調査次数毎の期間、調査面積、担当者は以下の通 りである。

(第 23次調査)平成 16年 9月 15日 ～ 11月 1日  2,056ぜ

文化財調査員 亀澤盛行・期限付調査員 立花裕

(第 24次調査)平成 16年 10月 1日 ～ 11月 1日  2,240♂

文化財調査員 福島正和・米田寛

(第 29次調査)平成 17年 4月 12日 ～6月 13日  3,088r

文化財専門貝 金子昭彦・文化財調査員 人木勝枝

5.整理作業の期間、担当者は以下の通 りである。

(第 23次調査)平成 17年 2月 1日 ～平成 17年 3月 31日 立花裕

(第 24次調査)平成 17年 2月 1日 ～平成 17年 3月 31日 福島正和

(第 29次調査)平成 18年 1月 16日 ～3月 31日  入木勝枝

6。 本書の執筆は分担し、福島 (第 23次・24次 )、 人木 (第 29次)がおこなった。

7.発掘調査に際する航空写真撮影は東邦航空株式会社に、出上した鉄製品の保存処理はJFEテ クノ

リサーチ株式会社にそれぞれ業務委託した。

8.発掘調査においては、盛岡市都市整備部盛岡南整備課、盛岡市教育委員会、独立行政法人都市再

生機構岩手総合開発事務所、近隣住民の方々のご理解とご協力をいただいた。

9.調査および報告書作成にあたり以下の方々のご教示をいただいた。記して感謝申し上げる (敬称

略・順不同)。 人木光則、三浦陽一、神原雄一郎 (盛岡市教育委員会)、 井上雅孝 (滝沢村教育委員会)

高橋千晶 (奥州市教育委員会)佐藤良和 (財 団法人 奥州市埋蔵文化財調査センター)村 田晃一

(宮城県教育庁)、  高橋誠明、大谷 基 (大崎市教育委員会)、 佐藤敏幸 (東松島市教育委員会)、

宇部則保 (青森県八戸市教育委員会)、  菅原祥夫 (財 団法人福島県文化振興財団)、 津野 仁 (財 団

法人 とちぎ生涯学習財団)、 月ヽ橋健児 (財 団法人 市原市坦蔵文化財センター)。

10,本書では、国土地理院発行「盛岡 。日詰 1:50,000」 地形図を使用した。また、検出遺構の上

層注記における土色および出土土器の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色

彩研究所 色票監修『新版 標準土色帖』2002年度版に準拠した。

11.調査で出土した遺物および実測図、写真等の各種記録類の一切は岩手県立埋蔵文化財センターに

保管している。広 く活用されることを希望する。

12.本書発行以前に現地公開で調査成果を公表したが、公表内容と本書記載事実との不一致、相違に

関しては整理作業期間を経ている本書をもって正とする。
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調査に至る経緯と経過

盛岡南新都市開発計画は、現在の既成市街地の他に市域の南部地域を新市街地として開発し、両者

が有機的に結びついた軸状都心を形成するために策定された都市区画整理事業である。平成 3年度か

ら平成 17年度までの15年 間を事業予定として、対象面積313haに 及ぶ土地区画整理事業が進められ

ている。                ´

この間、事業対象地域に係わる埋蔵文化財の取り扱いについても協議が重ねられた。その結果、盛

岡市教育委員会が試掘調査をおこない調査必要範囲を確定し、本調査は、財団法人岩手県文化振興事

業団の受託事業として実施することとなった。

今回の発掘調査は、第23次 。第 24次が平成 16年度、第29次が平成 17年度受託事業として契約さ

れた。そのうち第23次調査が独立行政法人都市再生機構委託分として都市計画道路予定地 2,056♂ の

範囲で、第 24・ 29次調査が盛岡市都市整備部盛岡南整備課委託分として宅地予定地内 2,240だ、3,088

ぜの範囲でそれぞれ調査した。

立地と環境

地 理 的 環 境

野古A遺跡は、岩手県盛岡市下鹿妻字北に所在する。遺跡の東には北上川、北には雫石川がそれぞ

れ流れ、北西には岩手山を望むことができる。奥羽山脈東側に位置する岩手山は標高 2,038mを 測り、

雫石川北岸で火山噴出物を堆積させている。

岩手県北部から県内を南へ貫流する北上川は、蛇行を繰り返しながら岩手県南端を抜け宮城県に至

り、宮城県北部を経て、宮城県石巻湾より太平洋に注ぎ出る。この東北地方を代表する大河川は西に

連なる奥羽山脈、東に連なる北上山地の間を流れ、その流域に多くの沖積平野を形成している。この

北上川の沖積作用によって形成された平野は、特に中・下流域において発達が顔著であり、その平野

部面積は岩手県内に存在するその他の河川流域よりも広大である。中流域北部に位置する盛岡市域で

は、西から雫石川、東から中津川、梁川がそれぞれ北上川に合流する。

雫石川は、秋田県境、岩手県西部に端を発 し、東へ流れ北上川に合流する。この雫石川は、盛岡盆

地西半において広い沖積地を形成しており、特にこの南岸と北上川西岸にあたる一帯は沖積段丘面が

層状に重なる。

野古A遺跡は、この段丘面の自然堤防上に位置する。この段丘は砂礫層によって構成され、起伏を

持ちながら一帯に広がっている。また、段丘面には雫石川から北上川に向けて幾つかの氾濫源を持ち

ながら後背湿地を形成している。遺跡付近では、多くの低地部分が検出されており、古くから湿地と

隣接する立地であったと考えられる。

野古A遺跡周辺は、雫石川の氾濫原による低地部分と低位段丘面が複雑に入り組んだ地形を成して

いる。盛南開発前の地形は水田、宅地、道路などに反映している場所も随所にみられる。このような

微地形は、遺跡の分布・立地と大きく関わるものと考えられ、両者の関連性については今後も開発が

進むこの地域の重要なテーマの一つであると考えられる。また、開発によって旧地形がほとんど失わ

れていく現状で地形を記録に残すことも有用である。
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2歴 史 的 環 境

雫石川北岸の台地上には、縄文時代の遺跡が多数確認されている。特に大館遺跡群は県内でも有数

の縄文時代中期の集落である。一方、雫石川南岸に位置する野古A遺跡周辺では、本宮熊堂A遺跡が

縄文時代晩期の集落域であるが、その他の遺跡では縄文時代の陥し穴状土坑が散見される。

雫石川南岸に広がる平野部には古代の遺跡が顕著である。古墳時代の様子は遺跡がほとんどなく未

解明であるが、奈良時代になると古代の人々の活動がみられ始める。
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2 歴史的環境

雫石川より北約 l kmに位置する太田蝦夷森古墳群は8世紀に営まれた古代の墳墓群である。これ

までの調査で和同開弥や蕨手刀などが出土している。また、太田蝦夷森古墳群の約 1.5km西 には志波

城跡が存在する。この志波城跡は803年 に成立した城柵の一つで、古代盛岡地域も中央政府の枠組み

に組み込まれたとされている。この志波城は存続期間が短く、10年でその実質的な機能を徳丹城に移

される。これまでの志波城跡の発掘調査では、築地塀跡などの城柵としての機能を持つ遺構が確認さ

れている。また、城柵機能を想定できる他地域からの搬入遺物や墨書土器なども多量に出土している。

志波城跡の周辺および南側の広い範囲では、古代の集落が多数高い密度で分布する。志波城の所在

する太田地区では、志波城並行期の集落と考えられている松ノ木、館遺跡が調査されている。また、

志波城以降の時期では林崎遺跡などの集落遺跡が確認されている。

太田地区の南に位置する本宮地区では本書に掲載している野古A遺跡や本宮熊堂B遺跡、小幅遺跡、

鬼柳A遣跡、宮沢遺跡、大宮北遺跡などが調査され、古墳～平安時代の拠点的な集落の金容が明らか

になりつつある。特に、本宮熊堂B・ 野古Aの両遺跡は居住域が密に広がっており、この地区の集落

群の中心的な存在であったと考えられる。現在までに本宮熊堂B遺跡で約 130棟の古代の竪穴住居跡

が確認されている。この地区は7世紀代の遺構 。遺物は数多くないが、8,9世紀代の遺構・遺物は

充実している。

本宮地区の南に位置する向中野・飯岡地区では、台太郎遺跡を中心に多くの古代の集落が調査され

ている。台太郎遺跡の西側に隣接する飯岡沢田遺跡では、古代の竪穴住居のみならず、古代の墳墓群

が調査されている。この南に隣接する飯岡才川遺跡でも墳墓群、平安時代の竪穴住居が調査されてい

る。台太郎遺跡の南に位置する細谷地遺跡、向中野館遺跡の調査では、飯岡才川遺跡と同様に平安時

代の竪穴住居跡が多く調査されている。

以上のように野古A遺跡周辺の盛南開発区域では、古代を中心とする集落遺跡が広域な範囲にわた

って高密度で存在している。

3 過去 の調査成果

野古A遺跡は平成 16年度当初段階まで、22次に渡る発掘調査が当埋蔵文化財センター、盛岡市教

育委員会の両機関によっておこなわれている。野古A遺跡の廷べ調査面積は、平成 16年度 4月 段階

において約 43,000ぜ を測り、約 60棟に及ぶ古代の竪穴住居が検出 。調査されている。

この成果により、周辺地域同様に古代の集落が広がっているエリアであることを示している。現段

階では、遺跡範囲東側で未調査部分もあるが、隣接する諸遺跡の成果を考え合わせると、遺跡のほぼ

全域が 7世紀～10世紀にかけての居住域であると考えられる。竪穴住居はおもに第 12次 ・第 15次調

査区周辺において密に分布しており、遺跡の中での集落中心域はこのエリアであると考えられる。ま

た、遺跡内に旧河道と呼ばれる帯状の低地部分が幾条も認められ、この低地部分に近接するように竪

穴住居が立地する傾向にあり、微地形と住居立地との関係性が注目される。現段階では、 7世紀後半

以前の遺物は確認されていないため、野古A遺跡での古代集落の開始時期は7世紀後半であると考え

られる。一方、平安時代では、志波城が成立する9世紀前半の遺構・遺物が確認されていない。この

ように、古代集落は断絶しながらもlo世紀頃まで展開すると考えられる。古代の竪穴住居以外では

掘立柱建物も確認されており、住居以外の施設が集落内に存在している可能性を示している。ちなみ

に、古墳～奈良時代の竪穴住居は25棟、平安時代の竪穴住居は34棟 という内訳である。
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細田(平安)

松ノ木 (古代～近世)

館 (太 田館)(古代～近世)

上野屋敷 (古代)

人ツロ(古代 )

人掛 (奈良・平安)

太田蝦夷森古墳群 (奈良)

一本木 (平安)

天沼 (古代)

畑中(古代)

五兵衛新田(古代 )

竹鼻 (古代)

小沼 (平安)

志波城 (平安)

竹花前 (平安)

田貝 (古代 )

新堰端 (縄文 平安)

石仏 (古代)

上越場A彿電文 古代)

林崎 (平安)

太田田中(平安)

大宮北 (古代)

大宮 (古代～近世)

小林 (古代)

水門 (古代)

小幅 (古代)

宮沢 (古代)

鬼柳A(古代)

鬼柳B(古代)

鬼柳C(古代)

野古B(古代)

本宮熊堂A(古代)

本宮熊堂B(古代)

稲荷 (古代)

36 飯岡沢田(古代)

37 飯岡才川 (古代 )

a8 矢盛 (古代)

39 台太郎 (古代)

40.向中野館 (古代。中世)

41.細谷地 (古代)

42.南仙北 (縄文・古代)

43.向中野幅 (古代 )

44.小和田館 (縄文・弥生・中世)

45。 ニツ沢 (縄文・古代)

46.蟹沢下 (古代)

47.蟹沢 (縄文 古代)

48.ヘビ堂 (縄文 古代 )

49.オミ坂 (縄文 古代)

50.山中(縄文・古代)

51.月見山(縄文・古代)

52.大ヶ森 (縄文)

53.細越 (縄文)

54.飯岡山館 (中 世)

55,飯岡館 (中世)

56.飯岡赤坂 I(古代)

57.飯岡赤坂 I(古代 )

58.堤 (縄文・古代)

59.高館古墳跡 (奈良～平安)

60 高館 (縄文)

61 大柳 I(古代 )

62 大柳 I(古代 )

63 館野前 (縄文)

64 辻屋敷 (古代 )

65 藤島I(平安?)

66 藤島 I(縄文・平安)

67 上越場B(縄文・古代)

68 二又 (平安)

69 西田A(古代)

70,内村 (平安)

71 中屋敷 (古代)

72 西田B(古代 )

73 前田(古代)

74 飯岡林崎Ⅱ(古代)

75 飯岡林崎 I(平安)

76 上新田(平安)

77.深淵 I(平安)

78.深淵■(平安)

79.高屋敷 I(古代)

80 高屋敷Ⅱ(平安)

81.西 (平安)

82 飯岡熊堂 I(縄文・古代)

83 飯岡熊堂Ⅲ(平安)

84 飯岡熊堂Ⅱ(平安)

85,南谷地 (平安)

86.法領権現塚 (近世)

87.下久根 I(縄文・古代)

88.石持 (古代)

89.下久根Ⅱ併電文・古代)

90。 松島 (古代)

91.田 中(平安)

92.夕 覚 (古代)

93,横屋 (古代)

94.生畔 (古代)

95.葛本 (古代)

96.津志田(古代)

97 障当(古代 )

98.長沼 (古代)

99.津志田横屋 (古代)

100 境田(古代)

101 羽場いたこ塚 (近世)

102,羽場館 (中 世)

103 羽場百目木 (縄文)

104.砂子塚 (古代)

105,ア イノ野 (縄文)

106 木節 (平安)

107.福千代 (奈 良)

108.因幡 (縄文 古代)

109 新井田 I(古代)

110.新井田I(古代)

111.新 田(平安)

112.下 羽場 (平安)

113,下湯沢 (古代 )

114.聞渡 I(古代 )

115。 小田 I(古代)

116.小 田Ⅱ(平安)

117.森子 (古代)

118.間渡Ⅱ(古代 )

119.湯沢大館 (古代～中世)

120.一本松 (平安)

121.大 島 (古代)

122 間木 (古代)

123 永井前田(古代)

124.ネ

“

田(古代 )

125,神 田塚 (近世)

126.下永井 (古代)

127.永井経塚 (近 世)

128.碇堰 (奈良)

129 津志田イタコ塚 (近 世)

130 西鹿渡 (古代)

131 百目木 (縄文・古代)

132 坂の下 (縄文)

133 下永林 (4亀文)

134 中島(古代 )

135 三本柳幅 (古代 )

136 大道西 (古墳)

137.高櫓A(古代)

138.高櫓B(古代)

139,菖蒲田(古代)

140.荒屋 (古代 )
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3 過去の調査結果

古代の遺物では、残存状況が良好な竪穴住居が多いため出土量が豊富である。住居内よリー括で出

土する竪穴住居跡も多くあり、古代の土器におけるセット関係が明らかになる可能性を秘めている。

特に、野古A遺跡では、竪穴住居跡の残存状況が良好であるため、この時代の遺物は他の遺跡より豊

富である。そのため、特殊な土器類も多く認められ、一例としてこれまで砂底土器が多く出土してい

ると指摘されている。

今回報告する調査区は遺跡の西側に位置し、濃密な居住域の縁辺部に当たる。今後、調査が進むこ

とによって、古代集落域全体の様子が明らかになるものと思われる。

また、野古A遺跡では古代の遺構以外に縄文時代の陥し穴状土坑も検出されている。このことから

遺跡の一部は縄文時代の狩猟場であつたと考えられる。

現在、この地域は大規模な都市開発により刻々と姿を変えている。野古A遺跡も例外ではなく、す

でに旧来の地形はその面影を失いつつある。未調査部分もわずかになり、この遺跡の発掘調査のまと

めを要する時期に差し掛かりつつある。

引用・参考文献

盛岡市教育委員会 1998「野古遺跡」『盛岡市埋蔵文化財調査年報 平成 5・ 6年度』盛岡市教育委員会

菅原靖男  2003『 野古A遺跡第 12次発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第420集 (財 )岩手

県文化振興事業団埋蔵文化財センター

阿部員澄  2003『野古 A遺跡第 15次発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第421集  (財 )岩手

県文化振興事業団埋蔵文化財センター

小松則也 2004「野古A遺跡第 19次」岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第455集 (財 )岩手県文化振興事業団

埋蔵文化財センター
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Ⅲ 調査の方法

1 発掘調査 の方法

調査開始時、試掘 トレンチを掘削し、その土層断面によって調査区全域での遺構検出面を確認した。

その後表土をバックホーにより除去し、それ以降の掘削作業は人力でおこなった。調査中は適宜、写

真撮影および実測図作成をおこない記録の保存に努めた。

調査区割とグリッドの設定および遺構名称は、盛岡市教育委員会の方針に従っている。座標軸をもと

に正方形グリッドを設定し、その最小単位を2× 2mと した。グリッドの配置については第 4図のと

おりである。

遺構出土遺物は遺構・位置・層位の各単位で取り上げ、遺構外出土遺物はグリッド・層位単位で取

り上げた。

調査区は、第23次調査区・第 24次調査区 。第29次調査区と大きく3つ に分かれる。

遺構名は遺跡内統一の連呑であるため、調査時に付与したものが欠番になることもあったが、統一

連呑にするべく新しい遺構名・番号を与え報告した。また、過年度調査されている遺構の続きは、過

年度調査の遺構名および遺構番号をそのまま踏襲した。遺構名略号は、竪穴住居 (RA)・ 竪穴住居状

遺構 (RE)・ 土坑 (RD)・ 溝 (RG)・ 性格不明遺構、その他 (RZ)で ある。本文中の記載については

略号のみの表現で統一した。

2 整理作業 の方法

発掘調査中に作成した遺構実測図は必要に応じて合成および修正をおこない、浄書し版下作成をお

こなった。

発掘調査中に撮影した遺構写真は、35 almモ ノクロ 。351mカ ラーリバーサル・6× 7版モノクロを

使用し、それぞれファイルに整理し台帳を作成した。本書では、そのうち必要な遺構写真についてト

リミング、紙焼きをおこない写真図版に掲載した。

出土した遺物は、水洗した後注記・接合し、必要な遺物に関しては石膏による復元をおこなった。

それら作業過程中、本書に掲載するものを選出し実測および写真撮影を実施した。実測した遺物は浄

書をおこない挿図版として掲載し、撮影した遺物写真についてもすべてを写真図版に掲載した。掲載

した遺物は、原則的に実測に堪え得るもの、体部のみの破片は器壁の傾きが厳密に判明する遺物のみ

を選出した。また、墨書土器等の特殊な遺物に関してはこの限りでない。遺物写真は、立面での撮影

を原則としたが、立面での撮影が不可能な破片については平面的な俯敵撮影をおこなった。

3 記載方法 と凡例

本書で使用する方位は、座標による方位である。よって平面図中に付されている方位はすべて国土

座標による北である。検出した遺構の欠損部分は、破線による推定線を加えて表現した。また、調査

において任意で設定したトレンチ掘方、調査区境および現代の攪乱は一点鎖線とし、 トレンチおよび

攪乱の平面図はケバを変えて遺構のそれと区別した。
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3 記載方法と凡例
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Ⅲ 調査の方法

個々の遺構平面図は、基本的に遺構主軸を重視 して配置 したが、主軸の定まらない不定形、円形の

平面形帯を呈する遺構については、北が上になるように掲載 した。竪穴住居の平面図はカマ ドのある

狽1辺 を上向きに配置 し主軸に合わせレイアウ トした。

出土 した土器は、本書では以下の通 りに分類 し報告することとした。従来のあかやき土器 とされて

いる杯類は土師器 (非黒色処理、ミガキなし)と した。この分類は客観性を持たせることが目的であ

るが、非黒色処理でミガキの施されない郭と焼成不良の須恵器杯 とは極めて不分明であると言わざる

を得ない。両者の決定的な差異は焼成に他ならない。よって、一部で還元が進んでいるものや須恵器

の形態・製作技法がみられるものは本来須恵器を指向 したと考えられ、器表面に黒斑が顕者にみ られ

るものは本来土師器を指向 していたと考えられるため、部分的に還元不足が認められる土器や黒斑 を

有する土器は遺物観察表の備考欄に表記 した。

掲載 した土器実測図は、奈良平城京跡、京都平安京跡の調査報告書に準 じて 1/4の縮尺で統一 し

た。先述 した分類により須恵器の断面は黒塗 り、土師器の断面は白抜 き、黒色処理されている土師器

は内外面 とも半分にアミを掛けて表現 した。調整の痕跡は、一部例外を除き内外面 ともに中央半分の

みの表現にとどめた。土師器口縁部に施されるヨコナデは、口縁部における稜線の欠失、図の煩雑 さ

を避けるため表現 していない。また、土器実測図における稜線は弱い屈曲や口縁端部、底端部の稜 を

一点抜 き直線、強い屈曲や明瞭な調整の変化点は実線、ロクロ等の回転力を利用 した回転ナデは、そ

の凹凸の凸部に 2点抜 き直線で表現 した。回転ナデの稜線における 2点抜 き位置は、土器の立体感 を

表現するため稜線全長の 3等分位置に固定 した。また、石器 も1/4の縮尺で統一 し、その他石製品、

土製品、鉄製品は 1/2の縮尺で統一した。

竪穴住居出土遺物は、原則 として住居毎のまとまりで図・写真を掲載 した。竪穴住居出土以外の遺

物は遺構種別毎のまとまりで掲載 している。

第 23次、第 24次の調査で設置された基準点の標高値は第 4図 に示 している。この基準点は調査 に

際 して都市再生機構によって設置され、これら基準点の標高値を基に遺構の実測をおこなった。 しか

しながら、第 29次調査地点をはじめとして隣接調査地点の水準点 と比較すると約 2m高い標高値で

あることがわかった。約 2mは大 きな誤差であるが、成果簿等の資料がなく検証不可能である。 した

がつて、本書第 23次、第 24次調査の標高値は修正をおこなわず調査時のままで表示 した。
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Ⅳ 第 23・ 24次調査

1 基本層序 と遺構配置

調査区周辺の微地形をみると西から東へ向け低くなる段丘の境である。周辺は大まかに分けると3

つの段丘面が存在しており、本遺跡北西にある稲荷遺跡 。本宮熊堂B遺跡・本宮熊堂A遺跡が各段丘

面に立地している。すなわち、高位が稲荷遺跡、中位が本宮熊堂B遺跡、下位が本宮熊堂A遺跡であ

る。これら3つの段丘面のうち、本宮熊堂B遺跡が立地する中位の面に野古A遺跡が立地している。

この段丘面の境界ラインは上記遺跡群周辺では東西方向にみられるが、野古A遺跡では、緩やかにカ

ーブしておよそ南北方向へと変化する。今回の調査区西側はちようど高位と中位の面の境目にあたる

と考えられる。したがって、調査区内は概ね西から東へ向けて低 くなる地形である。

調査した範囲の基本層序は上層よりI～ Ⅲ層を確認した。 I層 は表土および近現代耕作土層、Ⅱ層

は黒色シルト主体の自然堆積層、Ⅲ層は責色シルト主体の自然堆積層である。なお、Ⅲ層より下層で

は砂層および砂礫層がみられる (Ⅳ層)箇所がある。表土直下で砂礫層がみられる調査区西側は、本

来堆積していたであろうⅡ層およびⅢ層が削平のため失われていると考えられる。すなわち、本来調

査区内でもっとも高い地点であると考えられ、表土直下面の標高値ももっとも高い。また、第23次・

24次調査区では、帯状に低地部分が3ケ 所みられる。これらが、もっとも低い地点であると考えられ

る。この低地部分にはⅡ層が良好に残存しており、そのため大規模な黒い帯が調査区内に横たわつて

いるように見える。最上位の遺構検出面は、このⅡ層上面である。RA067の みは、帯状低地のまった

だ中にあり、Ⅱ層上面で検出した。しかし、低地以外はすでにⅡ層が残存しておらず、Ⅲ層上面が露

出している状態であったためこの面で遺構を検出した。次章で報告する第 29次調査区も基本層序は

同様である。

検出した遺構は、第 23次調査区で竪穴住居 8棟、土坑 5基、溝 3条である。第 24次調査区では、

竪穴住居 5棟 (内 1棟は第 23次調査区に及ぶ)、 土坑 1基、溝 3条 (内 2条は第23次調査区に及ぶ)

である。第23次調査区は南北に長い形状を呈しており、竪穴住居は北からRA060。 IRA064・ 0591・

RA062・ RA061・ RA070。 RA068。 RA071・ RA066の順で検出した。第 24次調査区は間に第 23次調

査区を挟み、東西に分かれる。西側で遺構は無 く、第 23次調査区より東側でのみ遺構を検出した。

竪穴住居は東からRA063・ RA067・ 北端にあるRA065。 東端のRA069で ある。なお、次章で報告する

第 29次調査区は、第 24次東側エリアの北と、第24次西側エリアの南にそれぞれ隣接して位置してい

る。また、第23次調査区北で検出したRA060は第29次調査区で続きを検出している。

2 竪穴住居跡

RA066

遺構 (第 7,8図 ・写真図版 4・ 5)

[位置]第 23次調査区南側 1404aグ リッド付近に位置する。他の遺構 と切 り合い関係は認められな

いが、住居西隅は調査区外へ続 く。また、住居の北西には、RA071が位置 している。 I層 直下の平坦

な面である。主軸方向は約 45° 西に傾いた南北方向である。

[平面形・規模]平 面形態は概ね方形であると推定されるが、やや主軸方向が短 く、南東壁がやや長
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Ⅲ～Ⅳ           ~～~

基本層序
I 黒褐～黒色 シルト く表土・近現代耕作土 。撹乱〉
Ⅱ 黒色～暗褐色 シルト く自然堆積層〉
Ⅲ 黄褐～黄色 シルト く自然堆積層〉
Ⅳ 黄褐～黄色 砂礫  く自然堆積層〉

第 5図 基本層序断面

Ⅳ 第23・ 24次調査

巳

※アミ掛け部分は
帯扶低地

第 6図 第23・ 24次調査区選構配置
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2 堅穴住居跡

126 60Clm  ai

0        刊:60

RA066
1.10YR3/2 黒褐色 シルト (やや粘質)

2.10YR2/3 黒褐色 シル ト (中 ～粗粒砂混じる)

3.10YR2/1 黒色 シルト
4。 10YR3/2 黒褐色 シル ト (やや粘質、地山BL混 じる)

5,10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土
6。 10YR3/2 黒褐色 シルト
7.10YR3/3 暗褐色 シル ト (地 山B.L混 じる)

8.10YR4/3 にぶい褐色 シル ト (やや粘質、地山BL多量に混じる)

9.10YR3/2 黒褐色 シル ト (焼土B.L多量に混 じる)

第 7図  RA066(第23次 〉

い台形に近い形態であると考えられる。

検出可能な北西壁 4.09mお よび南西壁 3.5mを 測 り、調査区外へ続 く北東壁 2,2mお よび南東壁

2.81mを 浪Jる 。 また、深さは32cmを 測る。

[堆積土]概 ね 2層 のシルトからなる。いずれも炭化物を多 く含む。

[壁・床面]調査区外へ続 く東隅以外がすべて良好に残存する。四側壁ともに、垂直に近い急角度で

立ち上がる。床面は固く締まった平滑な面である。東側壁際には礫を検出した。また、壁際の周溝は

カマド付近を除いてすべての壁で検出した。

貼床はほぼ床全面に施されており、除去すると凹凸著しい掘削面が存在する。
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Ⅳ 第23・ 24次調査
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RA066カマド

1.lCIYR2/3
2. ltlYR3/1
3. 10YR3/3
4. lCIYR2/3
5, lCIYR3/4

6.5YR3/6
7. 1∝R3/4

3. 5YR3/6
9, 10YR3/4
10. 10YR4/4
11. 19YR3/3
12. 10YR3/4
13, 10YR2/3
14. 5YR4/4
15. 10YR4/4

黒褐色 シルト (やや粘質)

黒褐色 シルト
暗褐色 ンルト
黒褐色 シルト (地山B,L少量混じる)

暗褐色 シルト (焼土B.砂量混じる)

暗赤褐色 シルト (焼土B.L多量に混じる)

暗褐色 シルト (焼土地山Bと少量混じる)

暗赤褐色 シルト (焼土B.L滉 じる)

暗褐1色 シルト (焼土B.砂景混じる)

褐色 シルト (地山B.L少量混じる)

暗褐色 シルト (やや粘質、地山BIとイ昆じる)

暗褐色 シルト (焼土BIL少量混―じる)

黒褐色 シルト (地山BL微量に混じる)

赤褐色 粘土
褐色 シルト

第3図 RA066カ マド (第23次〉
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2 堅穴住居跡

0     (1:4)

[カ マ ド]北西側壁 に設置 されてお り、両袖部 ともに基底部が残

存 している。また、燃焼部の平面形態は不定形であるが、両袖部

内側の裾にまで焼土化が及んでいる。 したがって、両袖部内側裾

は本来の形状が良好に残存 していると考えられる。カマ ド天丼部

20cmは残存 していない。

第 9図 RA066出 土遺物 (第23次 )

煙道部は煙出し部に向けあまり傾斜せず トンネル状に到 り抜か

れており、長さ1.35mを 測る。堆積土は焼土や地山ブロックを多

く含んでいる。

煙出し部は、円筒状に掘 り込まれてお り、煙道部底面よりも約 20cm深い。

[柱穴]明 確な柱穴は確認されなかった。

[土坑]確 認されなかった。

遺物 (第 9図 ・写真図版 26)

堆積土やカマ ド燃焼部などから土師器が出土 した。このうち、図化可能な遺物は土師器 1点である。

1は カマ ド燃焼部埋土より出上 した土師器奏である。内外面 ともにハケ調整が施されている。底部

は比較的厚みがあ り、安定 した形態である。

小結 遺構の時期は、出土遺物より7世紀末～ 8世紀初頭であると考えられる。

RA068

遺構 (第 10,H図・写真図版 6。 7)

[位置]第 23次調査区南側 13P19bグ リッド付近に位置する。他の遺構 と切 り合い関係は認められな

いが、住居北隅お よび中央付近が大 きく攪乱坑 によって失われている。また、住居の北西 には、

RD105が位置 している。 I層直下の平坦な面である。主軸方向は約 45° 北に傾いた東西方向である。

住居東隅は調査区外へ続 く。

[平面形・規模] 南北 4.2m、 東西 4.5mを 測 り、平面形態は概ね方形であると推定される。深 さは

32cmを 沢よる。

[堆積土]3層 のシル トからなる。いずれも炭化物を多 く含む。上層からは平安時代の上師器片が出

土 している。下層には特に炭化物が多 く認められ、土器の出土や焼土ブロックも顕著である。

[壁 ・床面]調 査区外へ続 く東側隅、攪乱を受けている西壁一部以外がすべて良好に残存する。北西

側壁は緩やかな角度で立ち上がるが、その他の壁は比較的急角度で立ち上がる。床面は固 く締 まった

平滑な面である。多数の遺物 と炭化材を検出した。床面直上では、炭化材が散在 してお り、この住居

の建築部材の一部である可能性が高い。床面が顕著に赤化 しているような状況がみられないため断定

は避けなければならないが、炭化材やまとまった土器の出土状況などを考えると、何 らかの理由で焼

失 した住居である可能性 もある。また、カマ ド付近を除いてすべての壁で周溝検出した。

貼床はほぼ床全面に施されてお り、除去すると凹凸著 しい掘削面が存在する。

[カ マ ド]】ヒ西側壁に設置されてお り、両袖部 ともに基底部が残存 している。北側の袖および燃焼部

は攪乱によって失われている。また、燃焼部の平面形態は不定形である。

煙道部は煙出 し部に向け傾斜 して トンネル状に到 り抜かれてお り、長さ 1.4mを 測る。埋土は炭化物

を多 く含んでいる。

[柱穴]4基 のピットを確認 した。その他にも5基のピットを検出したが、配置や規模などか ら考え

て柱穴はピッ ト3・ ピット5・ ピツト8・ ピット9が有力である。このことから柱穴の平面配置は、

-14-



て 貯

炭

尋

黒色 シルトく現代の攪乱〉

黒褐色 シル ト (火山灰BoL微量混じる)

黒褐色 シルト (地山B.L微量、細粒砂混じる)

黒褐色 シルト (中 ～粗粒砂混じる)

黒褐色 シル ト (や や粘質)

黒褐色 シル ト (地山B.L多 く混じる、締まり強)

黒色 粘土 く近現代の攪乱〉

黒褐色 シル ト (地山BL多 く混じる)

第10図 RA068(第23次〉

Ⅳ 第23'24次調査

0        1:60       2m

／
ヤ

RA068
1.10YR2/1
2. 10YR2/2
3. 10YR2/2
4. 10YR2/3
5. 10YR2/2
6. 10YR2/3
7. 10YR2/1
8. 10YR第

調査区外に 1基あると想定され、合計 5本の柱が考えられる。すなわち、四方の4本と中央の 1本の

配置が考えられる。

[土坑]ピ ット3・ 5。 8。 9以外のピット1・ 2・ 4・ 6・ 7は土坑であると考えられる。

遺物 (第 12図・写真図版 26～ 28)

堆積土や床面などから土師器、石器が出上した。このうち、図化可能な遺物は土師器 21点、石器

2点である。

1～ 8は土師器杯である。

-15-



2 堅穴住居跡

|げ

・Pitl～9

黒色 シル ト                a
黒褐色 ンル ト (やや粘質、焼土・地山B.L少量混じる)

黒褐色 粘土 (焼土BL少量混じる)

暗褐色 シル ト
黒褐色 粘土 (地山BL少量混じる)

黒褐色 シル ト (地山BL少量混じる)

黒褐色 シル ト (焼土 。地山B.L少量混じる)

黒褐色 シルト (地山BL少量混じる)

にぶい黄褐色 粘土
暗赤褐色 粘土
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RA068カマド
1.10YR2/1
2. 10YR2/3
3. 10YR3/2
4.10YR3/3
5。  10YR3/2
6. 10YR2/3
7. 10YR2/3
8. 10YR3/1
9。  10YR5/4
10.5YR3/6
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-16-
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Ⅳ 第23・ 24次調査

二ヽd拶螢三三

=色

14

＼

＼《三二正三三」三正三I生生アイ6

‰

0        (1:4)       20cm

第12図  RA068出土遺物 (土器)(第 23次〉
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2 堅穴住居跡

0         (■ 4)       20cm

第13図  RA068出 土遺物 (石器)(第23次〉

1は床面直上より出上 した半球形の小形杯である。外面はヘラケズリの後、横方向に細かなミガキ

が施されている。内面は底部から口縁部 まで一息に放射状にス トロークの長いミガキが施 され、黒色

処理されている。また、口縁部のヨコナデは、端部のみをナデる上下幅の狭いものである。これら諸

特徴は関東地方、特に現在の千葉県域でみられる 7～ 8世紀代の土師器 と似ている。よって、この土

師器は関東系土師器の一種であると考えられる。ただし、胎土や色調などは在地の上師器 と大 きく変

わらない。 2は埋土の上層 より出土 した杯である。ロクロが用いられているため平安時代のものであ

る。底部には回転糸切 りの痕跡が認められる。埋土上層の堆積時期が想定される土器である。 3・ 4

はともに有段の杯である。外面は体部下半において明瞭なヘラケズリが施 されている。また、内面は

丁寧なミガキと黒色処理が施されている。器高は比較的低 く、器壁は比較的薄い特徴 を有 し、全体的

にシヤープな作 りである。仙台平野など東北南部で特徴的な栗囲式の系譜を持つ杯である。 5～ 7は

丸底であるが、段が不明瞭な杯である。いずれも3・ 4に比 して器壁が厚 く、外面のヘラケズリも顕

著ではない。在地によくみられる杯である。 8は粗雑な作 りの上師器杯である。外面には指頭圧痕が

みられ、調整と呼ぶことができる調整は皆無である。

9～ 21は土師器甕である。いずれも埋土や床面より出土 した。

9～ Hは当該地域ではみられない独特な甕である。いずれも頸部の括れや段は不明瞭で、底部は

極度に厚みがあ り、他の甕より粗雑な成形である。 9は小形、10は 中形、Hは大形 とみられ、12は

下半がないため全体の形状が不明であるが、口径や器壁の傾 きから9と 同じく小形である可能性が高

い。Hは外面に縦方向のミガキが施 されているが、その他はハケ調整である。また、11は土器 自体

の歪みが著 しく、形状 も異様である。18は小形の甕であるが、頸部の括れがなく、体部から一定の傾

きを維持 しながら口縁部が開口する形態である。

18と 21は 口縁部上端が上方に摘み上げられ、受け口状の形態を呈する。

22・ 23は礫石器である。ともに扁平な形状を呈 してお り、擦痕が認められる。用途は不明であるが、

縄文時代の石皿のような用途が想定される。

小結 遺構の時期は、出土遺物より7世紀末～ 8世紀初頭であると考えられる。

RA071

遺構 (第 14・ 15図 ・写真図版 8,9)

[位置]第 23次調査区南側 13P25cグ リッド付近に位置する。他の遺構 と切 り合い関係は認められな

いが、住居西側壁が大 きく攪乱 (現代の水路)に よって失われている。また、住居の南には、RA066

が位置 している。住居の大半が調査区外へ延びてお り、今回調査 したのは北西のわずかな部分である。

-18-



Ⅳ 第23・ 24次調査

RA071
1.10YR2/2 黒褐色 シル ト (やや粘質)

2.10YR3/2 黒褐色 シルト (地 山B.L少量混じる)

3.10YR4/3 にぶい褐色 粘土 (地山B.L多量に混じる)

4。 10YR効9 黒褐色 シルト〈近現代攪乱〉

5。 1鋭R4/8 にぶい褐色 粘土 (締 まり強)

0        1:60       2m

第14図 RA071(第23次〉

[平面形・規模]平面全体が不明であるが、方形であると考えられる。残存する南北長 0.6m、 東西長 2.8m、

深さ13cmを 測る。

[堆積土]概 ね 3層のシルトからなる。堆積は攪乱を除けば、乱れが無く自然堆積であると判断され

る。

[壁・床面]】ヒ西側壁の一部のみが確認できた。それ以外は、攪乱で失われている南西側壁、調査区

外へ続 く北東、南東側壁は現時点では不明である。検出した北西側壁は比較的急角度で立ち上がる。

床面は固く締まった平滑な面である。床面直上では、遺物の出土はみられなかった。貼床は検出した

床面のほぼ床全面に施されており、除去すると凹凸著しい掘削面が存在する。

[カ マド]】ヒ西側壁に設置されており、両袖部ともに残存しており、ともにシルトで構築されている。

燃焼部は顕著な焼土を確認できなかった。しかし、北側袖部よりに土師器甕底部が逆位に置かれた状

況で出上した。この甕はカマ ド支脚として用いられた可能性が高い。

煙道部は、底面が煙出し部に向け傾斜しており、天丼部は良好ではなかったが、赤化した天丼部が

崩落したような痕跡を確認した。このことから、本来煙道部はトンネル状に剣り抜かれていたものと

考えられる。

[柱穴]明確な柱穴は確認されなかった。

[土坑]確認されなかった。

遺物 (第 16図 ・写真図版 29)

カマドの支脚と考えられる土師器奏 1点、堆積± 2層 より上製紡錘車が 1点出土した。

1は底部がカマ ド北袖部脇において逆位で出土した。また体部上半や口縁部などはカマ ド袖部周辺で

出上し、接合してほぼ完形になった。外面は縦方向のミガキ、内面は横方向にハケが施される。顕部

の括れは弱 く、外傾はするもののやや直線的な器壁が特徴的である。また、器高が低めの器種である

０
　
　
　
　
　
　
ド
や
６

・↓
〇
〇
Ｂ

　
げ
．
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2 堅穴住居跡

0             1:20 lm

1電

にぶい黄褐色 粘土 (地山B.L多量に混じる)

黄褐色 粘土 (焼土B.L混 じる)

褐色 粘土 (地山B.L、 焼土B.L微量に混じる)

暗褐色 粘土 (地山B.L混 じる)

黒褐色 シル ト (地山B.L微量に混じる)

暗赤褐色 粘土 (地山B.L少量混じる)

にぶい黄褐色 粘土
にぶい赤褐色 粘土 (やや粘質、地山B.L多 量に混 じる)

暗赤褐色 粘土 (地山B.L混 じる、赤化)

暗褐色 シル ト (地山B.L多 く混じる)

暗褐色 粘土 (焼土B.L多 く混じる)

暗赤褐色 粘土
極暗赤褐色 シル ト (焼土ユL混 じる)

暗褐色 シルト (土器片、焼土BL混 じる)

にぶい赤褐色 シル ト (地山B.L混 じる)

簿繰亀色シ銘上t亀呂Ⅲ疑ェ捗ボ蒼ぎな母じる)

極暗赤褐色 シルト (地山・焼土BL混 じる)

暗褐色 粘土 (地山・焼土BL多量に混じる)

第15図  RA071カ マド (第23次〉
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126.700m ai

RA071カマド
1. 10YR5/3
2. 10YR5/6
3. 10YR4/4
4. 10YR3/3
5, 10YR3/2
6. 5YR3/6
7. 10YR5/4
8. 10YR4/4
9. 5YR3/4
10。  10YR3/4
11. 10YR3/4
12. 5YR3/6
13. 5YR2/4
14. lCIYR3/3
15. 10YR4/4
16. 10YR3/4
17. 5YR3/4
18, 5YR2/4
19。 10YR3/4
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Ⅳ 第23・ 24次調査

にもかかわらず、底径はやや大きめである。

2は土製紡錘車である。中央部に焼成前の穿孔が

なされている。外測面上半には縦方向のヘラケズ

リが施されている。焼成は非常に良好で固く締ま

っている。

小結 出土遺物の特徴 より7～ 8世紀代の遺構で

あると考えられる。

RA067

遺構 (第 17'18図・写真図版 18。 19)

[位置]第 24次調査区南側 12P17nグ リッド付近

に位置する。他の遺構 と切 り合い関係は認められ

ないが、住居東隅付近に攪乱によって失われてい

る。また、住居の北東には、RD107が位置している。 I層 直下、Ⅱ層上面の平坦な面である。帯状低

地部分に立地しているため、削平を免れており、遺存度が非常に高い。主軸方向は約 45° 北に傾いた

東西方向である。

[平面形・規模]】ヒ壁 4.6m、 東壁 4,75m、 南壁 4.66m、 西壁 4.97mを それぞれ測り、平面形態は形の

整った方形であると考えられる。深さは59cmを 測り、他の住居よりも深さが保たれている。この深

さからも、この竪穴住居が非常に良好な残存状況であることがわかる。

[堆積土]概 ね 5層 のシル トからなる。いずれも炭化物を多く含む。上層からは平安時代の上師器片

が出土している。中層には火山灰が多 く認められる層が堆積している。火山灰は十和田a降下火山灰

であると考えられ、それよりも上層より平安時代の土器片が出土する状況と矛盾がない。これらのこ

とから、この竪穴住居の最終埋没が平安時代であると考えられる。

[壁 ・床面]すべて良好に残存する。北西側壁は急角度で立ち上がるが、その他の壁は比較的緩やか

な角度で立ち上がる。

床面は固く締まった平滑な面である。多数の遺物を検出した。床面の遺物は、おもに南隅で集中し

て出土しており、すべて土師器である。また、床面中央では管玉が 1点出上 した。貼床はほぼ床全面

に施されており、除去すると凹凸著しい掘削面が存在する。特に北西側は、貼床が顕著である。カマ

ド付近を除いてすべての壁で検出した。また、この周溝から分岐する溝を南東と南西で 2条確認した。

[カ マ ド]】ヒ西側壁に設置されており、両袖部ともに基底部が残存している。また、燃焼部の平面形

態は円形であり、一部両袖部の内側裾に及ぶ。

煙道部は煙出し部に向け傾斜 して トンネル状に引 り抜かれており、長さ1.2mを 測る。埋土は炭化

物を多く含んでいる。カマ ド側の煙道部床面から土師器杯が 1点出土した。

[柱穴]4基 の柱穴を確認した。その他にも5基のピットを検出したが、配置や規模などから考えて

柱穴はピット1～ 4が有力である。このことから柱穴の平面配置は、 4点で「Y」 字形に配されると

考えられる。

[土坑]南隅のピット5は浅い土坑であるが、礫石器が 2点まとまって出土した。

遺物 (第 20。 21図 ・写真図版 29。 30)

堆積土や床面などから土師器、礫石器が出土した。このうち、図化可能な遺物は土師器 H点、礫

石器 5点、管玉 1点である。

(1:4)      20cm

第16図  RA071出土遺物 (第23次〉
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2 堅穴住居跡

誓▼

黒色 シルト (細粒砂混じる)

黒色 シル ト (小礫少量、火山灰B.L少量混 じる)

黒色 シル ト (火山灰BL多量に混じる、締まり弱)

黒褐色 シルト (やや粘質)

黒褐色 ンルト (やや粘質)

黒色 シル ト (やや粘質)

黒褐色 シルト (やや粘質、地山BL混 じる)

暗褐色 シルト (地山B.L多量に混じる)

黒褐色 シル ト (地山B.L多 量に混じる)

黒色 粘質シルト (地山B.L混 じる)

黒褐色 シル ト (地山BL多量に混じる)

黒褐色 シルト (地山BL多量に混じる)

褐色 シル ト (地山B.L、 炭化物多量に混 じる)
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Ⅳ 第23・ 24次調査

〉
〈
‐２Ｐ
‐７ｎ

|ヴ

lq

a 127.00Clm

0             1:20             1m

RA067カマド

1.lCIYR2/2
2. 10YR2/2
3.lCIYR2/2
4. lCIYR2/1

5. 10YRl.7/1
6. lCIYR4/3
7. lCIYR3/2

8. 10YR3/3
9. lCIYR4/4
10。  10YR4/4

11. 10YR5/6
12. lCIYR6/6

13. 10YR4/3
14. lCIYR3/2

15. 10YRl,7/1

16.7と 同じ、
17. 10YR5/6

黒褐色 シルト (地山BL混 じる)

黒褐色 シル ト (地 山・焼土B.L多 く混じる)

黒褐色 シルト (やや粘質)

黒色 シル ト (地山B.L混 じる)

黒色 シル ト (焼土B.L混 じる)

にぶい褐色 シル ト (焼土B.L混 じる)

黒褐色 シル ト (焼土BL多 く混 じる)

暗褐色 シル ト (やや粘質)

褐色 粘質シル ト (一部赤化)

褐色 粘質シル ト (地山B.L混 じる)

黄褐色 シル ト (やや粘質)

明黄褐色 粘土 (やや粘質)

にぶい褐色 シル ト
黒褐色 シル ト
黒色 シル ト

ややしまる

黄褐色 シル ト

第18図  RA067カ マ ド (第24次〉
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2.10YR3/3 暗褐色 シル ト
3.10YR4/3 にぶい褐色 粘質シル ト
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2 堅穴住居跡
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Ⅳ 第23・ 24次調査

0         (1:4)       20cm

第21図 RA067出土遺物 (石器・石製品)(第 24次〉

1・ 2は土師器杯である。いずれもロクロが用いられており、 9世紀後半～ 10世紀初頭のもので

あると考えられる。 3・ 4は土師器奏である。いずれもロクロが用いられており、 9世紀後半～ 10

世紀初頭のものであると考えられる。 1～ 4は埋土上層より出土 した。いずれも火山灰層よりも上層

の遺物である。 5は貼床より出土した土師器壷である。頸部に段を持ち、直線的にタト傾する口縁部を

有する。内外面ともにハケ調整が施されている。 6。 7は土師器杯である。 6は カマド北袖部の脇床

面より出土した。小皿形の杯で、内外面ともに丁寧にミガキが施されている。 7は煙道部底面より出

土した。微かな有段、九底の杯である。お椀形の九い体部を有し、外面下半はヘラケズリ、内面はミ

ガキが施されている。

許
滞
騨
剖
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2 堅穴住居跡

8～ 11は 土師器甕である。 8が北東隅の床面直上 より出土 した以外は、すべて南隅の床面直上 よ

り出上 した。

1～ 4は礫石器である。

1は北隅床面直上、 2・ 5は南隅ピット5よ り出土 した。片面中央にへそ状の窪みがある。縄文時

代のくぼみ石のような形状である。石材はいわゆる軽石素材である。 3は砥石である。断面は二等辺

三角形を呈 し、長辺部分両面に明瞭な擦痕が認められる。この両擦 り面は、本来の石材の色調ではな

く、光沢を帯びた青灰色を呈する。 4は敲打器のような礫石器である。端部に打撃による剥離が認め

られる。

小結 床面 より出上 した遺物は、 8世紀中ば～後半である。 しかし、埋土中位に 10世紀初頭 と比定

される十和田 a火山灰が認められる。さらに、埋土上層 より9世紀後半～ 10世紀初頭の土師器が出土

した。これらを総合すると、この竪穴住居は 8世紀代 に営まれ、その後廃絶 し、最終的に 10世紀前半

頃埋没が完了 したと考えられる。

RA060

遺構 (第 22・ 23図 ・写真図版 9)

[位置]第 23次調査区北側 1201cグ リッド付近に位置する。他の遺構 と切 り合い関係は認められな

いが、住居の半分が調査区外へ延びてお り、今回調査 したのは西半のみである。なお、東側調査区外

は第 29次北調査区であり、この住居の東半が検出されている。 (本書 V章 第 29次調査の成果参照 )

I層 直下の平坦な面である。

[平面形・規模]方 形であると考えられ、残存する南北長 0.6m、 東西長 2.8m、 深さ13cmを 測る。

[堆積土]概 ね 2層 のシル トからなる。乱れが無 く自然堆積であると判断される。堆積土は全体的に

締まりがなく、火山灰はみられない。

[壁 ・床面]第 23次調査区では、西側壁 と南北両側壁の一部のみを良好に検出した。壁は急ではなく

緩やかでもなく立ち上がる。床面は平滑な面である。他の住居に比べ固 く締まった様子はない。床面

直上では、遺物の出土はみられなかった。
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RA060
1層  2.5YR2/1
1. 10YR3/1
2. 10YR2/1

3.10YR3/2

4. 10YR2/2

5, 10YR2/2

黒色 シルトく表土〉

黒褐色 シル ト

黒色 粘質シルト

(中粒砂少量混じる)

黒褐色 粘質シルト

(地山B.L多 く混じる)

黒褐色 粘質シルト

(中 粒砂、火山灰BL少量混じる)

黒褐色 シルト (地山BL混 じる)

0        1:60       2m

第22図 RA060(第 23次〉

a     127,700■ l a'
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Ⅳ 第23・ 24次調査

床面施設として第 23次調査区では、柱穴や土坑などはみられず、

壁際の周溝 も存在 しなかった。貼床は検出した床面範囲ではまっ

たくみられなかった。この貼床が施されていないことが、床面の

固 く締まっていないことと何 らかの関係があるのかもしれない。

[カ マ ド]煙 道部 ともに第 23次調査区では、検出していない。

坤

第23図  RA060出土遺物 (第23次〉

[柱穴]第 23次調査区では、確認されていない。

[土坑]第 23次調査区では、確認されていない。

遺物 (第 23図・写真図版 30)

第 23次調査区では土師器杯が 1点のみ埋土より出土 した。この上師器杯はロクロが用いられてお り、

黒色処理はされていない。 9世紀後半～ 10世紀初頭の上師器 と考えられる。

小結 出上 した遣物の特徴 より、この竪穴住居は 9世紀後半～ 10世紀初頭の竪穴住居であると考え

られる。

RA061

遺構 (第 24・ 25図 ・写真図版 10'11)

[位置]第 23次調査区南側 12018yグ リッド付近に位置する。他の遺構 と切 り合い関係は認められな

い。また、住居の北東には RA062、 南には、RD103が位置 している。検出面は I層 直下の平坦な面で

あるが、南側は帯状低地に掛かつているため、わずかに残存するⅡ層上面で検出した。主軸方向はほ

ぼ東西方向である。

[平面形・規模]】ヒ壁 5.17m、 東壁 5。 12m、 南壁 5.25m、 西壁 4.96mを 測 り、比較的整つた方形である。

また、深さは34cmを 測る。

[堆積土]概 ね 3層 のシル トからなる。いずれも炭化物・土器片などを含む。

[壁 ・床面]す べて良好に残存する。南北側壁は緩やかな角度で立ち上がるが、その他の壁は比較的

急角度で立ち上がる。南側壁は一部で、下部が狭れたようになっている。固 く締まった平滑な面であ

るが、北西部分は他 より比較的柔らかである。床面では土器などの遺物を多 く検出した。貼床はほぼ

床全面に施されてお り、除去すると凹凸著 しい掘削面が存在する。

[カ マ ド]東 側壁南寄 りに設置されており、両袖部 ともに基底部が残存 している。カマ ド両袖部は低

く、緩やかな高まりを検出したが、天上部を含む大半は、崩落 しているものと考えられる。燃焼部は、

両袖部に挟まれるように存在 し、概ね円形の平面形態である。

煙道部は煙出し部に向け傾斜 して トンネル状に割 り抜かれてお り、長さ 1.44mを 測る。天丼部は攪

乱等で完存ではないが、鈍 く赤変 している部分 もみられる。煙道部埋土は炭化物を多 く含んでいるシ

ル トである。煙出し部は平面円形を呈 し、筒状に掘 り込まれている。

[柱穴]2基 の小形ピットを確認 した。ピット1は北西部、ピツト2は東側壁際でそれぞれ検出した。

2基 ともに規模が同じで、北側壁 と平行 して直線上に並ぶため、柱穴と考えられるじしかし、その他

に同様のピットはみられず、貼床を除去 した状況にあっても2基以外のピットは確認されなかった。

遺物 (第 26～ 28図・写真図版 30～ 35)

堆積土や床面などから多量の上師器、須恵器など土器類 と礫石器が出土 した。このうち、図化可能な

遺物は土器 68点、石器 1点である。

1・ 2・ 4～ 30。 55～ 67は 土師器杯である。内面に、ミガキ・黒色処理が施されている 12点以外

は内面ミガキ・黒色処理されていない。また、8。 12・ 16・ 17'18・ 19・ 21・ 64の ように底部あるい
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2 竪穴住居跡

RA061
1.10YR2/1  黒色 シル ト (中 ～細粒砂混じる)

2.10YR2/1  黒色 シル ト (やや粘質)

3,7.5YR2/1 黒色 シル ト (中粒砂多く混じる)

4。 loYR2/3 黒褐色 シル ト (中～粗粒砂混じる)

5。 10YRl.7/1 黒色 粘質シルト (中粒砂BL混 じる 。締まり強) 7.10YR2/3
6.7.5YR3/3 暗褐色 粘質シル ト (地山B.L混 じる 。締まり弱) 8.10YR4/3

ポ
α釣

0     1:60     2m

黒褐色 シル ト (炭化物混 じる)

にぶい褐色 シル ト (地 山B.L混 じる)
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ロ
〇
〇
Ｑ
．ド
ヽ
日

第24図 RA061(第23次〉

は体部最下端にヘラケズリが施されているものもある。

1は体部外面に刻書が認められる。摩滅により消えている部分もあるが、筆致から上部の「士」が

「土」となっている「吉」と考えられる。また、「口」部は3画 目と4画 目が一連の流れで続けられて

おり、ちょうど「Z」 のように見える。9は体部外面に墨書が認められる。正位で「木」と判読できる。

非常に大きく太い文字であり、留めや払い、反りなど毛筆の原則は無視されている。この「木」とい

う墨書は台太郎遺跡でよくみられる文字である。また、底部内面には重ね焼きによって生じた痕跡が

認められる。10も体部外面に墨書が認められる。久損しているため文字全体は不明ながら、正位で「成」

である可能性が考えられる。もし、「成」であるならば、本宮熊堂B遺跡でしばしばみられる文字と

共通する。13も 体部外面に墨書が認められる。不明瞭であるが、正位で「万」 と書かれてい

-28-
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Ⅳ 第23・ 24次調査

十
町

や
|

黒色 シルト(やや粘質)

黒褐色 シルト(中紐砂多く混じる)

黒褐色 シルト(中粒砂混じる)

黒色 シルト
(炭化物・焼土BL少量混じる)

暗褐色 シルト
(中粒砂・焼土B.L少量混じる)

黒褐色 シルト(中粒砂多く混じる)

黒褐色 シルト
(やや粘質、中粒砂混じる)

黒色 シルト(炭化物混じる)

暗褐色 シルト
(中粒砂・焼土B.L多量に混じる)

暗褐色 シルト(被熱弱い焼土 )

黒褐色 シルト(炭化物混じる)

黒褐色 シルト
(やや粘質、地山BL少量混じる)

褐灰色 シルト
褐灰色 シルト
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日

ｏ
ｏ
ｏ
．ド
ヽ
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や
|

127.000m

RA061カマド
1.10YR2/1
2. 10YR2/2
3. 10YR3/2
4. 10YRl.7/1

5, 7.5YR3/3

6。 10YR3/2
7. lCIYR3/2

０

１

２

　

３

４

lCIYRl.7/1

7 5YR3/3

7 5YR3/4
7 5YR2/2
10YR2/2

7.5YR4/1
10YR4/1

0            1:20           1m

第25図  RA06刊 カマド (第23次〉
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Ⅳ 第23・ 24次調査

第27図 RA061出土遺物 (2)(第 23次〉
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2 堅穴住居跡
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0       (1:4)      20cm

第28図  RA061出土遺物 (3)(第 23次〉

る可能性が高い。16は南壁際の床面で出土 した杯である。これも体部外面に墨書が認められる。正位

で「吉」 と判読できる。 1と 同じく「士」が「土」 となってお り、「口」部の最終画が「Z」 のように

書かれている。22は体部外面に墨書が認められる。逆位に書かれた「大」であると考えられる。この

文字は細谷地遺跡で多 くみられる墨書である。24は体郡外面に刻書が認められる。体部下半が欠損 し

てお り、刻書は全部残っていないが、筆致から「吉」の上部である可能性が考えられる。27は北東埋

上下層 より出土 したが、ゴヒ隣に位置するRA062の 南カマ ド脇 より出土 した破片 と接合関係が認められ

た。 18・ 21は体部外面に刻書が施されている。 1や 16と 筆致が共通する正位の「吉」である。60は

土師器高台付杯である。椀形を呈 し、比較的しっか りとした高台が貝占り付けられている。内面はミガ

キ調整および黒色処理が施 されている。61も 土師器高台付杯であると考えられる。外面には墨書が認

められる。墨書は欠損部にも及んでお り、全体をみることができない。 しかし、残存部や筆致などか

ら正位に書かれた「木」である可能性が高い。64は 体部外面に墨書が認められる。 1,16・ 18・ 21・

24な どの墨書や刻書でみられる正位の「吉」 と同じであると考えられる。

3は須恵器杯である。口縁部は直線的に外傾するが、端部はわずかに外反傾向である。また、底部

は回転糸切 り後無調整である。

31～ 44・ 46～ 51は土師器甕である。このうち 43・ 44・ 50。 51は ロクロを用いていない甕で、それ

以外は、すべてロクロを用いた甕である。これらを大小に分けると、31～ 35・ 39'46～ 49イよ小形の

甕、その他はすべて大形の甕であると考えられる。47は北東埋上下層 より出土 したが、北隣に位置す

るRA062南 カマ ド脇 より出上 した破片 と接合関係が認められた。33は小形の甕である。口縁部直下

-32-



Ⅳ 第23・ 24次調査

に 1箇所、直径約 5 mmの穿子とが施されている。穿子しは焼成後のものとみられ、内外面両方から穿た

れている。どのような目的の子しかは判断できないが、この甕の使用に関わるものであると推測される。

45は土師器鉢である。基本的にロクロが用いられる甕と同じ作 り、同じ形態であるが、内面にミガキ

と黒色処理が施されている点が大きく異なる。黒色処理は、煮沸など2次的に被熱すると吸着されて

いた災素が飛んでしまう。したがって、この種の上器は煮沸用途の甕とは用途が異なると考えられる。

したがって、土師器鉢と呼称する。

52・ 53は須恵器壷である。

52は底部のみの破片であり、全体の形状が不明である。そのため小形の甕である可能性も考えられ

る。53は須恵器長頸壷である。口縁～頸部は欠損しているが、頸部付け根に凸線が巡る。底部には貼

り付けの高台が付けられている。調整はロクロによる調整が主であるが、外面の体部中位～下半には

回転ヘラケズリが施されている。全体的に焼成が不良気味で、やや酸化しているが、成形および調整

は丁寧である。

54は ロクロが用いられた土師器壷である。顎部が括れ、土器の最大径が体部中位にある球胴形の形

態を呈する。外面はロクロによる回転ナデの後、縦方向のヘラケズリが施されている。内面は横方向

のミガキ・黒色処理が施されている。45と 同様にロクロを用いた甕と同じ作りであるが、内面に黒色

処理が施されているため、煮沸用途の甕とは用途が異なると考えられる。しかし、45と 異なり頚部の

括れが顕著であるため、鉢ではなく壷と呼称することとした。45の鉢よりも貯蔵用途に向いた器種で

あると考えられる。

68は土師器耳皿である。口縁部は残存していないが、通常の杯よりも小さな底径、体部にわずかな

がら歪みがみられることから耳皿とした。

69は礫石器である。扁平な形態を呈する礫の側面 2箇所において打撃によると考えられる剥離がみ

られる。どのような対象物に打撃を与えたかは不明であるが、敲打器であると考えられる。

小結 出土した遺物より、この竪穴住居は9世紀後半～10世紀初頭の竪穴住居であると考えられる。

また、この住居北東に近接するRA062出 土遺物の破片と接合関係も認められた。したがって、両竪穴

住居は距離的に近いだけでなく、あらゆる点での密接な繋がりが想定される。

RA062

遺構 (第 29・ 30。 31図 ・写真図版 12。 13)

[位置]第 23次調査区北側 12P13aグ リッド付近に位置する。他の遺構と切り合い関係は認められな

いが、この住居の南西にはRA061が位置している。検出面はI層直下の平坦な面、ここではⅢ層上面

で検出した。主軸方向はほぼ東西方向である。

[平面形・規模]】ヒ壁 4.31m、 東壁 3.80m、 南壁 3.22m、 西壁 2。95mを それぞれ測る。平面形態は、や

や東西方向に長い長方形である。また、深さは45cmを 測る。

[堆積土]は概ね3層 のシルトからなる。いずれもλ化物・土器片などを含む。堆積状況はRA061と

似ている。

[壁・床面]南 西隅、南東隅が攪乱により失われている以外はすべて良好に残存する。南側壁は緩や

かな角度で立ち上がるが、その他の壁は比較的急角度で立ち上がる。また、北側壁は一部で、下部が

狭れたような形状を呈する。床面は固 く締まった平滑な面である。床面直上では土器などの遺物を多

く検出した。貼床はほぼ床全面に施されてお り、除去すると凹凸著 しい掘削面が存在する。特に床面

北半は掘 り込みが顕著である。
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2 堅穴住居跡

[カ マ ド]東 と南に2基存在する。東カマ ドは、東側壁中央やや南寄りに設置されており、両袖部と

もに基底部が残存している。カマド両袖部は低く、緩やかな高まりを検出したが、天上部を含む大半

は、崩落しているものと考えられる。燃焼部は、両袖部に挟まれるように存在し、概ね円形の平面形

態である。

煙道部は極端に短く、煙出し部に向けわずかに傾斜している。本来 トンネル状に掘 り抜かれていた

のかどうか定かではない。煙道部の長さは65cmを測り、埋土は炭化物を多く含んでいるシルトである。

ポ
H釣

ね |

RA062
1,10YR1 7/1
2. 10YR2/1
3. 7.5YR2/1
4.10YR2/1
5. lCIYR2/2

6。  10YR2/1
7. 7.5YR4/3
8. 10よ 3/2

9, 10YR3/3
10. lCIYR5/4
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127.200m  ∬

シルト〈近現代攪乱〉

黒色 シルト (中 ～細粒砂混じる)

黒色 シルト質砂
黒色 粘質シルト (中～細粒砂ラミナ状に混じる)

黒褐色 シルト (中粒砂多 く混じる)

黒色 粘質シル ト (中粒砂B.L、 火山灰B.L微量に混じる)

褐色 シルト (赤化)

黒褐色 シルト (地山B.L多量に混じる)

黒褐色 シルト (地山B.L多量に混じる)

にぶい黄褐色 シルト～粗粒砂

0        1:60       2m

11,10YR2/1 黒色 シルト (中粒砂混じる)

12.10YR3/3 黒褐色 シルト
13.RA062東 カマド3と 同じ
14.RA062東 カマド1と 同じ
15.RA062東 カマ ド2と 同じ
16。 RA062東 カマ ド4と 同じ
17.RA062東 カマ ド5と 同じ

第29図  RA062(第23次 )



Ⅳ 第23・ 24次調査

南カマドの袖部は残存していない。また、床面をきれいにする作業中にほぼ正円形の燃焼部を検出

した。煙道部は南側壁の南西隅近くに位置する。煙道部の長さは 1.4mを 測り、南にある煙出し部に

向け、やや傾斜したトンネル状を呈する。煙道部の埋土は炭化物を含むシルトである。煙出し部は平

面円形で、筒状に掘り込まれている。

[柱穴]l基 の小形ピットを確認した。ピットは南西部壁際に位置し、柱穴であると考えられる。し

かし、その他の柱穴は確認されなかった。

[土坑]確認されなかった。        ´

遺物 (第 32図 ・写真図版 36。 37)

埋土や床面などから多くの上師器、須恵器など土器類と鉄製品が出上した。このうち、図化可能な

遺物は土器 27点、鉄製品 1点である。

1～ 12・ 15。 16・ 22は土師器杯である。 1・ 2・ 5。 12'15'16・ 18の ように内面にミガキ・黒色

処理が施されているものと、ミガキ・黒色処理が施されていないものに分けることができる。

1は床面直上より出土した。底部は回転糸切り後無調整であるが、体部下端の側縁部に回転ヘラケ

ズリが施されている。12は体部外面に刻書が認められる。筆致から逆位に書かれた、上部の「士」が

「土」となっている「吉」と考えられる。また、「口」部は3画 目と4画目が一連の流れで続けられて

おり、ちようど「Z」 のように見える。焼成後に鋭利な金属の先端部などで書かれたと考えられる。

なお、同様の刻書「吉」はRA061で も多く認められる。15は破片であるが、高台が付けられた浅い

杯であると考えられる。口縁部は極端に外反している。体部外面には正位で「吉」と刻書されている。

やはり「吉」の字形は 12と 同様である。

13'14。 19・ 20・ 21～ 27は土師器甕である。13。 19。 21の ようにロクロが用いられないものと、

それ以外のようにロクロが用いられるものとに分けることができる。また、19。 20・ 24の ような小形

のものと、その例外のような大形のものとに分けることができる。13は底部を中心とする破片である。

底部には葉脈明瞭な木葉痕がみられる。14も 底部を中心とする破片である。底部には、粗い砂が多く

付着している。また、体部はタタキの痕跡が明瞭に残り、タタキの上からわずかにヘラケズリが施さ

れている。19は貼床より出土した土師器甕であるが、RA061埋土下層から出土した破片と接合関係に

あることが半J明 した。21は床面直上より出土した土師器奏底部片である。底部には細かな砂が多量に

付着している。なお、砂の付着は円の外側にはみられず、中央部円形にみられる。24は小形の上師器

甕である。体部のロクロロが明瞭である。底部は回転糸切り後無調整である。口縁部の括れはほとん

どない形態を呈する。

17は カマド燃焼部を被覆している堆積土中より出上した須恵器壼である。底部のみの破片であるた

め全体の形状は不明であるが、長頸壷である可能性が高い。底部には微かに高台がみられ、体部下半

には回転ヘラケズリが施されている。

小結 出土した遺物より、この竪穴住居は9世紀後半～10世紀初頭の竪穴住居であると考えられる。

また、この住居北東に近接するRA061出 土遺物の破片と接合関係も認められた。したがつて、両竪穴

住居は距離的に近いだけでなく、あらゆる点での密接な繋がりが想定される。

なお、両住居間で接合関係が認められた資料のそれぞれの出土層位を比較すると、RA062は床面あ

るいは床面より下位で出土するものばかりで、RA061は埋土の下層で出土するものばかりである。

RA059(第 33・ 34図 ・写真図版 14・ 15)

[位置]第 23次調査区北側 12P7fグ リッド付近に位置する。RA064と 切り合い関係が認められる。

-35-



2 堅穴住居跡

127.OCXh が 127.00tlm b'

0             1:20 Hm

RA062東カマド
1.ltJYRl.7/1
2. lo釈 2/1

3. 10YR2/1
4. 10YRl.7/1
5, 7.5YR3/2
6. 10YR3/4
7. 10YR3/2
8, 10YR4/4
9, 7.5YR3/4
10. 10YR3/4

黒色 粘質シルト (やや粘質、中粒砂混じる)

黒色 シル ト (中～粗粒砂混じる)

黒色 シルト質砂
黒色 粘質シルト (火山灰B.L混 じる)

黒褐色 シルト (炭化物・焼土B.L混 じる)

砂質シルト (地山B.L混 じる)

黒褐色 シル ト (中粒砂混じる)

褐色 ンルト (焼土B.L混 じる)

暗褐色 シルト (中 ～粗粒砂混じる)

砂質シル ト
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Ⅳ 第23・ 24次調査

また、この竪穴住居の南西にはRA061が位置している。検出面は I層直下の平坦な面、ここではⅢ層

上面で検出した。主軸方向はほぼ東西方向である。

[平面形・規模]西壁 5.2m、 深さ8 cmを測り、概ね方形であると考えられる。RA064に切られてい

るため残存状態が良くない。

[堆積土]概 ね 2層 のシル トからなる。

[壁・床面]南西隅、南側と北側の一部が比較的良好に残存する以外は攪乱、RA064な どによって失

われている。床面は固く締まった平滑な面であるが、床面直上では土器などの遺物はほとんど出土し

なかった。また、床面も多数の攪乱によって本来の形を留めていない。

[カ マド]検 出した範囲では確認できず、その痕跡も認められなかった。西側壁中央付近が大きな攪

乱坑によって失われているため、仮にカマ ドが設置されていたのであるならば、この失われている場

所に存在したのかもしれない。

ハ 生
 ヽ―_ /

|

|

q

a 127.000ni a

127.200■ l bi

黒褐色 シル ト (やや粘質)

黒色 ンル ト (中粒砂混じる)

黒色 シル ト質砂 (炭化物微量に混じる)

黒色 シル ト質砂 (微粒砂混じる)

黒色 シル ト (や や粘質、炭化物多 く混じる)

赤褐色シル ト

0             1:20

lq

b

|

127.0011m ci

RA062カマド
1. 10YR2/2
2. 10YRl.7/1
3.10YR2/1
4. 10YR2/1
5。  10YR2/1
6. 5YR4/6

刊m

第31図  RA062南カマド(第23次〉
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Ⅳ 第23・ 24次調査

[柱穴]第 23次調査区では、確認 されていない。

[土坑]第 23次調査区では、確認されていない。

遺物 (第 35図 ・写真図版 38・ 39)

堆積土などから土師器など土器類がわずかに出上した。このうち、図化可能な遺物は土師器 2点の

みである。この竪穴住居を切るRA064よ り出土した遺物の中には、本来この竪穴住居に帰属していた

ものも含まれるかもしれない。そのため、出土遺物の記載はRA064と 一括して述べることとする。

RA064

遺構 (第 33。 34図 ・写真図版 14・ 15)

[位置]第 23次調査区南側 12Pに位置する。RA059と 切り合い関係が認められる。また、この竪穴住

居の南西にはRA061が位置している。検出面はI層 直下の平坦な面、ここではⅢ層上面で検出した。

主軸方向はほぼ東西方向である。

[平面形・規模]東壁4.26mを 測るが、その他の壁はRA059と の重複で定かではないが、3.8～ 4.5m

程度であったと推測される。平面形態は方形であると考えられる。また、深さは 13cmを測る。

[堆積土]概 ね2層 のシルトからなる。いずれも炭化物・土器片などを含む。

[壁 。床面]西側壁、北西隅および南西隅が確認できなかったが、その他は残存する。残存する壁は

いずれも緩やかな角度で立ち上がる。床面は固く締まった平滑な面である。床面では土器などの遺物

を多く検出した。特にカマドが寄っている住居北半で顕者である。貼床は明瞭なものではなかった。

必要最低限の貼床であった可能性が考えられる。

[カ マ ド]東側壁北寄りに設置されており、両袖部ともに基底部が残存している。カマ ド両袖部は低

く、緩やかな高まりを検出したが、天上部を含む大半は、崩落しているものと考えられる。燃焼部は、

両袖部に挟まれるように存在し、不整な楕円形の平面形態である。

煙道部は煙出し部に向け傾斜してトンネル状に到 り抜かれており、長さ1.45mを測る。煙道部堆積

土は炭化物を多く含んでいるシルトである。煙出し部は平面円形を呈し、筒状に掘り込まれている。

遺物 (第 35図 。写真図版 38・ 39)

堆積土や床面などから多量の上師器、須恵器など土器類と礫石器が出土した。このうち、図化可能

な遺物は土器 23点である。

1～ 6・ 8～ 14・ 19。 22・ 23は土師器杯である。 1・ 3・ 5。 9,13は 内面ミガキ・黒色処理さ

れており、14・ 22は 高台が付き、内外面ともにミガキ・黒色処理が施されている。これら以外はすべ

て、内外面ともにミガキも黒色処理も施されていない。 1は住居北端の床面直上より出土した。内面

ミガキ・黒色え理が施されている。また、底部回転糸切り後無調整で、体部下端に回転ヘラケズリが

施されている。 3は床面直上より出土した。内面ミガキ・黒色処理が施されている。器高が 6 cmを

超え、やや深めの杯である。 5は カマドおよび煙出しより出土した。内面ミガキ・黒色処理が施され

ている。体部下半に刻書が施されている。焼成後の線刻で、正位で「春」と読むことができるが、他

の文字であるかもしれない。12は床面直上より出土した。内外面ともにミガキ・黒色処理は施されて

おらず、高台が付けられている。また、体部には「キ」字形の刻書がみられる。焼成後に鋭利な金属

の先端部などで刻まれたようである。 7は住居北端の床面直上より出土した須恵器杯である。底部は

回転糸切り後無調整である。16は住居南東埋土より出上した須恵器皿であると考えられる。通常の杯

よりも浅い器形であると推定され、小皿状の器種であると考えられる。

17・ 21は須恵器壷である。17は カマ ド脇より出土した。体部外面は回転ヘラケズリが施され、底
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2 堅穴住居跡

~~「

ことP5f

127.500m が

0        1:60        2m

RA064(059)
1. 10YR2/1
2. 10YR2/1
3. 10YR2/2
4. 10YR2/1
5, 10Ч R4/8
6. 10YR2/1

黒色 シルト (やや粘質、火山灰B.L混 じる)

黒色 シル ト (火山灰B.L混 じる)

黒褐色 シル ト (地山B.L混 じる)

黒色 シルト (やや粘質、粗粒砂混じる)

褐色 シル ト～粗粒砂
黒色 シル ト (やや粘質、粗粒砂混じる)
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一ゎ

黒色 シル ト (火山灰BL混 じる)

黒褐色 シルト (焼土BL少量混じる)

黒褐色 シルト (火山灰B.L少量混じる)

黒褐色 シル ト (やや粘質、焼土B.L少量混じる)

暗褐色 シル ト (焼土B.L多量に混じる)

黒色 シル ト (やや粘質、炭化物混じる)

黒褐色 シル ト (微粒砂混じる)

黒褐色 シル ト (火山灰B.L少量混じる)

褐灰色 シル ト (地山)

暗褐色 シル ト (焼土B.L多 量に混じる)

暗褐色 シル ト (地山B.L多 量に混じる)

黒褐色 シル ト (粗～中粒砂混じる)

黒褐色 シルト
褐色 シル ト (焼土B.L混 じる)

Ⅳ 第23・ 24次調査
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RA064カマド
1. 10YR2/1
2.10YR3/2
3. 10YR3/1
4. 7 5YR3/1
5.10YR3/3
6. 10YR1 7/1
7. 10YR3/2
8。  10YR3/2
9. 10YR4/1
10.10YR3/3
11. 10YR3/3
12. 10YR3/1
13. 7.5YR3/2

14. 10YR4/4

第34図 RA064カマド (第23次〉
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2 堅穴住居跡
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Ⅳ 第23・ 24次調査

部には高台が貼 り付けられている。残存器形から長顎壷であると推測される。

21は カマ ド埋土より出上した。体部外面には縦方向のヘラケズリが施されている。体部中位には横

方向に 1条の沈線が認められる。残存形態から器種を特定することは困難であるが、17よ りも大振 り

であるため、長頸壷ではないと考えられる。

15'18・ 20は土師器甕である。15は住居南東埋土より出土した。ロクロが用いられた小形の甕であ

る。18は貼床より出土した。体部は縦横にヘラケズリが施されている。底部には砂粒が多 く付着して

▼ヽる。

小結 出土した遺物の特徴より、この竪穴住居は 9世紀後半～ 10世紀初頭の竪穴住居であると考え

られる。

RA059と RA064と の先後関係は調査時に決することができなかった。平面を検出した時点で 1棟

であると考えたためである。状況証拠のみであるが、床面の遺物出土状況等から考えて、RA064が

RA059を 切つている可能性がある。

RA070

遺構 (第 36・ 37図・写真図版 16。 17)

[位置]第 23次調査区南側 1309xグ リッド付近に位置する。住居床面では、RD105を 検出し、この

上坑と重複すると考えられる。また、この住居の南東にはRA068が位置している。検出面は I層直下

の平坦な面であり、Ⅲ層上面で検出した。主軸方向は南東方向である。

[平面形・規模]】ヒ東側壁で4.57mを 測 り、その他残存する壁の長さは、北西側壁 2.66m、 南東側

壁 4.58m、 南西側壁 0.37mである。平面形態は比較的整った方形であると推測される。また、深さ

は34cmを 沢Jる 。

[堆積土]概 ね 2層 のシル トからなる。

[壁・床面]北 東側壁が良好に残存する以外は、攪乱によって一部あるいは大半が破壊されている。

いずれの残存する壁とも比較的緩やかに立ち上がる。床面は固く締まった平滑な面である。床面では

カマ ド燃焼部周辺において土器などの遺物を多 く検出した。貼床はほぼ床全面に施されてお り、除去

するとわずかに凹凸のある掘削面が存在する。

[カ マド]南東側壁の南寄 りに設置されており、両袖部ともに基底部の張り出しがわずかに残存して

いる。カマ ド両袖部は低 く、緩やかな高まりを検出したが、天上部を含む大半は、崩落しているもの

と考えられる。燃焼部は、両袖部に挟まれるように存在し、不整な長楕円形の平面形態である。

煙道部は長さ1.52mを 測る。天丼部は攪乱等で残存 していないが、本来はトンネル状に到 り抜かれ

ていたと考えられる。煙道部埋土は炭化物、地山ブロックを多く含んでいるシルトである。煙出し部

は平面楕円形を呈し、筒状に掘り込まれている。     .
[柱穴]2基 の小形ピットを確認した。ピットは北西壁に平行するように並んでいる。ピット1は西

側、ピット2は北側でそれぞれ検出した。 2基 ともに規模が同じで、北側壁と平行して直線上に並ぶ

ため、柱穴と考えられる。しかし、貼床を除去した状況にあっても同様のビットはみられなかった。

[土坑]柱 穴以外に土坑は確認されなかった。詳細は後述するが、貼床を除去する作業中検出した

RD108は 、住居埋土および只占床および床面を切つておらず、このRA070に先行する土坑であったと

考えられる。

遺物 (第 38・ 39図・写真図版40～ 42)

堆積土や床面などから多 くの上師器が出土した。このうち、図化可能な遺物は土師器 29点である。
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2 堅穴住居跡

1～ 15は土師器杯である。 1・ 2・ 4・ 5。 10。 13・ 15は内面 ミガキ・黒色処理が施されているが、

それ以外は施されていない。 1は カマ ド付近より出土 した。底径 に比 して器高が低い形態を呈する。

底部は回転糸切 り後無調整である。 4は カマ ド埋土より出土 した。底部糸切 り後、体部下半まで回転

ヘラケズリが施 されている。器厚が比較的薄 く、胎土 も精良である。 5は カマ ド埋土より出土 した。

体部外面には墨書が施 されている。墨書は 3箇所に認められ、それぞれ、太 く大 きく書かれている。

これら墨書はすべて底部にまで及んでいる。文字であるようにみえるが、 3つ とも判読できない。 9

は煙出し埋土 より出土 した。内外面 ともにミガキ・黒色処理されておらず、高台が付けられている。

高台は「ハ」の字形を呈し、断面は長方形である。15は南東堆積土より出土した。内面ミガキ・黒色

処理が施され、他の杯より底径が大きい特徴的な杯である。底部のみの残存であるため全体の大きさ

は不明であるが、法量の大きな杯である可能性が高い。16～ 29は土師器奏である。18'19・ 25は ロ

クロの回転力が用いられていないが、その他はすべて、ロクロが使用されている。16は カマド堆積土

より出土した。底部は回転糸切 り後無調整である。底部のみの破片であるため杯である可能性も考え

られるが、他の杯よりも器厚が厚 く、胎上が粗いため小形の甕の底部片であると考えられる。18は煙

出し埋土より出土した。底径・口径・器高の寸法差がほとんどなく、極端に短い口縁部が特徴的であ

る。体部の膨らみもほとんどなく寸胴な形態を呈する。色調は極端に赤みが強く、胎土に大粒の砂粒

を多く含む。外面は縦方向にヘラケズリが施されており、胎土の砂粒がより際立っている。内面は横

方向のハケが施されている。また、底部外面には多量の砂が付着 しており、中央には木葉痕も微かに

認められる。19は破片がカマ ドや煙出しなどから出土し、底部は裏返しの状態で燃焼部上より出土し

た。カマドに伴う支脚であつた可能性が考えられる。18同様に底径・口径 。器高の寸法差がほとんど

なく、短い口縁部が特徴的である。また、体部の膨らみもほとんどなく寸胴な形態を呈する。色調は

極端に赤みが強く、胎土に大粒の砂粒を多く含む。内外面ともに粗いハケが施されており、胎上の砂

粒が際立っている。また、底部外面には木葉痕が明瞭に認められる。26はカマ ドや煙出し埋土などか

ら出土した。体部下半から底部にかけて残存している。外面は平行タタキの調整痕跡が明瞭に認めら

れる。一方、内面には細かなハケが縦方向に施されている。また、底部外面には砂粒が付着している。

29はカマドおよび住居堆積土下層より出土した。均整のとれた長胴形を呈し、口縁端部は上方に摘み

上げられている。また、底部外面には砂粒が付着している。

小結 出土した遺物より、この竪穴住居は9世紀後半～ 10世紀前半の竪穴住居であると考えられる。

ただし、床面で検出した土坑 (RD108)イよ、この竪穴住居に先行する遺構であり、堆積土中に十和田

a降下火山灰が認められる。しかし、竪穴住居堆積上では同様の火山灰が認められない。このような

事実より、この竪穴住居は十和田a降下火山灰の降下以降、つまり10世紀前半以降の竪穴住居である

と考えられる。

RA063

遺構 (第 40・ 41図 ・写真図版 20・ 21)

[位置]第 24次調査区南側 12P19kグ リッド付近に位置する。他の遺構 との切 り合いは認められない

が、この竪穴住居の東にはRA067が位置 している。また、住居南東隅は調査区外である。検出面は I

層直下の平坦な面、ここではⅡ層上面～Ⅲ層上面で検出した。主軸方向はほぼ東西方向である。

[規模・平面形]調 査区外へ続 く南東隅と西半が攪乱のため失われているため定かではないが、一辺

約 4m程度の方形であると推測される。また、深さは 13cmを 測る。

[堆積土]概 ね 3層のシル トからなる。いずれも炭化物・土器片などを含み、堆積土中位ではわずか
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Ⅳ 第23・ 24次調査

C 127200れ■ Ci

黒色 シルト (細粒砂微量混じる)

黒褐色 シルト (細粒砂微量混じる)

黒褐色 シル ト (やや粘質、焼土B.L少量混 じる)

黒褐色 シルト (やや粘質、細粒砂少量混じる)

黒色 シルト (細粒砂少量混じる)

暗赤褐色 シルト (焼土)

暗褐色 シル ト (やや粘質、細粒砂少量混じる)

RA070
1. lCIYR2/1
2. 10YR2/2
3. lCIYR3/1
4. lCIYR2/3

5。  10YR2/1
6. 2.5YR3/2
7. 10YR3/3

127 00Clm ai

第36図 RA070(第23次〉
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2 堅穴住居跡

一っ

一っ
　
日

ｏ
ｏ
』

や
ヽ
「

や
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126.700m ai

RA070カマド                                0         ±20         1m
l.10YR2/1 黒色 シル ト (細粒砂微量に混じる)

2.10YR3/1 黒褐色 シル ト (地山BL微量に混じる)

3.10YR2/2 黒褐色 シルト (焼土B.L微量に混 じる)

4。 10YR4/4 褐色 シル ト (地山・焼土BL微量に混じる)

5,10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土 (締 まり強)

6.10YR2/3 黒褐色 シルト
7.5YR4/6 赤褐色 シル ト
8.10YR2/3 黒褐色 シルト (地山B.L少量、焼土B.L微量混じる)

9.10YR3/2 黒褐色 シルト (地山BL微量に混じる)

10,10YR4/3 にぶい褐色 シル ト
H。 10YR5/3 にぶい黄褐色 シル ト
12.10YR2/3 黒褐色 シルト (地山B.L微量に混じる)

13.10YR5滑  にぶい黄褐色 粘土 (地山B.L少量混じる、締まり強)

-46-
第37図 RA070カ マド (第23次〉



6
＼
                 7

0         (1:4)       20cm
率

第38図 RA070出土遺物 (1)(第 23次〉
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2 堅穴住居跡

0        (14)       20cm

第39図  RA070出土遺物 (2)(

に火山灰が認め られる。

[壁 ・床面]西 側壁、南

西隅が確認できなかった

が、その他は残存す る。

残存する壁はいずれ も緩

やかな角度で立ち上がる。

床面は固 く締 まった平滑

な面である。床面では土

器などの遺物を多 く検出

した。特にカマ ドが寄っ

ている住居北半で顕著で

ある。

貼床は明瞭なものではな

かった。必要最低限の貼

床であった可能性が考え

られる。

[カ マ ド]東 側壁北寄 りに設置されてお り、両袖部 ともに攪乱のため残存 していない。 しかし、燃焼

部は円形の範囲で焼土を確認 しており、本来のカマ ドの位置を示唆 している。

煙道部は煙出 し部に向け トンネル状に到 り抜かれてお り、残存する長さは 1.4mを 測る。煙道部堆積

土は炭化物を多 く含んでいるシル トである。煙出し部は平面長楕円形を呈する。

遺物 (第 42図・写真図版 42・ 43)

堆積土や床面などから土器類が出土 した。このうち、図化可能な遺物は土器 15点 である。 1～ 7

は土師器杯である。 4・ 5は 内面 ミガキ・黒色処理が施されているが、それ以外はすべて内外面 とも

に施されていない。また、 6・ 7は高台が付けられている。 7は堆積土下層より出上 した高台付杯で

ある。高台は「ハ」の字形を呈する。体部外面には墨書が施 されている。比較的太 く波文のように書

かれているが、文字かどうか不明である。 8は北東堆積土 より出土 した土師器羽釜である。口縁部下

に鍔が巡 り、小形のものであると考えられる。

10～ 15は土師器甕である。 9。 10。 12がロクロの回転力が用いられていないが、その他はロクロ

が用いられている甕である。10は堆積土下層 より出上 した。底部に木葉痕が認められる。14は 床面

直上より出土 した。ロクロが用いられていない甕であるが、口縁端部が非常にシヤープな形状である。

内タト面ともに細かなハケが施されている。

小結 出上 した遺物および堆積上に十和田 a降下火山灰 と考えられる火山灰が確認 されることより、

この竪穴住居は 9世紀後半～ 10世紀初頭の竪穴住居であると考えられる。

RA065(第 43図 ・写真図版 22)

[位置]第 24次調査区北端 12P5rに 位置する。RD027・ 028と 重複関係が認められ、これら2条の

溝は竪穴住居堆積土を切つている。検出面は I層直下の平坦な面であり、Ⅲ層上面で検出 した。主軸

方向はカマ ドがみられないため不明であるが、軸方向は正方位 より約 45° 振っている。

[平面形・規模]調 査区外へ続 く北隅とその他は大規模な攪乱のため失われている。 したがって、規

模は定かではないが、一辺約 3.5m程度の方形であると推測される。また、深さは25cmを 測る。
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127 30Clm ai

0        1:60       2m

Ⅳ 第23・ 24次調査

RA063
1. 10YR3/2
2. 10YR3/2
3. 10YR3/3
4. 10YR2/1
5。  10H駅2/1

6. 10YR2/1
7. 10YR3/2
8. 10YR4/6
9. lCIYR2/1

黒褐色 シル ト (地山B.L多量に混じる)

黒褐色 シル ト (火山灰BL多量に混じる)

黒褐色 シル ト (やや粘質火山灰B.L、 地山B.L多量に混 じる)

黒色 シルト (中粒砂混じる)

黒色 シルト (中粒砂混じる)

黒色 シルト (火山灰BL混 じる)

黒褐色 シルト (粗泣砂混じる)

褐色 細粒砂 (シ ル ト混じる)

黒色 シルト (火山灰B.L微量に混じる)

離s孔

第40図 RA063(第 24次 )
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2 堅穴住居跡
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第4刊 図 RA063カ マド(第24次〉

[堆積土]概 ね 3層 のシルトからなる。堆積土には地山ブロックを含むが、層状に堆積しており自然

堆積であると考えられる。

[壁 。床面]攪 乱によって一部あるいは大半が破壊されている。残存する壁は比較的緩やかに立ち上

力Sる 。床面は固く締まった平滑な面であるが、貼床はみられない。

[カ マド]住居北側が調査区外へ続くため、北側に存在する可能性も考えられる。しかし、この部分

は大規模な攪乱坑が位置しているため、すでに失われている可能性が高い。

[柱穴]確認されていない。

[土坑]確 認されていない。

刻ヽ結 この竪穴住居に伴う出土遺物は皆無である。したがって、遺物によって時期を特定することは

できない。根例は少なく断定はできないが、住居の立地や規模などから平安時代の竪穴住居であると

考えられる。
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Ⅳ 第23・ 24次調査

(■ 4) 20cm

第42図 RA063出土遺物 (第24次〉

RA069

遺構 (第 44。 45図・写真図版 23)

[位置]第 24次調査区東側飛び地 12Q4qグ リッド付近に位置する。他の遺構 との切 り合いは認め ら

れない。また、住居北側および南側は調査区外である。検出面は I層 直下の平坦な面、Ⅱ層上面で検

出した。主軸方向はほぼ東西方向である。

[平面形・規模]大半が調査区外へ続 くため定かではないが、一辺約 4m程度の方形であると推測 さ

れる。また、深さは 35cmを 測る。

[堆積土]は概ね 2層のシル トからなる。いずれも地山ブロックを含むが、自然堆積であると考えら

れる。

[壁 ・床面]北側壁、南側壁が調査区外に位置するため確認できなかったが、西側壁は一部良好 に残

存する。残存する壁はいずれも緩やかな角度で立ち上がる。固く締まった平滑な面である。床面では

土器などの遺物を多 く検出した。特にカマ ド周辺では遺物の出土が顕著である。貼床はほぼ全面で施

されているが、厚 み と凹凸はわずかである。必要最低 限の貼床であった可能性が考 えられ る。

[カ マ ド]東 側壁に設置されてお り、両袖部 ともにわずかな高まりを確認 した。燃焼部は精円形の範
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2 堅穴住居跡

0        1:60        2m

RA065
1.lCIYRl.7/1 黒色 シルト (やや粘質)く RG027埋土〉

2.7.5YR3/1 黒褐色 シルト (やや粘質)

3.lCIYRl.7/1 黒褐色 粘質シル ト (地山B.L混 じる)

4.lCIYR2/2 黒褐色 シル ト (やや粘質、地山BL多 く混じる)

5.10YR4/3  にぶい褐色 シル ト (地山BL混 じる)

第43図  RA065(第24次〉

囲で焼土を確認した。

煙道部は煙出し部に向けトンネル状に到 り抜かれており、残存する長さは1.25mを 測る。煙道部埋

土は炭化物を多く含んでいるシルトである。煙出し部は平面円形を呈する。

[柱穴]確認されなかった。

[土坑]確認されなかった。

遺物 (第 46図・写真図版 44)

堆積土やカマド近く床面などから土器類が出土した。このうち、図化可能な遺物は土器 12点である。

また、鉄製品も1点出土した。

1～ 3は土師器杯である。 1は カマ ド近 くの床面より出土した。内面ミガキ・黒色処理が施され、

底部は回転糸切り後無調整である。 2は カマ ド近 くの床面より出上した。柱状風の高台が付き、高台

下面には静止糸切り痕が明瞭にみられる。器厚もやや厚 く、大きさに比して重量感がある。周辺の遺

跡を含め、類例の少ない特徴的な形態である。 4～ 12は土師器甕である。 4・ 6。 7・ 9・ 10は ロ
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Ⅳ 第23・ 24次調査

クロの回転力が用いられていないが、その他はロクロが用いられている。 4は カマ ド近くの床面より

出上した底部のみの破片である。底部外面には大粒の砂粒が多 く付着している。 6は カマ ド近くの床

面より出上した体部～底部の破片である。底部外面には木葉痕が明瞭にみられる。また、調整として

体部内外面ともにハケが施されている。 8は カマド近くの床面より出土した体部～底部の破片である。

ロクロが用いられている甕であるが、器壁の歪みが著しく歪な形状である。焼成による変形ではなく、

焼成前の変形であると考えられる。

小結 出土した遺物より、この竪穴住居は 10世紀前半の竪穴住居であると考えられるが、 2の柱状

風の高台付杯がこの時代に帰属するのかどうかは不明である。

竪穴住居 出土鉄製品 (第 47図・写真図版 47)

ここでは、竪穴住居より出土した鉄製品をまとめて報告する。これら出土した鉄製品は全部で 5点

ヽ

ヽ

ヽ

嘲

・ヽ
，、
、、
．Ｌぶ�ょｒｉ、

、、
RA069
1.砕石敷
2.10YR2/1
3. 10YR2/2
4. lCIYR2/1

5。 10YR2/3
6. 10YR2/2
7. 10YR2/3
8. 10YR4/3
9。  10YR2/3
10. 10YR4/6
11.10YR4/3

黒色 シル トく表土・ I層 〉

黒褐色 シルト (地山B.L、 細粒砂少量混 じる)

黒色 シル ト (やや粘質、細粒砂少量混 じる)

黒褐色 シルト (やや粘質、地山B.L少量、細粒砂少量混じる)

黒褐色 シルト (地山B.L、 細粒砂混じる)

黒褐色 シルト (地山B.L少量、細粒砂少量混じる)

にぶい褐色 シルト (やや粘質、地山B.L混 じる)

黒褐色 シルト (地山B.L、 細粒砂少量混 じる)

褐色 粘土 (シルト少量混じる)

にぶい褐色 シルト (や や粘質、地山B.L多量に混じる)

第44図 RA069(第24次〉
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2 竪穴住居跡
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RA069カ マド
1, 10N/2
2. 5YR3/6
3. lCIYR3/3
4. lCIYR2/3

5。  lCIYR3/1

6. ltJYR2/2
7. 5YR2/4
8. 10YR4/2

127.801Dm  と'

黒褐色 シル ト (地山B.L少量混じる)

暗赤褐色 粘土 (赤化)

暗褐色 シル ト (焼土・地山B.L少量混じる)

黒褐色 シル ト (地山B.L多 く混じる)

黒褐色 シル ト (地山B.L少量混じる)

黒褐色 シル ト (地山B.L微量に混じる)

極暗赤褐色 粘質シル ト (赤化)

シル ト (地山B.L微量に混じる)

0             1:20            1m
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Ⅳ 第23・ 24次調査

である。

1・ 2・ 4は いずれも鋤先である。いずれも「u」 字形を呈 し、断面「V」 の字形の取 り付け部が

みられる。 1は RA061カ マ ド北袖直上より出土 した。ほぼ完存 している。刃部は幅広で丸みが少なく、

逆台形を呈する。 2は RA061北端貼床部分より出土 した。 1と 異なり、刃部は緩やかな丸みを有する。

また、刃先は鋭利であ り、錆がみられるが、比較的良好に残存 していると思われる。 4は RA062北東

埋土下層 より出土 した。刃部は欠損 してお り、片側のみが残存 しているが、残存部位から推 して、 1
とほぼ同じ大 きさの製品であると考えられる。 3は RA069の床面より出土 した。形態から小刀あるい

は刀子であると考えられる。全体が錆で覆われてお り、詳細な形状は不明である。また、刃部の先端

は欠損 している可能性が高い。 5は RA061埋土下層出上の鈷先である。ほぼ完存 している。体部は断

面正方形であるが、基部は断面扁平な長方形である。先端部は尖 り、返 しがある。返 しの形状は直線

的ではなく、やや曲線を描いている。漁労具であると想定されるが、詳細な使用法および用途につい

＼γ_仕≡露

で

、

＝

＝

第46図  RA069出土遺物 (第24次 )
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Ⅳ 第23・ 24次調査

ては定かではない。また、同様の形態を呈する製品の出土例は少なく、今後の資料増加に期待したい。

3土  坑

RD103

遺構 (第 48図 ・写真図版 24)

[位置]第 23次調査区南側 12P16aグ リッド付近に位置する。RD104と 切 り合いが認められ、RD104

を切つている。この土坑の北にはRA062が位置 している。検出面は 1層 直下の平坦な面、ここではⅢ

層上面で検出した。土坑の主軸方向はほぼ東西方向である。

[平面形・規模]短軸 131cm、 長軸 168cm、 深さ52cmを 測る。平面形態は整った長方形、断面形は横

長の長方形を呈する。

[堆積土]概 ね 7層 のシル ト～砂からなる。いずれも地山のシル トブロックや砂などの不純物が混 じ

る。土坑は地山の砂礫層 (Ⅳ層)を掘 り抜いてお り、堆積土 との差は砂など不純物の存在で区分され

る。砂礫層は不条理な堆積ではないものの、ブロックが多 く混 じる層や他の遺構にみられない砂質の

堆積上である。掘削 した後に、掘削で生 じた土を用いてす ぐに埋め戻 したような状況である。

[壁 ・底面]四 方の壁すべてほぼ垂直の角度で立ち上が り、砂礫起源の地山であるため、やや脆弱で

ある。また、底面は平滑である。

遺物 (第 49図 。写真図版 45)

堆積土より平安時代の上師器杯が 1点出土 した。 2は RD103埋土最下層より出上 した。内面 ミガキ・

黒色処理が施されている。底部は回転糸切 り後無調整である。

出土 した遺物より平安時代の遺構であると考えられ、埋上の特徴や遺構の規模・形態などの諸属性

を勘案すると墓壊である可能性が考えられる。ただし、土坑内からは人骨等の出土はなかった。また、

切 り合い関係よりRD104よ りも新 しい遺構である。

RD104

遺構 (第 48図・写真図版 24)

[位置]第 23次調査区ほぼ中央 12Pに位置する。先述 したRD103と 切 り合いが認められ、中央部分

をRD103に よって大 きく切 られている。また、この上坑の北にはRA062が位置 している。検出面は

I層直下の平坦な面、Ⅲ層上面で検出した。土坑の主軸方向はほぼ東西方向である。

[平面形・規模]平 面形態は比較的整った細長い長方形を呈すると推定される。短軸 69cm、 長軸 23節、

深さ22cmを 測る。

[堆積土]単 層の砂質シル トであり、地山ブロックが多 く混 じる。

[壁 ・底面]残 存 している部分はすべて緩やかな角度で立ち上がる。底面は凹凸がみられる。

遺物 出土 しなかった。

小結 時代 を特定することはできない。堆積上の特徴から古代の遺構であると考えられるが、断定は

できない。 しかし、少なくともRD103よ りも古い遺構であると考えられる。この上坑の性格について

は十分な手掛かりがなく不明である。

RD105

遺構 (第 48図 ・写真図版 24)
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3 土坑

12P16a

RD105
1.lCIYR2/1
2. 10YR2/2
3. 10YR2/1
4. lllYR2/1

5。  10YR2/2

127.200m ∬

A
RD103・ 104
1. 7 5YR3/4
2. 7 5YR3/4
3. 10YR3/1
4, 10YR2/3
5, lCIYR2/3
6  10YR2/2
7. 10YR2/2
8. 10YR2/2

・わ
　
日

ｏ
ｏ
ヽ
．』
ヽ
日

a

a

暗褐色 中粒砂 (細粒砂混じる)

暗褐色 中粒砂 (粗粒砂・地山BL多く混じる)

黒褐色 ンルト質砂
黒褐色 中粒砂 (地 山B.L混 じる)

黒褐色 シルト(やや粘質)

黒褐色 砂質シルト(粗粒砂混じる)

黒褐色 砂質シルト(粗粒砂混じる)

黒褐色 砂質シルト(地山BL多く混じる)

×B08v

�

　

‐３。

ぜ a 126.500m が

黒色 シルト(やや粘質、細粒砂少量混じる)

黒褐色 シルト(やや粘質、地山B.L少量混じる)

黒色 シルト(やや粘質、細粒砂混じる)

黒色 シルト(やや粘質、地山BL微量に混じる)

黒褐色 粘土 (地 山B.L微量に混じる)

126.600m a「

RD108
1,10YR2/1 黒色 シルト(地 山細粒砂混じる)

2.10YR2/1 黒色 シルト(地山細粒砂B,L混 じる)

3.10YR272 黒褐色 シルト(火山灰・地山細粒砂B.L混 じる)

4.10YR3/3 暗褐色 砂質シルト(地 山細粒砂BL混じる)

5.2.5Y3/1 黒褐色 シルト(やや粘質、地山細粒砂B.L少量混じる)

6.10YR3/3 暗褐色 ンルト質砂 (黒色ンルトBL混じる)

7.lllYR2/2 黒褐色 シルト質砂 (炭化物・地山細粒砂B.L混 じる)

8.lCIYR3/3 暗褐色 シルト質砂

a

ゝ

里

RD107
1.10YR3/2 黒褐色 ンルト(火山灰B.L混じる)

2.10YR2/1 黒色 シルト(粗粒砂混じる)

126 20Clm at

RD106
1.5Y2/1 黒色 シルト

(やや粘質、微粒砂混じる)

0         1:40        2m

1

2

4
5

7

RD105

R』〕107
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Ⅳ 第23・ 24次調査

[位置]第 23次調査区ほぼ中央 1308vに位置する。他の遺構 との切 り合いは認められないが、この

土坑の南東にはRA068が位置 している。検出面は I層 直下の平坦な面、Ⅱ層上面で検出した。土坑の

主軸方向はほぼ東西方向である。

[平面形・規模]平面形態は楕円形、断面形態は椀形を呈する。短軸 123cm、 長軸 179cm、 深さ62cm

を測る。

[堆積土]5層 のやや粘性のあるシル トからなる。最上層である 1層 より上師器杯片が 1点出土 した。

堆積土はすべてレンズ状に層を成 して秩序正 しく堆積 してお り、堆積に人為の介在は考えられない。

[壁 ・底面]四 方の壁すべて緩やかな角度で立ち上が り、不整な部分が多 くみられる。また、土坑底

面は平坦な部分が少ない。

遺物 (第 49図 。写真図版 45)

先述 したとお り、最上層より古墳～奈良時代の上師器杯片が 1点出上 した。

1は内外面ともに丁寧なミガキ、体部下半にはヘラケズリが施されている。体部の段は比較的明瞭

で、内面にも稜が認められる。 2次的な被熟を受けているようで変色、黒色処理が飛んでいる。

小結 出土 した杯は 1点のみで、出土層位が堆積土上層であるため、この上坑の時代および性格を特

定することは困難である。

RD106

遺構 (第 48図 ・写真図版 24)

[位置]第 23次調査区ほぼ中央 12024wに位置する。他の遺構 との切 り合いは認められないが、この

土坑の北にはRA061が位置 している。また、この上坑は帯状の微低地部分に立地する。検出面は I層

直下の平坦な面、Ⅱ層上面で検出した。

[平面形・規模]直 径 98cmを 測る円形である。

[堆積土]単 層のシル トである。この堆積土中よりほぼ完形の上師器郭が逆位の状態で 1点出土 した。

底面より浮いているが、いかにも埋納されたかのような出土状況である。

[壁 ・底面]四 方の壁すべて緩やかな角度で立ち上が り、黒色シル トの低地部分が基盤となっている

ため埋土と基盤層 との層境は不明瞭である。また、底面は比較的平滑である。

遺物 (第 49図・写真図版 45)

先述 したとお り、埋土より平安時代の土師器杯が 1点出土 した。 3は内外面ともにミガキ・黒色処

理は施されていない。底部は回転糸切 り後無調整である。

小結 出上 した遺物より平安時代の遺構であると考えられるが、土坑の性格は不明である。

RD107

遺構 (第 48図 ・写真図版 24)

[位置]第 24次調査区西側 12P12pに 位置する。他の遺構 との切 り合いは認められないが、この土坑

の南にはRA067が位置 している。また、この土坑は帯状の微低地部分に立地する。検出面は I層直下

の平坦な面、Ⅱ層上面で検出した。

[平面形・規模]直 径 54cmを 測る円形である。

[堆積土]上 下 2層 のシル トからなり、上層では火山灰プロックが認められる。

[壁 ・底面]四 方の壁すべてほぼ垂直の角度で立ち上がる。底面は九みを持つ。

遺物 出上 しなかった。
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3 土坑

小結 堆積土に十和田 a降下火山灰が含まれることから平安時代の遺構であると考えられる。性格は

不明である。

RD108(第 48図 ・写真図版 24)

[位置]第 23次調査区ほぼ中央 1308vに位置する。RA070と 切 り合いが認められ、このRA070に

よつて切 られている。検出面はRA070貼床直下の凹凸のある面である。主軸方向は約 45° 東に振っ

た南北方向である。

[平面形・規模]短 軸 138cm、 長軸 173cm、 深さ39cmを 測 り、やや不整な隅丸長方形を呈する。

[堆積土]8層 のシル ト～砂からなる。 3層 では火山灰が混 じっている。また、いずれの層にも地山

のシル トブロック・砂などの不純物が混 じる。土坑は地山の砂礫層 (Ⅳ層)を掘 り抜いており、埋土

との差は砂など不純物の存在で区分される。砂礫層は不条理な堆積ではないものの、ブロックが多 く

混 じる層や他の遺構にみられない砂質の堆積上が特徴的である。掘削 した後に、掘削で生 じた上を用

いて埋め戻 したような状況である。

[壁 ・底面]四方の壁すべて比較的急な角度で立ち上がり、砂礫起源の地山であるため、やや脆弱で

ある。また、底面はほぼ平坦である。

遺物 (第 49図・写真図版 47)

堆積土最下層より礫石器が 1,点出土した。 4は擦 り石であると考えられる。欠損しているため全体の

形状は不明であるが、概ね直方体であると考えられる。 1面のみ縦方向の擦痕が認められる。

小結 堆積土中層に十和田a火山灰を検出したことより平安時代の遺構であると考えられ、堆積土の

特徴や遺構の規模・形態などの諸属性を勘柔すると墓壊である可能性が考えられ、出土した礫石器は

埋葬に伴う遺物である可能性が考えられる。

4溝

RG024

4

遺構 (第 50図・写真図版 25)

[位置] 第 23次調査区南端、14P14d付近に位置

する。東側は未調査の調査区外へ続 き、西側は平

成 15年度おこなわれた第 19次調査区へ続 く。検

出面は I層 直下の平坦な面、Ⅲ層上面である。主

軸方向はほぼ東西を指向する。

[規模] 北側の長さ 2.54m、 南側の長さ 0。 95m、

深さ 17cmを測る。

[堆積土]4層 のシル トからなり、自然堆積であ

ると考えられる。

遺物 3層 より上師器片が 1点のみ出土 した。

小結 出土遺物が 1点のみであるため時期の特定

は困難であるが、堆積上の特徴より古代の遺構で

あると考えられる。

(RD108)

跡

3
(RD108)

0        (1:4)       20cm

第49図 土坑出土遺物

帥

1
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RG027

遺構 (第 51図・写真図版 25)

[位置]第 23次調査区北側の東端～第 24次

調査 区、 120～ 12Pに位置する。RG029・

RA065と 切 り合いが認められる。この溝 と直

交するRGC129に切 られ、RA065を 切る。また、

RG028と 近接 し、平行する。検出面は I層直

下である。入念な検出作業をおこなわずとも

明瞭に輪郭が確認できる。主軸方向はほぼ東

京西を指向する。

[規模]長 さ72.3m、 深さ 15cmを測る。

遺物 土師器片がわずかに出土 したが、微細

な破片であるため詳細は不明である。

小結 遺構の時期は不明であるが、切 り合い

関係 よ り少 な くと も RG029よ り古 く、

RA065よ りも新 しヤヽと考えられる。また、堆

積土が古代の遺構 と異なり、現代の下水管 と

平行すること、近現代の地境に近接すること

などから近世以降の遺構である可能性が高い。

RG028

遺構 (第 51図 。写真図版 25)

[位置]第 23次調査区北側の東端～第 24次

調査 区、 120～ 12Pに位置する。RG029・

RA065と 切 り合いが認められる。この溝 と直

交するRG029に切られ、RA065を 切る。また、

RG028と 近接 し、平行する。検出面は I層 直

下である。入念な検出作業をおこなわずとも

明瞭に輪郭が確認できる。主軸方向はほぼ東

西を指向する。

[規模]長 さ72.3m、 深さ 15cmを測る。

遺物 土師器片がわずかに出土したが、微細

な破片であるため詳細は不明である。

小結 遺構の時期は不明であるが、切り合い

関係より少なくともRG029よ り古く、RA065

よりも新 しいと考えられる。また、埋土が古

代の遺構と異なり、現代の下水管と平行する

こと、近現代の地境に近接することなどから

近世以降の遺構である可能性が高い。

や．＜

RG024
1.10YR2/1 黒色
2.10YR3/1 黒褐色
3.10YR2/2 黒褐色
4.10YR3/1 黒褐色

Ⅳ 第23・ 24次調査

126 200an a′

粘土 (植物根による攪乱多い)

シル ト (地山B.L混 じる)

シル ト (土師器片出土)

粘土 (地山B.L少量混 じる)

一

′

‐

ィ

ナ

′

イ

イ

‐

‐

―

‐

′

0 1:20 lm

第50図 RG024(第 23次〉
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4 溝跡

>

1″5+

a    12蝉
RG028

RG028
1.10YR3/1 黒褐色 シル ト (やや粘質)

127.50Clm b'

RG027
1.10YR2/1 黒色 シルト (雑物混じる)

2.10YR3/1 黒褐色 シル ト
2.10YR2/2 黒褐色 シル ト (やや粘質)

127.50Clm c'

RG029

RG029
1。 10YR2/1 黒色 ンル ト (粗粒砂混じる)

0             1:20            刊m0             1:100           20m

lq
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Ⅳ 第23・ 24次調査

RG029

遺構 (第 51図 ・写真図版 25)

[位置]第 24次調査区北端、12Pに 位置する。RG027・ 028と 切 り合いが認められ、この 2条の溝を

切る。検出面は I層 直下である。入念な検出作業をおこなわずとも明瞭に輪郭が確認できる。主軸方

向は南北を指向する。

[規模]長 さ3.21n、 深さ 16cmを 測る。

遺物 出上 しなかった。

小結 時期不明であるが、RG017・ 028が比較的新 しい遺構であるため、この溝 も近世以降であると

考えられる。

5 遺構外 出土遺物

遺構外出土遺物はきわめて少量である。大半が現代の攪乱から出土したものである。これら遺構タト

出土遺物は図化可能なもの 5点 をまとめて報告する (第 52図 ・写真図版 45)。

1は須恵器杯 (皿 )・ 2～ 5は土師器lThで ある。 1は器高が低 く浅い器種である。杯という名称よ

りも皿という名称の方が適切かもしれない。底部は回転糸切 り後無調整である。やや焼成が不良気味

であり、一部で還元が不足している。 2～ 5は いずれも内外面ともにミガキ・黒色処理が施されてい

ない。底部は回転糸切 り後無調整である。

と め

第 23次調査区は南北に長 く、第 24次調査区は第 23次調査区の東西にそれぞれ分かれて存在する。

過去の調査成果と比較 して遺構密度は決 して高 くないが、古代に属する竪穴住居や土坑などを検出し

た。このような遺構の存在により、今回の調査範囲が集落の縁辺部に位置するものと考えられる。本

節では第 23・ 24次調査で検出した遺構 と遺物について若干のまとめをおこなうこととする。

第 23・ 24次調査では、合計 12棟 を数える古代の竪穴住居跡 (RA)を 検出した。これら竪穴住居の

所属時期は 4棟が 7世紀末～ 8世

紀、 9棟が 9世紀後半～ 10世紀

前半に属する。検出 した 7世紀末

～ 8世紀の竪穴住居跡はすべて座

標軸 より約 45° 振れてお り、カ

マ ドの設置方位は北西である。こ

れに対 して 9世紀後半～ 10世紀

前半の竪穴住居跡はカマ ドの設置

方位が概ね東である。また、両時

期間での竪穴住居跡同士の重複は

みられない。Ⅱ層が残存 している

帯状の微低地部で検出 したRA067

などは床面の出土遺物から奈良時

代の竪穴住居跡であると考えられ

0        (1:4)       20cm

第52図 遺構外出土遺物
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5 遺構外出土遺物

る。 しかし、堆積土上層に含まれる十和田 a降下火山灰や平安時代の遺物の存在から、最終的な埋没

時期が平安時代の竪穴住居跡機能時期 と大 きな時間差を持たないと考えられる。 したがって、今回の

調査区で検出 した平安時代の竪穴住居が営まれる段階においても完全に埋没せず、やや窪んだ状況で

あったと考えられ、このような廃絶 した竪穴住居跡の痕跡である窪地を避けて、平安時代の竪穴住居

跡が構築されたと推測 される。その結果として、両時代の竪穴住居跡間での重複現象が認められない

のかもしれない。

竪穴住居跡以外の古代の遺構では、 6基の土坑を検出 した。このうち、RD103・ 108は墓壊である

可能性が考えられる。土坑掘削後、す ぐに埋め戻 したような埋上の状況や規模 。比較的整った平面お

よび断面形態、平坦な底面など諸属性 より墓猿である可能性 を考えた。このような墓墳が居住域に近

接 して存在することは、古代の葬法や宗教観・思想等を探るうえで貴重な事例 となるものと考えられ

る。

出土遺物は土器がコンテナ 5箱の出上であった。特に、RA0611ま 掲載 した土器 69点 を数え、圧倒

的な土器の出土量を誇る。

また、 7世紀末～ 8世紀の上器では、関東系土師器と考えられるRA068杯 1点、在地の土器にはみ

られない特徴を有するRA068出 土土師器甕などが珍 しい土器 として挙げられる。これら非在地的特徴

を持つ土器の出土は他地域 との交流を示す ものであると考えられる。また、 9世紀後半～ 10世紀前

半の土器では、器表面に墨書や刻書が施された

杯が多 く出土し、甕ではロクロが用いられてい

るもの用いられていないもの問わず、底部に砂

粒が付着 したいわゆる砂底土器と呼ばれる種類

の甕が多く出土した。墨書および刻書土器には、

文字として判読不明のものが多い中、「吉」 と

読むことができる資料が8点出土した (第 53図 )。

これらのうち 6。 8は RA062よ り出上したが、

それ以外はRA061よ り出土 した。この 2棟は

近接 した竪穴住居で、住居間での遺物接合が認

められた。さらに、これら「吉」はすべて字形

が同じである。すなわち、「士」吉Ь分が「土」

となっており、「口」部分の 2・ 3画 目は画数

を省略した「Z」 字のように書かれている。こ

のような字の癖を持った同一人物の手によるも

の、一つの見本をその他が忠実に模 したものな

のかは不明であるが、この「吉」は吉祥句でも

あるため、何らかの意味合いがあつたのかもし

れない。

土器以外の出土遺物ではいずれも古代の土製

品 。鉄製品・石製品・礫石器などが出土 した。

特に、RA067よ り出土 した管玉は野古 A遺跡

では初出である。また、鉄製鈷先は遺跡が所在

する盛南開発地域の調査では出土例がない。

S=14 0付番号は墨書

第53図  「吉」字土器集成
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第 1表 遺物観察表 (2)RA068・ 071・ 067住居跡
図 12    15 遺 橋 23次RA068

寸 法

口  径
調  整

ケヽ (タ テ )

色 調

外 10YR6/4に ぶい音給仕

写  真 28      18 位  置 NQ13 底  径 肉 断 10YR5/4に ぶい責褐色

種 男‖ 十tT熙 層  位 床面首 ト 器  菖
胎 土

楯良 (自 色砂 角 FAR 内 ЮYR5/4にぶい責褐色
器 種 甕 焼  成 良好 器  厚 ］石 時  期 7C後半 ～ 8C前 半

残 存 30% 黒 班 廣  部 備  碧

凹 12     16 遺 橋 23次RA068

寸 法

口  径
調  整

ナ デ 外 75YR674に ぶい給任

写  真 27      16 位 置 南 東 底  径 内 色 調 断

種  別 十師器 層  位 厘十 L層 器 高
胎  土

僑良 (自 色砂 ) 内 5YR7/4にぶい橙色
器 種 甕 焼 成 良好 器 厚 7C後 半 ～ 8C前 半

残  存 1079 斑 底  部 未葉痕 備  差

凶 遺  僑 23次RA068

寸 法

口  径
調  整

外 ケヽ (タ テ ) 5YR7/4に ぶ い搭色

写  真 28     21 位 置 南 西 底  径 内 ハイオ (ョ コ ) 色 調 JfF 75YR6/1褐 灰色

構  Я 十師器 層  位 黒 菖
胎  土

僑良 (自色砂 雲母 内 7 5YR6/4に ぶい橙色
器 種 甕 焼 成 良 好 器 厚 時  期 7C後 半 ～ 8C前 半

残  存 % 斑 底  部 倍  著

図 12     18 遺 橋 23次RA068

寸 法

口  径
調  整

ハ ケ (タ テ) 外 75YR72に ぶ い給任

写  真 28     20 位 置 床 面直上 No3、 P5 底 径 内 ハ ケ

`ョ

コ】 色 調 断 7 5YR6/6橙 色
種  卿 十師器 層  位 器  高 1lJ

胎  土
隋良 (自 色砂 ) 内 7 5YR6/6橙 色

器 種 甕 Xj‐t 成 良 好 器 厚 0  6 H寺  期 7C後 半 ～ 8C前 半

35% 斑 底  部 倍  者

図 12     19 遺 橋 3及RA068

寸  法

口  径 203
調 整

94・ ケヽ (タ テ )

写  真 27     1C 位 置 虞  客 内 色  調 断 5YR5/1褐灰色

種 剛| 十七而器 層  行 器 高 27
胎  土

橋良 (自 色砂 ) 内 IYR6/6澄 色

器 種 甕 焼 成 やや不良 器 厚 R寺  期

80% 斑 底  部 結  若 外面スス、内面緞畳のコゲ ニ次構成弔

図 12     20 遺 橋 3次RA068

寸  法

口  径
調 整

,ト ヨコナデ

色 調

外 10VR6/4に ぶい苦給i
写 真 位  置 】ヒ西 腐  客 内 ヨヨナ デ 断 10YR6/4に ぶい貢橙色

種  別 土師器 層 位 le土上層 器  高 (3751
胎  土

躇良 (自 色砂、雲母 ;
10YR6/4に ぶ い責橙色

器 種 甕 焼 成 良好 器 厚 時  期 7C終 半 ～ AC蔀 半

残  存 10% 黒 斑 内面 廃  部

図 12      21 退 橋

寸 法

口  径
調 整

写  真 28      22 位  置 Ч∩9 底  径 内 ハケ (ヨ コ
! 色 調 断 75YR5/1褐 灰色

種 男U 土師器 層 位 床面直上 器 高
胎  土

情良 (自 色砂 ) 内
'5YR6/4に

ぶ い希色

器 墾 焼 成 農好 厚 時  期 7C移 半 ～ 8C帝 半

践  存 黒 斑 有 底  割

図 16       1 退 構

寸  法

口  径
調  整

5YR6/6橙色

写  真 29      2C 位  苦 庫  客 内 ケヽ (ヨ コ ) 色  調 断

種 房U 土師器 層  位 器
胎  土

非常に精良 (自色砂 ) 内 7 5YR6/4に ぶ い捨色

要 成 良好 器  厚 時  期 8C
践  存 鼻  斑 底  割 偏 考 内向にコゲ (喫水 T7R有 ,

図 20      1 遣 糠 24次RA067

寸  法

口  客
調  整

ミナデ

色 調

外 5YR7/8橙色
写  真 付  詈 】監凍 底  径 内 十回転 ナデ 断 5YR6/4に ぶい橙色

腫  別 土師器 層  位 理± 2層 (火山灰 )の上 器 (53】
胎  土

精良 (自 色砂 雲母 ) 肉 SYR7′8素鶉缶

種 啄 成 やや不 農 器  厚 時 期 9C後半～10C前 半
践  存 黒  軒 庶  部 備  考

図 20      2 24次RA067

寸 法

El 容
調  整

71 」転ナデ 外 7 5YR7/6橙 色

写  真 29      2; 位  置 北西 底  径 内 回転 ナデ 色  調 7 5YR7/6椅 色

僅 土師器 層  位 理± 3層
胎  土

非常に精良 (雲母 ) 肉 アヽVRヽ7F●緒t■

器  種 啄 爆  成 崖好 窯  厚 時  期 9C後 半 ～10C前 半

残  存 皇  軒 備  考

図 20      3 泌次 RA067

寸 法

調 整
]転ナデ ? 7 5YR7/6澄 色

写  真 29      2( 位 置 竪土上捌詈、東西ベル ト、南北ベル ト3娼 匿  径 肉 ]転ナデ 色  調 踊 7 5YR7/6沿 色

土師器 位 器
胎  土

非常に精良 (白色砂 ) 肉

器  種 華 峰  成 自好 器  厘 065 時  期

践  を 備  考 28と 同一イ団体 ?

図

寸 法

回  径
調  整

外 ]転ナデ

色  調

外 15YR6/6橙 色

写  真 29      2〔 位 化西 医  径 内 ]転ナデ 断 5YR6/4に ぶい給色

土師器 層 里±2層 (史山灰上 ) 器  言
胎  土

)H常に精良 (白色砂 ) 内 15YR6/6橙 色
無 繕 審 峰  成 息解 器  厚 9C後半～10C前 半

10% 底  部 備  考 29と 同一個体

≧0      5 И次腱唖 67

寸  法

口  径 (210
調  整

外 ケヽ (タ テ)

色  調

外

'VR7/8希
色

写  真 ヨ9      3( 位  置 底  径 肉 ケヽ
`ヨ

コ) 踊

種  列I 十師器 層  位 諧床 器 言
胎  土

精良 (白 色砂、雲母) 内 ,YR7/8橙 色

器 種 壷 焼  成 良好 器 厚 065 時 8C
存 10% 黒 斑 底  部 備  考

凶 20      6 遺  橋 24娘   (067

寸 法

口  径
調  整

外 ミガキ (ヨ コ )

色 調

10YR8/4浅 昔精色

写  重 29      2と 位  置 カマド袖脇 底  径 肉 ミガキ (ョ コ 蹄 nVRヽ′1楊 辰 符

種  ЯI 十師峯 層  位 器  言
胎  土

非常 に橋 良 (雲母 ) 内 ЮYR2/1黒色

器 種 小形坪 焼 成 良好 器 厚 時  期 8C

残  存 100% 斑 底  部 倍  差

凶 20      7 遺 24疑 067

寸  法

口  径
調 整

外 ヘラケズリ (不↑〕 外

写  真 J9      2〔 位  置 暉道 虞  客 肉 ミガキ (ヨ コ ) 色  調 断

繕  剛 十鏑繋 層  待 ミ面 器  高
胎  土

非常 に橋 良 (自 色砂
,巳 ヽ

内

器 種 郭 焼 R好 器  厚 時  期 RC

残  存 黒  班 魔  部 借  著 2次被熱
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第 1表 遺物観察表 (3)RA067・ 060・ 061住居跡
図 !0   8 遺  橋 24人ItA067 | 口  径

調  整
ハケ (タ テ) 外 10YR8/6黄 橙色

写  章 位  憲 北東隅 |

底  径 肉 ケヽ (ヨ コ 色 調 断 10YR8お 浅琶希色

塵  別 土師器 層 位 床面直上             | 器  言
胎  土

精良 (白色砂、雲母) 内 10VRR′ 3虐き緒任

審 意44            1 器  厚 1 日寺 期 8C7
践  存 黒  斑 1底   部 木葉痕 考

Ⅳ 第23・ 24次調査

図 J0      9 遺  橋 И玖よA067

寸 法

口  径
調  整

ケヽ (タ テ)

色 調

外 5YRS/6明 赤褐色

写  宣 J0     3Z 位  苦 k亡 南東隅まと支4 晰床 常東担1下層 東むベルト下層 底  径 内 ケヽ (ヨ コ 断 7 5YR6μ にぶ い構色

塵  別 上師器 層  位 器  言
胎  土

精良 (白 色砂、スコ

リア)

肉 ,5VRh2にぶ い搭行

語 密 燒  成 やや不良 器  厚 時  期

残  存 皇  斑 底  部 備  考 内面ススあ り

図 J0      1 遺  糠 ИttR却067

寸  法

口  径
調  整

ケヽ (タ テ)

色  調

外 7 5YR6/4に ぶ い橙色

写  童 位  置 来面吉 に、商東隅まとまり、南東埋上下層 庇  径 内 ケヽ (ヨ コ 断 75YR6μ にぶ い椅色

種  別 土師器 層  位 黒  吉
胎  土

精良 (白 色砂 ) � VヽRh7FJtti

器  種 審 焼  成 良好 器  厚 時  期

残  存 黒  斑 隊絡 底  部 備 考 内面 コゲ、外面 スス

図 24蒻(Rし oヽ67

寸  法

口  径
調  整

ケヽ? (タ テ)

色  調

とllYR6/4に ぶい責橙色

写  皇 〕0      3g 什  雷 蔀古[破暇|と ,I療揮十旧 棉 渇彊熊罵1礎 Hthバ″卜穏 庇  径 肉 ケヽ (ヨ コ 断

種  別 土 liT器 層  位 器  高 精良 (白 色砂、雲母) 内

器 種 額 娩  成 良好 器  厚 時  期

残  存 黒  斑 底  部 備 考 内面 コゲ

図 23      1 23次RA060

寸  法

回  径
調 整

回転 ナデ

色  調

7 5YR7/6橙 色

写 真 10      3G 位  置 廣  客 肉 同転 ナ デ 断

上師器 位 埋 土 器  高 3
胎  土

情良 (白 色砂 ) 内 7 5YR7/6橙 色

器 種 不 峰  成 やや不 農 器  厚 時  期 9C後半～10C前半
残  存 黒  引 廣  部 備 考

図

寸  法

口  径
調  整

回転 ナデ

色  調

外 7 5YR8/4浅 責橙色

写  真 1 位  置 貼床、 カマ ド撤内 飛び燃靡菩【、北東 廣  客 肉 同転 ナ デ 断

種  別 土師器 層  位 器  高
胎  土

非常に精良 (白 色砂) 内 5YR6/6髄
課 種 不 爆  成 臣好 器  厚 0空 日孝 9C後半～10C前半
残  葎 里  軒 廣  郎 同継糸切 り格鉦調 愁 備  考 刻書 1吉 |

図 2 2attRA061

寸  法

口  径
調 整

外 回転 ナデ ltlYR7/4に ぶい責橙色

写 真 )2     52 位  置 底  客 Λ 同壺意ナデ 色  調 踊 10YRAお 浅昔給行

と師モ患 層  位 器  高
胎  土

岨 (ス コリア、雲母 ) 肉 7 5YR7/6橙 色

器 種 不 峰  成 磨好 器  厚 9C後半～ЮC前半
軒 康  絶 同転 糸 切 り傍 4輔 愁 倍  著

櫨 23次RA061

寸  法

回  径
調 整

外 回転 ナデ

色  調写  真 ,2     55 位 置 康  客 5「 内 同転 ナ デ 踊

種 男J 冨薫器 層 位 器  高
胎  土

非常 に精良 (自 色砂 ) 肉 75Y6/1灰 色

器  種 ふ 峰  成 直好 器 厚 時 9C後 半 ～ lo C前 半

,0% 廣  蔀 同 読 素 切 り終 征 調 整 結 著

3次 RAOhl

寸  法

口  径
調 整

回転 ナ デ

色  調

91

写  夏 ,2      5t 位  置 カマ ド 底 径 47 内 回転ナデ 断
'YR7/6橙

色

種  別 i師器 層  位 理土 器  高 4
胎  土

やや粗 (自 色砂 ) 内 5YR6/6橙色

器  雇 不 峰  虚 鷺年 器 原 時  期

残  存 ど5% 黒  斑 廣  部 同 鉄 素 切 め修 振 調 整 僑  差

!6      5 1攻 蕉AOhl

寸  法

回  径
調  整

同L_‐ ナデ

色 調

外 ;YR6/6給 色

写  真 ,1     47 位  置 北貢 隅 属  径 5 肉 回転ナデ 断
'YR6/6橙

色

種  列 十師器 層  位 躍十下層
胎  土

精良 (雲母多量 ) 内 ,YR6/6橙 色

器 種 雰 焼  成 器  厚 Π幸 期

残  存 70% 黒  斑 著

図 !6   6 遺 構 23次RA061

寸  法

調 整
ナ デ

色 調写  真 ,2     51 位  置 カマドIth内及び燃焼部 底  径 内 十回転 ナデ 断 10YR8/4浅黄橙色

種  獄 十aT器 層  位 器
胎 土

非常に精良 (自 色砂 ) 肉 5YR7/6給色

器  種 不 焼  成 やや不良 器  厚 H4 卸
残  存 35% 黒  斑 底  詈[ 回転糸切 り後無信 整

図 !6      7 這 橋 3歩Jもへ061

寸  法

口  径 15 1
調  整

」転ナデ
色  調

YRh′ R潜竹

写  真 〕1      5( 位 床、カマド絶内、北東埋土と思下層、南北ベルト下 底  径 4 内 回転 ナデ 断 75YR8/4浅 貢橙色

繕  剛 十師器 層  位 器  恵
胎 土

晴良 (白 色砂、石英) 内 ,YR7/6構 色

器  種 杯 饒  成 良好 器  厚 時  期

残  存 50% 黒  斑 底  都 回転糸切 り後無調整 備  考

図 !6      8 遺 橋 3次RA061

寸  法

口  径
調 整

タト ]転ナデ

色 調

lllYR8/3浅 黄橙色

写  真 鮭  置 葛壁 (中 央 )際、床面直上 底  径 57 肉 ミガキ 断 OYR6/2灰 責褐色

種 月」土師器 層 位 器  恵
胎  土

精良 (ス コリア) 肉 OYR6/2反 昔楊任

器  種 郭 成 監女千 器 厚 時  期 9C後半～10C前 半

残  存 黒  税 底  部 切 り離 し後回転ヘ ラケス リ 備  考

図 !6      9 置  橋 3次RA061

寸  法

口  径
調  整

タト 回転 ナデ

色  調

75YR6/4に ぶい橙色

写  真 位  署 ヒ西隅西整に貝きり付いた十器 底  径 内 ミガキ 断 10YR7/31こ ぶい責橙色

種 月U 土師器 層 位 器 高
胎  土

精良 (白 色砂、スコ

リア、雲母 )

肉

器 郭 成 好 器 厚 045 時  期 9C後 半 ～ 10C前 半

残  存 黒  斑 底  部 回転糸切 り後鉦調 啓 備  考 墨書 1木 |、 底部 内面重 ね焼痕

図 !6   1 避  橋 23次RA061

寸  法

口  径 133
調  整

外 ]転ナデ

色  調

75YR6/4に ぶい橙色

写  宣 10      3ラ 仕  膏 I監支 魔  客 肉 ミガキ 断

種 冴」 土:市 器 位 里上下層 器 高
胎 土

需良 (白 色砂 、スコ

リア)

内 10YR2/1黒 色

琢 成 好 器  厚 045 日寺 期 9C後半～10C前半
残  存 黒  斑 庇  部 備  考
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第 1表 遺物観察表 (5)RA061住居跡

図 !6      2〔 遺 橋 お択 RA061
|

口  径
調 整

」転ナデ

色 調写  宣 位  置 カマ ド袖              | 底  径 回転 ナデ 断 7 5YR4/1褐 灰色

種  別 と師器 層 位 |

器  言
胎  土

精良 (白 色砂 ) 内 5YR7/6給i
器 種 不 意tT            I 器  厚 日争  HR

残 存 霊  斑 |を三  君
`

偏  考

Ⅳ 第23・ 24次調査

図 ど6     27 遺  橋 23ラ(RA061
|

回  径
調  整

」転ナデ

色 調

5YR6/(

写  宣 よ3      6こ 位  筈 1ヒ東埋土下層、馬唖62南 カマ ド脇土坑
|

底  径 内 回転 ナデ 断 5YR6/4にぶい橙色

種 男」 と師器 層  位 |

器  意
胎  土

精良 (白 色砂 ) 内 5YR6/6沿任

器 不 竜浮             | 器  厚 日事  HR

残  存 黒  斑 1握霊  君8 備  考

図 と6      2〔 遺  橋 23大RA061

寸 法

口  径
調  整

外 回転 ナデ 7 5YR6/6種

写  童 付  着 fr西 底  径 内 回転 ナデ 色 調 断 7 5YR6/6橙

種  別 上師器 層  位 里土下層 器  意
胎  土

精良 (白 色砂、石英) 内

器 ネ 焼  成 良好 器 厚 時  期 9C後半～10C前 半

残 存 皇  斑 底  部 備  考

図 ど6      2( 遺  構 23茨RA061

寸 法

口  径
調  整

外 回転 ナデ

色 調

5YR6/6橙色

写  真

'3     6〔

什  語 苗東 底  径 内 回転 ナデ 断 5YR6/4に ぶ い橙色

種 土師器 層  位 嶋 票  菖
胎  土

精良 (白色砂 ) 内 5YR6/4にぶい精色

器 種 床 峰  成 非常 に星好 器  厚 時  期 9C後半～10C前 半

確  存 里  劇 底  音[

図 J6      3( 遺 橋 23次RA061

寸  法

口  径
調  整

外 回転 ナデ 外 75YR7/6橙色

写  真 〕2     6ι 位  置 苗西 底  径 内 ミガキ 色  調 lCIYR5/1褐 灰色

土師器 層 位 里土下層 器 高 355
胎  土

精良 (ス コリア) 肉 10VR2′ 1呈魯

器 種 味 峰 成 度好 器  厚 時 9C後半～10C前 半

時  存 黒  軒 廃  部

図 27

寸  法

国  径
調  整

外 回転 ナデ

色  調

外 75YR6/4に ぶい橙色

写  真 】4     8〔 位  置 南 両 廣  客 内 回転 ナデ 7 5YR8/磋責橙色

種  別 土師器 層  位 里土下層 器 高 (57
胎  土

精良 (白 色砂、スコ

リア)

肉

器  葎 憲 爆  成 登好 器  厚 時 9C後 半 ～ 10C前 半

残  存 黒  引 度  部 備  考

図 27      32

寸  法

口  径
調  整

外 回転 ナデ 5YR7/6橙色

写 真 34     85 位  置 カマ ド 廣  客 肉 同転 ナ デ 色  調 断 7 5YR7/4に ぶい椅 色

土師器 層  位 直 上 器 高 (37
胎  土

精良 (ス コリア) 内

器  種 事 峰  成 &好 時 9C後 半 ～10C前 半

残  々 里  軒 虎 き[ 備  考

図 27      3て 2aykRA061

寸  法

口  径

`142 調  整
外 回転 ナデ タト 7 5YR8/6浅 責橙色

写 真 34      86 位  置 カマド 虞  客 肉 同転 ナ デ 色  調 断 7 5YR7/4に ぶ い希色

土師器 位 直 上 器  高
胎  上

精良 (白 色砂、石英 ) 肉 17ヽ VR7/FI橋缶

器 種 筆 峰  成 建好 045 9C後半～10C前 半
残  存 皇  引 庇  誂 備  署 穿了しあ り

図 積 綾 23茨RA061

寸  法

口  径
調  整

外 回転 ナデ 外 7 5YR6/6橙 色

写  真 34     89 位 置 東西ベル ト 虞  終 肉 司転 ナ デ 色  調 断 7 5YR5/4に ぶ い褐色

種  別 土師器 位 下 層 器  高
胎  土

情良 (白色砂 ) 内 7 5YR6/6橙 色
器 種 率 峰  成 非常 に 自好 器 厚 時 9C後半～10C前 半

10% 庫  銘 備  考 タト面スス、内面コゲ

≧7     3こ 綾 8浚RA061

寸  法

口  径
調  整

亘転ナデ

色 調

75YR8/4浅 責橙色

写  真 34      8ラ 位  置 底 径 肉 司転 ナ テ 断

種  別 十師器 層  位 下 層 器  高
胎  土

情良 (自 色砂 石葵 ) 内 75YR8/4浅 黄橙色

器  種 甕 峰  虚 やや不 息 器 厚 9C後半～10C前 半

存 20% 黒  斑 廣  吉ほ 備  考

凶 27      36 遺  構 3次RA061

寸  法

口  客
調  整

可転 ナ デ 75YR74に ぶい袴色

写  真 34      8´ 位 置 カマド袖内 底 径 内 回転ナテ 色 調 断

種  列 十肺器 層  位
胎  土

僑良 (自 色砂 、ス コ

リア)

内 5YR7/6橙色

器 種 甕 焼  成 自好 器  厚 時  期

残  存 1579 黒 現 康  吉К 備  考 クト面スス

図 27      3ラ 還  福 23次RA061

寸  法

□  径 l  r20 4
調 整

]転十デヘラケズJイタテ 75YR7/4に ぶ い構色

写  真 35     9Z 位  置 カマド直上、北西埋土上層、南西埋土上摺 厩  径 肉 回転ナデ 色 調 断 7 5YR7/3に がい橙色
種 獄I 十師器 層  位 器  高

胎  土
精良 (自 色砂、石莫 ) 内 75YR7/6橙 色

器 種 甕 焼  成 良好 器  厚 時  期

残  存 30% 黒  斑 1蛋  詈[ 借  著

図 27     3〔 遺  橋 23次RA061

寸  法

国  径
調 整

ナ デ

色 調

75YR6/6瀬争イq

写  真 ,4     8〔 位 東 底  径 内 十回転 ナデ 断 7 5YR7/6橙 色

種  Я‖ と師器 層  符 輝十 下 層 器  恵
胎  土

精良 (自 色砂、スコ

リアⅢ
内 7 5YR7/6橙 色

器 種 露 焼  成 やや不良 器 厚 時  期

残  存 黒  斑 ′巨 言[

図 !6     3( 遁 」3必(Iし 0ヽ61

寸 法

口  径
調 整

」転ナデ VヽRh/R沿魯

写  真 よ4      8Z 位  置 底  径 回転 ナデ 色  調 7 5YR7/6橙 色

種 男U 土師器 層 位 器  恵
胎  土

精良 (白色砂多量 ) 内 5YR7お精色

器 焼 赴女子 器  厚 時 期

残  存 黒  斑 「三 音[ 備  考

図 7     4( 置  橋 23ク uこへ061
|

口  径
調  整

外 鯨ナ∴ヘラケス‖
'テ

〕ドユし

'II 色  調

舛 7 5YR7/41こ ぶし

写  真 15      9〔 位  署 未直、カマ ド直上、カマ ド埋土   | 底  径 回転ナデ、ユビオサエ 7 5YR7/61

種 月」 上師器 層 位 | 器  言
胎  土

粗 (白 色砂、石英 ) 内

器 意解             | 器  厚 時 期 9C後半～10C前 半

残  存 黒  斑 |にて  追志 考
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第 1表 遺物観察表 (7)RA061・ 062住居跡

図 ど8      5( 置  橋 J3次RA061

寸  法

調 整
外 司転 ナ デ

色 調

75YR7/4に ぶい給色

写  真 J2      5て 位  置 雪東 底  径 内 回転ナデ 断 7 hVRヽ Aにぶい褐魯

種 別 土師器 層  位 揮十 下 層 器 (27
胎  土

非常に橋良 (自 色砂、 内 魏R6/41こ ぶい橙色

器 啄 焼  成 やや不良 器  厚 時  期

残  存 黒  斑 底 結  著

Ⅳ 第23・ 24次調査

図 28   5, 置  橋 J3次RAl161

寸  法

調 整
司鉱 ナ デ

色  調

外

写  真 ]ρ      5と 位  置 カマド袖内及び燃焼部 底  径 内 断

種 "」 土師器 層  位 器 高
胎  土

精良 (自 色砂 内 10YR7/4に ぶい責橙色

啄 やや不良 黒  厚 時  期

残  存 黒  税 底  割 倍  考

図 28      5〔 通  橋 23次 RA061

寸 法

調 整
同遂 チデ

色  調

外 7 5YR6た にぶい給色

写  真 】3      7〔 位  置 ‖監東隅 底  径 r46 肉 断 5YR5/6明 赤褐色

種  別 土 師器 層 位 里上下層 器  高
胎  土

精良 (自 色砂 ) 内 7 5YR6/4に ぶい橙色

郭 焼 非常 に良好 器  厚 時  期

残  存 黒  斑 底  部 回転糸切 り後無 備  若

図 Z8      5( 遺 23次RA061

寸 法

口  径
調  整

ξナデ

色  調写  宣 ユ3      7〔 位  署 カマ ド烹由内 及び燃焼部 底 径 内 十回転 ナデ 断 7 5YR8/6浅 黄橙色

種 男U 土師器 目 位 器  高
胎  土

精 良 (自 色砂 ) 内 7 5YR876浅 責橙色

種 郭 焼  成 良好 器  厚 日争 期

残  存 黒  斑 底  部 回転糸切 り後無調整 繕  著

図 !8      6て 遺 構 23次RA061

寸 法

口  径
調  整

外

色 調写  真 ,0      3C 純  膏 ヤ 西 底  径 内 ミガキ 断 10YR5/1褐 灰色

種 男」 上師器 層  位 器  吉
胎  土

精 良 (石英 ) 肉 10YR2/1黒 色

器 種 系 成 良好 器  厚 時  期

確  存 里  斑 底  部 切 り離 し後高台貼 り付 け

図 !8     61 遺  糠 必attRA061

寸 法

口  径
調  整

色 調

7● VR7/4にぶい緒任

写  真 12      5f 什  署 HrttIR鯉 十下層、北東埋土上層 底  径 内 十回転 ナデ 断 〔OYR7/2にぶい黄橙色

種 上師器 層  位 串  高
胎  土

精 良 (自 色砂 、 ス コ

リア、重屋 )

肉 llyYR6/3に ぶい責橙色

器 種 床 焼  成 良好 器  厚 F4 期
残  存 黒  斑 底  部 高台右 ? 黒付 X

図 J7      6Z 避 橋 23茨RA061

寸 法

口  径
調  整

外 VヽR77R沿停

写  真 〕3      7を 待  置 ヤ西隅西藍 に貼 り付 いた土器 底  径 内 回転 ナデ 色 調 断 5YR6/6橙色

土師器 層  位 器  恵
胎  土

精良 (白 色砂、スコ

リア)

肉 5YR7/6希 色

器  種 系 焼  成 やや不 良 器  厚 蒔  卸

践  存 黒  斑 底  部

図 28      6【 遺  構 23ゑA061

寸 法

口  径
調 整

外

色  調

iYR7拓 沿 任

写  真 〕3      6( 行  詈 底  径 肉 回転 ナデ 断 7禦R7/4にぶい橙色

土 R涌 器 位 貼床 器  盲
胎  土

やや粗 (自 色砂 ) 内 5YR7/鈴 負

器  種 床 &好 器  厚 045 時  期

時  存 票  欝 底  部 偏  考

図 28      6Z 凝  橋 23次RA061

寸 法

口  径 176】
調  整

外 回転 ナデ

色 調

7 5YR6/4に ぶい種色

与  具 】2     61 位  置 カマ ド 底  径 回転 ナデ 断 7 5YR7/4に ぶい橙色

瞳  別 土師器 位 直 上 器  言
胎  土

精良 (白色砂、スコ

リア)

内 7 5YR7/4に ぶい希色

器  繕 峰  成 宦好 器 厚 時 期 9C後半～10C前 半

皇  引 底  部 備  考

28      6: 潰  橘 23次RA061

寸 法

口  径
調  整

回転 ナデ

色 調

5YR6/8橙色

写  真 】3      6そ 位 置 カマ ド袖内 腐  各 回転 ナデ 断 5YR6/6橙色

種  別 土師器 位 器  高
胎  土

精良 (白色砂、石英) 肉 iVR6′Rtti
器  種 抹 峰  成 自年 器 厚 時  期 9C後半～10C前 半

残  存 20% 度  部 考

28      6( 棧 23攻RA061

寸 法

口  径 156】
調  整

回転 ナデ

色 調

5YR7/6橙色

写  真 32      5( 位  置 カマド直と、北真埋土下層、RA062南 カマド脇土171 廣  客 肉 同転 ナ デ 断 7 5YR8/4浅 音希色

種  別 ■:而 器 層  位 器  高 僻 45〕
胎  土

精良 (白 色砂 ) 肉 7 5VRR74注 き捨任

器 種 不 峰  戒 鷺好 器 厚 時  期 9C後半～10C前 半

'5%
黒  斑 腐  縮 備  考

凶 」8     6号 遺  橋 23渋 R Arlhl

寸 法

口  径 154
調  整

回転 ナデ

色  調

外 75YR7/3に ぶい橙色

写  真 ,3     6; 位  置 司ヒラ冠 底 径 肉 同転 ナ デ 断

繕 卿I ■肺器 層  位
IF上

下層 器  高 f48】
胎  土

非常に精良 (白 色砂 ) 内 7 5YR7/3に ぶい種色

器 種 不 焼  成 器  厚 065 時  期 9C後半～10C前半

」0% 黒  斑 直  蔀 備  考

図 !8      68 遺 構 23次RA061

寸  法

口  得
調  整

9f 回転 ナデ ltlYR4/2灰 責褐色

写  真 }5      9フ 位  置 底 径 肉 同 B_rナ デ 色 調 断 OVR4/2灰昔楊仕

種  Я‖ 十師器 層  位 器  高 (20】
胎  土

踊良 (日 包ψ、ね共, 内 10YR4/1褐 灰色

器 種 EF皿 焼  威 賞好 器  厚 時 9C後半～10C前半

残  存 ,0% 黒  斑 競糸 切 b終鉦 調 整 結  著

図 )2   1 遺 23娘 0ヽ62

寸 法

回  客
調  整

外 同転 ナデ ltlYR6/4に ぶい責橙色

写  真 Ⅲ6    10` 末面高上、南カマド脇土坑、南北ベルト下層 属  径 内 ガキ 色 調 晰 rlVRヽア1褐反魯

種 房」土師器 層  待 器  高 465
胎  土

晴 Lt(日 色 砂 、芸 尊 , 内 lllYR2/1黒 色

器 不 焼  成 良好 器  厚 時 9C後 半 ～loC前 半

残  存 黒  斑 罠都 匿 結  著 口緑部 にタール付着

図 )2   2 遺  橋 23疑 062

寸 法

調 整
外 同鉱 ナデ

色  調

OYR7/4に ぶい音稀色

写  真 よ6    101 位  置 末下落 ち込み (北端 ) 底  径 内 ミガキ 断 10YR7/1仄 自色

種 房」 上師器 層 位 器  言
胎  土

や や粗 (自 色砂 、石 ぬ 10YR2/1黒 色

示 焼  成 良好 器 厚 時  期

残  存 黒  斑 底  部 回転系切 り 繕  若
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第 1表 遺物観察表 (9)RA062・ 064住居跡

図 〕2      1〔 23次 RA062

寸  法

口  径
調 整

外 タタキ

色  調

7ヽ VRク/4にぶ▼ゝガV缶

写  真 37      121 位  置 カマ ド埋土、南下層 虞  客 イ78 内 ケヽ (ヨ コ ) 断 75YR7/4に ぶい橙色

種  則 十節黒 層  位 器  高
胎 土

精 良 (石英 ) 内 7 5YR6/3に ぶい褐色

器  種 窪 陣  成 鷺解 厚 日寺 期

10% 黒  斑 度  部 砂 庚 傭  考

Ⅳ 第23・ 24次調査

図 )2   1 遺 構 3必(1し 0ヽ62

寸  法

口  径 (122
調  整

外 ヘラケスリ (タ テ)

色  調写  真 7 位  置 七床、RA061東西ベル ト下層 庇  俸 内 ケヽ (ヨ コ) 断 7 5YR5/4に ぶい褐色

種  則 十師器 層  位 器 高 (53)
胎  土

精良 (白色砂、石英 ) 内 7 5YR54にぶ い褐色

器 種 寄 燒 成 jF常 に竜好 時 期

残  存 10% 黒  斑 庇  部 備  考

図 ,2     2( 遺 構 23ツ(工しへ062

寸 法

口  径
調  整

回転 ナデ

色 調

,ヽYR7/6潜任

写  真 ,7     12 位  置 腐  客 内 a転ナデ 75YR8/6浅貢橙色

繕  剛 十師器 層  位 天面直上 器 高
胎  土

精良 (白 色砂、石英) 内 5YR8/6浅音構色

器 種 甕 焼  成 やや不 鷺 時  期

残  存 1079 黒  斑 廣  郎 備  考

図 〕2     21 遺  弔 必3攻蕉AOh2

寸 法

口  径
調  整

外

色 調

75YR7/4に ぶい程色

写  真 〕7     12 位 置 庚  客 内 ナ デ 「5YR7ρ 明褐灰色

繕  列 十肺器 届  位 末直 器  高
胎 土

精良 (白 色砂、石英) 肉 jYR7/6給任

器 種 霊 焼  成 良好 厚 時  期 9C後半～10C前 半

残 存 30% 黒  斑 虞  魂 備 考

図 〕2     22 遺 構 23次 RA062

寸  法

回  径
調  整

外 回転 ナデ

色  調

外 75YR6/4に ぶい橙色

写  真 】7      12` 位  置 南 カマ ド煙道 廣  徳 肉 ケヽ (不 卒 )

'YR6/6橙
色

種  男‖ 十師 器 層  仕 器  高
胎  土

情良 (白 色砂 ) 肉 5YR5/3にぶい楊色

器 種 甕 焼 成 良好 器  厚 時  期 9C後半～10C前 半

30% 斑 庫  吉: 備 考 外 向にスス

図 32     23 退 構 23次腱的62

寸  法

回  径

`224 調  整
タト十回転すデ、ヘラケスリ

色  調

外 75YR7/4に ぶヤ

写 真 ]7     12+ 位  置 貼床、カマ ド袖構築土、南下層 庫  客

…

10YR3/3に ぶい責褐色

種  Я‖ 十 鏑 器 層  位 器
胎  土

精良 (白 色砂、雲母) 肉 10YR5/3に ぶい音褐色

器  種 甕 焼  成 良好 器  厚 日寺 期 9C後半～10C前 半

践  存 20% 黒  斑 庫  吉: 備 考

図 32     2と 遺 構 23次鳥 0ヽ62

寸 法

回  径
調  整

]転 ナデ

色  調

外 75YR6/6橙色

写  真 位  置 貼床、カマド埋上、南下層、東西ベル ト 底  径 内 |ll転 ナデ 5YR6/4にぶい橙色

種 別 土師器 層  位 器
胎  土

情良 (白 色砂、石英) 肉 手YR6/6沿 色

器 種 甕 焼 成 良好 器 厚 日寺 期 9C後半～10C前 半

残  存 黒  斑 腐  部 備 考 内面 に コゲ

図 ,2      2〔 遺 橋 23次亀的62

寸  法

口  客
調 整

ヘラケスリ(タ テ)

色  調

外 75YR7/6橙色

写  真 1 置 貼床、床下落 ち込 み (西端 ) 底 径 内 ケヽ (ヨ コ) 7覺R7/4に ぶい橙色

種 房u 土師器 層  位 器 高
胎  土

やや粗 (白 色砂、そ

の4bヽ

内 7うVR72に ぶ い給仕

暁  成 良好 黒 厚 R寺  期 9C後半～10C前半

残  存 黒  斑 庫   吉R 備 考

図 ,2     2( 23ツRIもへ062

寸  法

□  毎
調 整

外 ]転ナデヘラケズJ(タ テ〕

色  調

外 75YR8/4浅 貢橙色

写  真 位 置 葛カマ ド燃焼部、RA061北東隅埋上下層 属  径 肉 司転 ナ デ 断

種  別 土師器 層 仕
胎 土

精良 (自 色砂、石異

スコリア)

肉

器 甕 焼  成 やや不良 器  厚 時 9C後半～10C前半

残  存 黒  斑 備  考

図 〕2     2フ 遺 橋 2曳感臥062

寸  法

口  客
調 整

94・ 1転ナデヘラケズ〕イタテ)

色  調

外 5YR7/4にぶい橙色

写  宣 ]7     12 位  置 雪西迎+上層、カマド埋土、商北ベルト下層 底 径 内 断 5YR7/2明褐灰色

種 冴」 土師器 層 位 器 高 125,
胎  土

ややIB(自 色砂) 内 ;YR7/6橙色

密 成 度好 器  厚 時 9C後半～10C前半

残 存 黒  斑 属 備  考 外面 にスス、内面 にコゲ

図  135      1
調 整

司転 ナデ

色 調

タト 7 5YR7/4に ぶい橙色

写  菖 38     13 位  憲 ‖ヒ端         | 底  径 内 ミガキ 断 10VR571褐 反色

土RT器 層  位 来面直上            | 畢 高
胎  土

情良 (雲母、石奥 ) 内 lCIYR2/1黒 色

路  種 馨 成 意解             | 黒  厚 時 9C後半～ЮC前半

磨  存 黒  斑 底  部 回転系切 り後知 fFR・ 著

図 35      2

寸  法

口  径
調 整

司転 ナ デ

色 調

タト ;YR6/8給色

写  真 38     13 付  置 苗吏 カクラン 底  径 肉 ]転 ナデ 断 iVkるアR緒缶

土師器 ほ  位 鶏 言
胎  土

精良 (自 色砂、石葵、

スコリア)

内 戴R98橙色

器  種 不 峰 成 やや不 夏 器  厚 時  期 9C後 半 ～ lo C前 半

時  存 票  斑 底  部 回転糸切 り後無 結  若

図 3 授  構 23次 RA064

寸  法

口  径
調  整

ナ デ タト

写  真 )8    14 位  置 来面直上、貼床、南西埋土 底  径

`641
ミガキ 色 調 断 7 5YR3/8貢 種色

と師器 位 器  言
胎  土

精良 (石英 ) 内 10YR2/1黒色

器 繕 不 博  成 やや不 良 器  厚 時  期

里  軒 底  部 回転糸切 り後鉦調整 著 No135と 樗合

)5     4 棧 必attRA064

寸 法

口  径
調 整

」転ナデ 夕ヽ

写  真 ,8    13 位  置 RA059と 埋土重複、貼床、北西埋土 庇  径 回転 ナデ 色  調 断 7 5YR7/6橙 色

種  別 ■:而器 層  位 器 高 (47】
胎  土

やや粗 (白 色砂 ) 肉 7 5YR7/6澄 色

器  種 不 眸  成 やや不 自 器  厚 時  期

残  存 ;0% 虞  部 偏

図 ,5      5 績 23次 RA064

寸 法

回  径
調 整

]転 ナデ

色 調写 ,8   1 位 置 東カマ ド煙出 し 廣  客 ミガキ 断 10YR4/1褐灰 色

種  別 ■ET器 層  位 器  高
胎  土

精良 (雲 母多量 ) 肉

器 種 杯 眸  成 鷺癖 時 期

残  存 70% 黒  斑 虞  都 切り離 1フ終ナデ 備  考 亥U書 1春 Y
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第 1表 遺物観察表 (11)RA064・ 059・ 070住居跡
図 叉なし 返 橋 ど3)mm64

寸 法

口  径
調 整

色  調写  真 よ9     1 位  置 1監 吏 カマ ド脇 廣  各 肉 断

種 房」 上師器 層 位 器  高 114】
胎 土

内

器 饗 焼 厚 065 R寺  期

残  存 黒  斑 虞  割 倍  考

Ⅳ 第23・ 24次調査

図 〕5     21 遺 橋 33蜘 64

寸 法

口  径
調 整

外 1転十デヘラケズサイタテ

色  調

外 iBrr4Л 陪音灰待

写  真 位  置 東カマ ドRPn埋 十、ヨヒ西 jIP十 庫  客 内 回転ナデ 断 2 5GY5/1オ リープ色
種  別 賓恵器 層 位 器  高

胎  土
木常に精良 (自色砂 ) 肉 25GY5/1オ リーブ灰色

器 甕 焼 と奏子 厚 時  期

黒  斑 度  割 備  者

図 〕5     2と 遺  積 ど3必kДしヽ059

寸  法

口  径
調 整

ミガキ

色 調

外

写  真 位  署 里 十 康  客 内 ガキ 勘 10YR4/1褐灰 色

種  別 土師器 層  位 器  高 (395
胎 土

非 常 に精 良 (雲 母 多 7 5YR2/1黒 色

器 甕 焼 好 器  厚 0 日争 期

残  存 黒  斑 底  割 備  差

図 〕5     2( ど3必k烈し生o59

寸  法

口  径
調 整

外 司転 ナ デ

写  真 位  署 軍 十 虞  客 51 内 回転ナデ 色  調 勘 75YR8/6浅貢橙色

種  別 土師器 層  位 器
胎 土

情長 (日 色υ 、 IE央リ 75YR8/6浅青給色

林 焼 好 器  厚 時  期 7C終 半 ～ RC前 半

残  存 里  斑 庇  割 同雛 糸 切 η終 鉦 調 整 備  差

図 】8      1 遺  橋 」3次RA070

寸  法

回  客
調  整

外 同転 ナデ

色  調写  真 付  着 皓2 底 径 内 ミガキ 断 10YR7/3に ぶい責橙色

種 月U 土師器 層  位 禾面直上 器 425
胎  土

情良 (雲母多量 ) 内 10YR271黒 色

孫 焼 好 器  厚 R手  期

残  存 軍  斑 庚  純 同競 糸 切 b終笠 誦 愁

図 38      2 J3シkIもへo70

寸 法

口  客
調 整

阿鉱 ナ デ

色  調写  真 fJ 着 カマド「乱一緒 hfF 盲支銘理十下記(カ マドrfVI 理十イ苗交| 底 径 内 ミガキ 断 10YR6/1褐灰色

種 月」 上師器 層  位 器  高
胎  土

情良 (雲母多量 ) 肉 10YR3/1黒褐色

係 焼 好 器  厚 時  期

残  存 黒  斑 女菩低 底  絶 同 壷テ糸 切 め各 征 調 愁

図 」3次RA070

寸 法

口  客
調 整

司鏃 ナ テ

色  調

5YR6/6橙色
写  宣 付  暦 口十 卜銘一括 理十

`ヤ

吏)、 担十

`首

東) 底 径 肉 回転 ナデ 断 5YR7/8橙色

種 別 土師器 層  位 器
胎 土

情負 (自 色砂 ) 内 5YR7/8沿任

器 係 峰  成 度好 器  厚 日寺 4R 9C後半～10C前半
残  存 黒  斑 庫  部 向 離 糸 初 め

図 澄  構 ど3次RA070

寸 法

口  径
調  整

色  調

外 10YR7/4に ぶ い貢橙色

写  童

`0     1
位 置 カマ ド、埋土 (南東 ) 底  径 5 内 |ミ ガキ lllYR6/1褐 灰色

種  男U 土師器 層  位 器  高
胎  土

精良 (白 色砂、雲母) 内 N釘/o膳灰任

器 種 啄 峰  成 自好 時 期 9C後半～10C前 半
残  在 里  隣 苺害【 廃 り離し後回転ヘラケスリ 傭  考

図 〕8      5 ら3次RA070

寸  法

調 整
員ナ デ

色  調

10YR6/4に ぶ い貢橙色

写 真 10     1 位 置 カマド範囲、カマド上部、lloI、 埋土 (南西) 匿  径 内 |ミ ガキ 10YR5/1褐 灰色

土師器 層  位 器  高
胎 土

隋良 (雲 母多量 ) 肉 10VR2/1皇 侮

器 種 床 峰  成 g好 器  厘 時  期 9C後 半～10C前半

確 々 皇  郵 匿  部 回転系切 り後無調整 備  考 垂書 3文字

図 6 績 J3次 RA070

寸 法

口  径
調 整

回転 ナデ

色  調

タト lCIYR7/4にぶい責橙色
写 真 10     16 位  置 ぬ9 底 径 肉 ミガキ 断 1loYR8/2反 白色

種  別 土師器 層  位 黒 言
胎 土

常良 (雲母多畳 ) 内 I ЮYR7/4にぶい黄橙色

器 繕 床 峰  成 己解 器 厚 0 9C後半～10C前半
書  存 底  部 回転糸切 り後無調整 備 考

3娘 0ヽ70

寸  法

口  径
調 整

外 回転 ナデ

色  調

外 7 5YR5/4に ぶ い楊色

写  真 10     16 位  置 カマド上部一括、No5、 No6 底 径 5( 内 回転 ナデ 断 1loYR7お にぶい苦給任

種 月! i肺器 層  位 器  恵
胎 土

やや粗 (自 色砂、石

英 )

内 17 5YR7/4に ぶい橙色
器  種 床 峰  成 盛好 器  厚 9C後半～10C前 半

40% 黒  斑 底  部 不 明 備  考

〕8   8 道 構 3娘へ070

寸  法

口  径
調  整

回転 ナデ 外 ,5YR7/6希 &
写  真 10     16 位  置 カマド南倒一括、床面 底  径 肉 司転 ナ デ 色  調 断 VヽR7/FI P●

t仁

種  別 十師器 層  位 黒  菖
胎  土

精良 (白 色砂 ) 内 7 5YR7/6橙 色

黒  蓮 杯 焼 成 やや不良 器 厚 時 9C後半～lo C前半
残  存 15% 黒  斑 ,三  言[ 備  著

凶 )8      9 遺  橋 23次RA070

寸  法

口  径
調  整

回転 ナデ ,YR7/6捨 仕

写  真 :0     16 位 E出 し一括 庇 径 肉 可転 ナ テ 色  調 lT 7 5YR7/6橙 色

種  獄 十師器 層  位 器 高 351
胎  土

僑良 (自 色砂 ) 内 75yR7/6/EA色

器 種 ヨ台付イ Xj‐t 成 不良 器 厚 時

残  存 20% 黒  斑 底  部 切 り離 し終言合 貼 り付 け 結  著

図

'8     1(
遺  構 23処 070

寸 法

口  径

`137 調  整
外 ]転ナデ

色  調

OYRヽたにぶい苦格角

写  真 10    16 位  置 No7 廣  得 八 可転 ナ デ 断 lllYR5/1掲 灰色
種  列 十肺器 層  什 末面直上 器 高

胎  土
非常 に精 良 (雲 母 多
ヨヽ

内 lCIYRa/1黒 楊色

器 種 不 焼  成 良好 器  厚 045 時  期

残  存 15% 黒  盛 底  部 倍  者

図 ,8      11 置  橋 23次RAl170

寸 法

口  径
調 整

外 司転 ナデ

色  調

外

写  真 10    161 位  置 カマド内-41 庫  客 内 ]転 ナデ 断 10YR7/3に ぶい賛橙色

種  別 土師器 層 位 器  高 (42】
胎 土

儒良 (雲母多量 ) 内 7 5YR6/4に ぶ い橙色

器 種 不 成 やや不良 器 厚 日争 期

残  存 黒  斑 虞  部 脩  著
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第 1表 遺物観察表 (13)RA070・ 063住居跡

図 〕9   2, 遺  橋 23娘 0ヽ70

寸  法

口  径
調 整

外 ヘラケスリ (不↑)

色 調

75YR8/3浅 責橙色

写  真 位  置 属 径 穴 断

種 房じ 土師器 層  位 器 高
胎 土

情良 (自 色砂, 内 ЮYR6/31こ ぶい貢橙色

器 霊 焼  成 やや不良 課 厚 時 9C後半～10C前半

残 存 班 直  部 備  考

Ⅳ 第23・ 24次調査

図 19     2C 遺  橋 2a娘 0ヽ70

寸 法

口  客
調 整

ヘラケズリ (タ テ 10YR6/4にぶい責橙色

写  真 位  置 カマド範囲、煙出し一括、llo 7 厩  径 (90 肉 色  調 断

種 別 と師器 層  位
胎 土

精 良 (自 色砂 ) 内 5YR7/6種 色

器 種 焼  脱 罠好 器  厚 晴 9C後半～10C前半

残  存 斑 康  部 備  考

,9      2( 遺 23ツむ臥070

寸  法

回  客
調 整

外 ]転 ナデ ヘラケズJ(タテ) 外 10YR5/4にぶい責褐色

写  真 位 カマド範囲、南東区埋土下部(カ マド近摂)、 埋土(再栞)、 lld 底 径 肉 色  調 断 10YR4/3にぶい歯楊i
種  男‖ と師器 層  位 器 高 300～

胎 土
やや粗 (石爽) 内 10YR5/2灰黄褐色

器 種 露 Xj‐t成 良好 器 庫

筏  存 黒  斑 廣  部 め 隣 備  考

図 12   1 遺 猪次馬的63

寸  法

口  径
調 整

外 回転 ナデ 7 5YR8/4浅 責栓色

写  真 :2     18 位 医  径 内 同転 サ デ 色  調 所

種 男り 土師器 層  位 躍 十
胎  土

情良 (自色砂、石英 ) 内 7 5YR8/6浅 黄橙色

器 不 焼  成 やや不良 器  厚 時 9C後半～10C前 半

残  存 黒  斑 底  部 同 録 糸 初 b終征 調 整 備  著

図 12      2 遺  橋 И蜘 63

寸 法

調  整
同転 ナ デ 夕I17 5YR6/4に ぶい橙色

写  真 12     19 位  置 医  径 内 同競 チ デ 色 調 断 110YRS/4に ぶい昔楊色

種 男J 土師器 層 位 酷床 器 (47
胎  土

精良 (雲母多量 ) 内 110YR7/4に ぶい貢種色

林 焼  成 髯好 器  厚 時 9C後半～10C前半

残 黒  班 tylめ 絡征調愁 fFmt 著 黒書 |?

図 12      3 置 橋 イ次 RA063

寸  法

調  整
同転 ナ デ 外 17 5YR6/6橙 色

写  真 位  置 塁上下層 、埋土最下層 属  径 内 回転 ナ デ 色 調 断 |ヽVRh慮給角

腫  別 土師器 層 位 器
胎 土

精 良 (自 色砂 ) 内 15YR6/8橙色

器 琢 蛭 成 と好 器  厚 時 9C後半～10C前半

残  存 黒  班 倍  差

図 選 橋 14次RA063

寸  法

調 整
同転 ナ デ 外 10YR7μ にぶい責橙色

写  重 位  置 底  径 肉 回転 ナデ 色 調 断 10VRヽアI楊 灰魯

種  別 土 師器 層 位 運十最 下 層 器 言
胎 土

精 良 内 10YR2/1黒色

器 芥 焼 度好 黒  厚 時  期 9C後 半 ～ lo C前半

残  存 黒  斑 底  部 結  著

図 口  径
調 整

チ デ 外 10YR7/3にぶい査

写  真 12     18 他  嵩
|

底  径 565 肉 |ミ ガキ 色  調 断 10YR5/1褐灰色

種  別 土師器 層 位 埋土最下層            | 器  恵
胎 土

精良 (自 色砂、石奥 ) 内 10YR2/1黒色

器 種 不 成 蔵解 器 厚 時  期 9C後 半 ～ lo C前半

残  存 黒  斑 |に三  君悪 回転糸切 り後無言 整 備  差

図 12   6 こ 構 Иラ(Rし 0ゝ63
|

口  径
調  整

ナ デ

色 調

外

写  真 12    18 什  晉
|

底  径 肉 十回転 ナデ 断 75YR6/6種色

種 上師器 層  位 里土下層             | 器  嵩
胎 土

精良 (白 色砂、雲母 ) 7 5YR6/6橙 色

器 種 盲台付琢 竜t4            1 器  厚 時  期

書  を 黒  斑 底  部

図 漫  橋 ン及 RA063

寸 法

口  径 156
調 整

回転 ナデ

色 調

5VR6/4にぶい/r9R任

写 真 12    18 位 置 底 径 内 回転 ナデ 断

上師器 位 里土下層 器  嵩
胎  土

精良 (白 色砂、石英 ) 内 5YR6/4に ぶい橙色

器 種 峰  成 &好 器  厚 065 蒔  期

嚇  々 里  引 底  部 切 り離 し後無調整 患書 「

:2      8 授  構 ン次RA063

寸  法

口  径
調 整

外

写  真 :2    18 位  置 ヤ 東 底  径 内 色  調 断 角R6/6橙 色

上師器 層  位 埋 土 黒  菖
胎  土

非常に精良 (白色砂 ) 内 jYR6/6給色

器 繕 羽 徐 偉  成 寝好 器  厚 日手  HR

皇  軒 虞 g[ 備  考

積 横 ン攻 RA063

寸  法

口  径
調  整

外 ハケ (タ テ )

色 調

外

写  真 :3    19 位  置 廃  径 内 ケヽ (ヨ コ ) 75YR7/3に ぶい橙色

瞳 号‖ 土 :而 器 層  位 理土最下層 器  高 (431
胎  土

精良 (白 色砂、スコ

リア)

内 5YR7/3にぶいT9R色

器  種 蕪 峰  成 055 時 期 9C後半～10C前 半

残  存 10% 虞  音[

凶 必4攻RA06釘

寸 法

口  径
調 整

ケヽ

色  調

外 ttlYR5/2灰 蚕

写  真 13     19 位 置 康  客 内 lllYR8/3浅責橙色

種  別 十肺器 層  位 [土下層 器  高
胎  土

やや粗 (白 色砂 、石

英)

肉 10YR7お 1こ ぶい音精角

器 種 甕 偉  成 厚 11 時  期 9C後半～10C前 半

残  存 10% 窯 底  都 未葉痕

凶 42      11 遺 構 24次馬 0ヽ63

寸  法

口  径 (174
調  整

回転ナデ、ヘラケスリ 外 5YR6/6橙色

写  真 13     19 位  置 カマ ド袖 虞  客 肉 同転 ナデ 色  調 5YR7/6構色

障  列 十師器 層  位 器 (184
胎  土

精良 (白 色砂 ) 肉 5VRh/6沿缶

器  種 甕 焼 成 鷺諄 器  厚 時

20% 黒  斑 ,寅  吉B 備  考 RA064 149と 1可 一個体

図 12      1 遺 橋 2つ懸咀063

寸 法

口  径
調 整

ハケ (タ テ) 外 7 5YR6/4に ぶい橙色

写  真 t3     19 位  置 床面直上 、北真埋土 底 径 肉 色 調 断 7 5YR7/1明 褐灰色

籐 男‖十e而 暴 膚  位 器
胎  土

精良 (自色砂 石英 ) 内 5YR7/6種 色

器  種 甕 燒 成 良好 黒  庫 r065 時 9C後半～10C前 半

践  存 20% 黒  斑 康  吉R 備  考
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第 1表 遺物観察表 (15)RD105。 103・ 106土坑・遺構外

図 19      1 置  橋 23次RD105           1 回  径
調 整

ガヽキ1土

色 調

10YR5/4に ぶい

写  真 15      21 位  置
|

底  径 内 ミガキ ЮYR571褐灰色

種 男」 上師器 層 位 層 |

器  嵩
胎  土

非常に精良 (自 色砂) 肉 ЮYR2/1里色

器 不 非常 に良好            | 器  厚 055 時  期

践  存 あ % 黒  班 底  部 偏 考 枝 明瞬

Ⅳ 第23・ 24次調査

図 19       2 遺 23次則D103

寸 法

口  径
調 整

外 回転 ナデ 10YR5/3に ぶい貢掏色

写  真 IS     21 位  置 底  径 内 ミガキ 色 調

種 房じ 土師器 層 位 堕 十 器  嵩
胎  土

精良 (雲母多量 ) 内 ЮYR2/1里仕

器 邸 焼  成 R好 器  厚 時  期

残  存 tO% 黒  斑 底  部 不 明 考

図 19      3 遺  福 23麺 106

寸 法

口  径
調 整

外 回転 ナデ YR6/8橙

写 真 15      21 位  沼 底  径 内 回転 ナデ 色 調
'YR6/8澄

種 別 土師器 層 位 器  吉
胎  土

精良 (自 色砂、石英) 肉 ,YR6/8沿 角

器 郭 焼 良好 器  惇 時  期

残  存 )5% 黒  醐 底  部 回転系切 り後無調整 考

図 】2       1 遺

寸 法

口  径
調  整

外 回転 ナデ

色 調

5YR7/1明詔

写  真 位  語 カクラン 底  径 肉 回転 ナデ 5YR8/1灰

種  別 須恵器 層 位 器  吉
胎  土

非常に精良 (白 色砂 ) 肉 ■5YR7/1明褐灰i
器 郭 成 良好 器  痒 時 期

残  存 黒  喪 底  部 回転糸切 り後無調整 備 考

図 52      2 iE橋 遺構外

寸 法

口  径
調  整

外 回転 ナデ

色 調

ltlYR7/4に ぶい貢橙色

写  真 位 詈 カクラン 底  径 内 回転 ナデ 断 ttlYR7/2に ぶい黄橙色

種 "U 上師器 層 位 器  菖
胎  土

精良 (雲母多量 ) 肉 OVR72に ぶい昔給包

郎 成 良好 器  厚 時  期 9～ 10C
残  存 黒  斑 ,蕉菩L 底  部 回転糸切 り後鉦調整 備  考

図 52      3 退 構 遺構外

寸 法

口  径
調  整

外 回転 ナデ

色 調

外 lllYR7/4に ぶい貢橙色

写  真 位  憲 カクラン 底  径 内 回転 ナデ 断 75YR7/6椅 色

種  別 上師器 層  位 器  菖
胎  土

精良 (白 色砂、スコ

リア)

肉

不 成 良好 器  厚 時  期 9～ 10C
残 存 黒 斑 底  部 備  考

図 ,2     4 遺  構 漫構外

寸 法

口  径
調  整

舛 回転 ナデ 外 lωR8/4浅責橙色

写  童 什  雷 カクラン 虞  客 内 回転 ナ デ 色 調 断 OYR8/城青椅色

種 月」 上師器 層  位 器  高
胎  土

精良 (白 色砂 ) 内 OVRA/4濃 昔緒 i
種 不 成 やや不良 器  厚 時  期 9～ 10C

残  存 黒  斑 床菩低下半 廣  部 回転糸切 り後鉦調整 考

図

'2      5
遺 橋 浸穂外

寸 法

口  径 (1511
調  整

回転 チデ 5YR7/8橙色

写  直 13     201 什  署 庇  客 肉 回転 ナ デ 色  調 簡 5YR7/6沿色

種 と師器 層 位 器  高
胎  土

肉 VヽR7拓活仁

器 種 jTN 擁  成 良好 時 9～ ЮC
確  葎 黒  軒 廣  部 同鏃糸切 り終狂調愁 者

第 2表 遺物観察表 (そ の他 )

図 13     1 出 土 遺 構 第23次RA068

寸法

(cm og)

全   長

備 著
写  真 :5   21 出 上 位 置 全   幅

種 月U 石器 出 土 層 位 埋 土 最 大 厚

器 種 審石 残 存 率 (%) 重    景

図 i3     2 出 土 遺 構 第23次RA068

寸法

(cm・ g)

全   長

備  考

際痕あ り

写  真 ,5      22( 出 上 位 置 全   幅

種 男U 石 器 出 土 ほ 位 埋 土 最 大 厚

器 種 石 皿 残 存 率 (%) 重    晟

図 を1   1 出 土 追 構 第24瀕沢A067

寸法

(cm og)

全   長 126

備  考
写  真 16      22( 出 上 位 置 北東隅 全   幅

種 男J 石 器 出 土 層 位 床面直上 最 大 厚

器 種 凹 石 残 存 率 (%) 重   量

図 J1      2 出 土 遺 構 第24み沢A067

寸法

(cm・ g)

全   長

備  考

多孔質

写  真 16      22( 出 土 位 置 南北ベル ト 全   幅 222

種  月U 石 器 出 土 層 位 埋土上層 最 大 厚 165

器 種 凹 石 残 存 率 (%) 重   量

図 J1      3 出 土 遺 構 第24次RAt167

寸法

(cm・ g)

全   長

備  考

擦 り面の表面はなめ らか

写  真 16    22( 出 上 位 置 全   幅

種 月」石 器 出 土 層 位 埋土下層 最 大 厚

器 種 砥 石 残 存 率 (%) 重   量

図 を1      4 出 土 遺 構 第24跡沢A067

寸法

(cm・ g)

全   長

備  考
写  真 16     22` 出 土 位 置 イヒ西 全   幅

種 月」石 器 出 土 層 位 最 大 厚

器 種 剥片 残 存 率 (%) 重    量
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図 !1      5 出 上 遺 構 第24次RA067

寸法

(cm・ g)

金   長

備 考

多孔質

写 真 16      22` 出 上 位 置 南東隅 全    幅

種 房」石器 出 土 層 位 Pit 5 最 大 厚

器 種 」石 残 存 率 イ%Ⅲ 重   量

図 !1      6 出 土 遺 構 第24次亀唖67

寸法

(cm・ g)

金   長

備 考

農緑色

写  真 16      22 出 上 位 置 中央 全   幅

種 男U 石製品 出 土 層 位 床面直上 最 大 厚

器 種 管玉 残 存 率 イ%) lkXl 重   量

図 ど8     69 出 土 遣 構 第23次勲唖61

寸法

(cm・ g)

全   長

備 考

l側面に複数の敲打痕

写  哀 :7    22( 出 上 位 置 南西 全   幅

種  別 石器 出 土 層 位 埋土下層 最 大 厚

器  種 敲石 残 存 率

`%Ⅲ
重   量

図 17      1 出 土 遺 構 第23次R熱%1

寸法

(cm・ g)

全   長

備 考

刃部逆台形

写 真 17      23( 出 上 位 置 カマ ド北袖 全   幅 1535

種 男J 鉄製品 出 土 層 位 直上埋土 最 大 厚

器 種 鋤先 残 存 率

`%Ⅲ
重   量 2094

図 17      2 出 土 退 構 第23玖ぷA062

寸法

(cm・ g)

全   長

備 考

刃部円弧状

写 真 17     231 出 上 位 置 化端 全   幅

種 男」鉄製品 出 土 層 位 貼床 最 大 厚

器 種 鋤 先 残 存 率 (%】 重   量 48a

図 }7      3 出 土 遺 構 第22懸臥069

寸法

(cm・ g)

全   長

備 考

清著 しヽ

写  真 t7      23イ 出 上 位 置 全    幅

種 男U 鉄製品 出 土 層 位 里土下層 最 大 厚

器 種 小 刀 残 存 率

`%Ⅲ
重   量

図 47      4 出 土 遺 構 第22感h062

寸法

(cm og)

全   長

備 考
写  真 47     23( 出 上 位 置 北東 全    幅

種 房」鉄製品 出 土 層 位 埋上下層 最 大 厚

器 種 鋤先 残 存 蒸 rO/6Ⅲ 重    量

図 47      5 出 土 遺 構 第23券田A061

寸法

(cm・ g)

全   長

備 考

かえ しは折 り曲げ成形か ?

写  真 47      231 出 上 位 置 全   幅

種 房U 鉄製品 出 土 層 位 埋土下層 最 大 厚

器 種 錯先 残 存 率

`O/.Ⅲ

重    量

図 19      4 出 土 遺 構 第23次劇D108

寸法

(cm・ g)

全   長

備 考
写  真 7      22( 出 上 位 置 全    幅

種  別 石 器 出 土 層 位 氏面付近 最 大 厚

器 種 審石 残 存 率 (%) 重    量

図 16      2 出 土 選 構 第23ツ感よ071

寸法

(cm・ g)

全   長

備 考

則面上半ヘラケズリ

写  真 :5    22 出 上 位 置 全   幅

種 房U 土製 品 出 土 層 位 埋± 2層 最 大 厚

器 種 紡錘車 残 存 率 (%) 重    畳

掲載遺物一覧の凡例
・「寸法」数値の単位はcm
。「寸法」の ()付き数値は推定値、 く〉付き数値は残存値
。「器厚」の数値は最大値
,「胎土」の ()内は含有鉱物
。「胎土」の合有鉱物は肉眼観察のみ
。「黒斑」は1次焼成のものに限定し、その場所を示した
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V 第 29次調査

第29次調査区は3地点に別れ、それぞれ北・東・南調査区とした。観察表の出土地点に記載した

調査区名は、第54図に示した北・東・南調査区表記を用いた。第29次調査では、竪穴住居跡5棟 (う

ちI棟は第23次調査区に跨る)・ 掘立柱建物跡 l棟・住1居状遺構 1棟・陥し穴状土抗4基 。土坑-10

基・柱穴状土坑 157個 を調査した。土器の掲載遺物選定にあたつては、センター基準に従った。RZ

等で胴部|のみの出土である場合は、胴部片を掲載した。鉄製品・石器は全点掲載した。各遺構の事実

記載の [出土遺物]には、総点数と掲載数を記載した。

第54・図 第郷映1調査遺構配置図

1 竪穴住居跡

RA060
遺構 (第

155図・写真図版49)

[位置]西半が第23次調査分、東半が第129次調査分で、北調査区IP23dグ リッド付近に位置する。

[平面1形・規模]第 23次調査分と合成し、方形を呈することが判明した。残存長は北壁328m、 東壁

3.00m、 首壁3.00m、 西壁は撹乱が認められず2.78mである。深さは40 cmを測る。

[堆積土]4層に分層され、4層 に火山仄粒が混入する。堆積上は1第 23次調査区 (住居西半)と 共通

X_35,530潮 閾

冷 476● lXXl

X_3島 5“ilXXl

V■ 125,“ 000
H-125542m

X-3S,659岬
Y=2i714 CXXl

浄 35騨m

基E X 3506刊 m
Y_25お漿KX10

H_123議 4m

基F x― 缶能とぶ
Y=2S,34∝Ю
酢 1雰 835m

基G X_3お64.m
Y_25E索 000
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1 竪穴住居跡

_|二」P25d

引」
P25e

外

　

臼^
　
　
ｇ
δ
ｏ
い
い
［
Ｈ
＝
ロ

区査調

日

ｏ
ｏ
」

』
§
Ｈ
＝
口

　

臼

Htl
L=125100m
C  Ct

Pitl
▼   1.10YR2/1 黒色シルト 粘性  中 締 中 焼土粒 炭粒混入

RA060 A‐A' Bお '

1 10YR3/1 黒褐色ンル ト
2.10YR2/1 黒色粘質シル ト (中粒砂少 し混 )

3 10YR3/2 黒褐色粘質シル ト (責色砂 ブロック多 く混 )

4.loYR2/2 黒褐色粘質ンル ト (中 粒砂、火山灰ブロック混 )

5 10YR2/2 黒褐色 シル ト (地山BL混 じる)

O     t60     2m

(RA060カマド〉
RA060 カマド A―AI B‐BI C― C'

1,lCIYR3/2 黒褐色シルト 粘性 強 締り 疎 褐色土粒多い (住居覆土 )

2.10YR4/4 褐色シルト 粘性 弱 締り 密 (カマド天非 )

35m/2 黒褐色シルト 粘性 弱 締り 疎
4 10YR2/1 黒色シルト 粘性 弱 締り 疎 褐色土粒 火山仄泣少量含む
5 10YR2/2 黒褐色シルト 粘性 強 締り やや疎 焼土多い (燃焼部 )

6 10YR4/4 褐色シルト 粘性 中 締り 密
7_lllYR2/2 黒掲色ンルト 粘性 やや強 締り 中
8.5YR2/2 黒褐色シルト 粘性 強 締り 密 焼土多い

9 1tlYR2/1 黒色シルト 粘性 強 締り 中

237(No 4)

238(No 5)

0       1:30       1m

∩
|

A ↓卜 127,70Clmψ      上  A'

|>

Ｆ
一

Ｆ
Ｈ
ド
囀
い
い
〇
〇
Ｂ B L=125 30Clm B' ユ

L-125.300m

③

240(No l)
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V 第29次調査

剣 縁
′
 241

0              1:4             20cm

第56図 RA060住居跡出土遺物

するため、土層注記は第 23次調査区で記録 されたものを記載 した。 1層 は23次調査区でのみ確認 さ

れた。 2・ 3層 は黒色堆積上である。堆積は自然のレンズ状堆積の様相を示す。

[壁 ・床面]壁 はほぼ直立する。カマ ド周辺の床面は硬 く締まっている。

[カ マ ド]1基 東壁で検出している。カマ ドの主軸方向はN-98° 一 Eである。南袖部部は撹乱され

ているが、北袖部部は残存する。北袖部長 さは 83 cm、 黒褐色土 と黒色土が互層 をなしてお り、上を

数回に分けて盛 り上げて作ったと考えられる。カマ ド内部に支脚は認められない。

煙道部部は全長 1.32m。 径 0.25mで、直径 0.35m。 深 さ35 cmの 煙出し部部に向けて緩やかに下降

する割 り貫 き式である。天丼部は著 しく被熱 してお り赤変 している。

[柱穴]明 確な柱穴は確認できなかった。カマ ド西にピツトが認められるのみである。

[土坑]確 認されなかった。

遺物 (第 56図 ・写真図版 62)

[出土遺物]土師器 (非黒色処理)杯口縁部 18点出上 してお り、 3点 を掲載する。土師器 (黒色処理)

口縁部破片 1点・土師器台付杯破片 1点出土 しているが、微小であるため不掲載 とした。土師器甕口

縁部は 8点中 2点、底部は 1点中 1点、土師器鉢は 1点中 1点掲載 した。

遺物は全て第 29次調査区のカマ ド内および周辺から出土 している。カマ ド内の遺物出土状況は、

煙道部入口と北袖部内側、ピット上面からの出土である。

土師器杯 (235)・ 鉢 (238)と も底面に回転糸切痕が認められる。 (238)は ロクロ成形が施 されてい

る。土師器 (黒色処理)杯片が 1点出上 しているものの、土師器 (非黒色処理)杯が 18点 と卓越する。

小結 遺構の時期は、出土遺物の特徴から9世紀後半～ 10世紀前半と考えられる。
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1 竪穴住居跡

(-62)

L=125100m

RA076 A‐ A'

1 10YR2/2 黒褐色 ンル ト 粘性 中 締 り 密
2 111YR2/1 黒色 シル ト 粘性 中 締 り 中
3 111YR2/2 黒褐色シル ト 粘性 弱 締 り やや疎
4 111YR2/2 黒褐色 シル ト 粘性 中 締 り やや密

褐色土粒直径 5 Hulを lo%含む

5 111YR2/1 黒色 シル ト 粘性 中 締 り やや密
6 111YR2/2 黒掲色 シル ト 粘性 弱 締 り 中

褐色土粒直径 3～ 5Dlを lo%合む

Pitl

B   B'L=124.400m

u
7  111YR2/2

8 10YR2/2
9  1tlYR2/2

10. 10YR2/3
11. lllW/1
12, lllYR2/2

13.lllYR2/1
14. 10YR4/4
15, ltlYR2/3

RA076 PI■
1 ltlYR2/2
2 10YR3/4
3 10YR3/2

RA076

黒褐色 シル

黒褐色 シル

黒褐色 シル

黒褐色 シル

黒色 シル ト

黒掲色 シル

黒色シル ト

褐色 シル ト

黒褐色ンル

粘性 弱 締 り やや密
粘性 中 締 り 中 褐色土プロック直径 1～ 5 cnを 20%含む

粘性 弱 締 り 疎 褐色土粒直径 1～ 3 mlを 5%含む

粘性 強 締 り 疎 褐色土粒直径 1～ 3H」 を 5%含む

粘性 中 締 り 中 焼土粒直径 1～ 2 nHを 20%含 む

粘性 やや強 締 り 中 褐色土粒直径 3～ 5 cllを 30%含む

粘性 強 締 り 中 掲色土粒直径 3～ 5 cmを 5%含む

粘性 中 締 り 中

粘性 中 締 り 中 褐色土がマーブル状に混入する

0          1:60         2m

疎

り

り

締

締

締

強

強
や

や

強

や

や

性

性

性

粘

粘

粘

ンヽ

ンヽ

ツヽ

剛翻醜翻
やや疎 褐色土プロック直径 5～ 10cnを20%含み斑状をなす
やや疎

第57図  RA076住居跡

遺構 (第 57図 。写真図版 50)

[位置]第 29次調査の東調査区の 12Q10tグ リッド付近に位置 し、第 15次調査区の RA049か ら5m、

RA047か ら3m(推定)の間隔を置 く。検出面はⅢ層上面である。東調査区の南端に一部検出された。

調査区内でも調査時使用中のパイプが通つていたため、掘削 していない部分がある。

[平面形・規模]平 面形は調査区内だけで確認 した範囲から方形を呈すると推測 される。規模は北壁

5.7mで、他は調査区外に延びるため不明。主軸方向はN-20° TEの可能性がある。

[堆積土]黒 褐色土主体で、褐色土粒が多 く含まれる。覆土下層 12層 上面に焼土およびえが層をなし

ている。灰白色火山灰は 8層 中に粒子で含まれる。レンズ状の自然堆積を呈する。

[壁・床面]】ヒ壁は急傾斜で立ち上がる。壁高は東壁 12 cm、 北壁 22 cm、 西壁 36 cm残存する。掘 り方

埋土上面を床面 としており、ほぼ平坦で床面束ほど硬化 している。

[カ マ ド]第 29次調査区では検出していない。調査区範囲外に位置すると思われる。

[柱穴]】ヒ西隅のピット1は柱の痕跡はなく、径 35 cm深 さ26 cmで ある。調査区境のピット3は柱痕

が顕著で、掘 り方を含めた規模は直径 36 cm深 さ42 cmである。

[土坑]中 央に 1基認められる。直径 125 cm深 さ62 cmで、貯蔵穴 と考えられる。層相は住居堆積土
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V 第29次調査

≪
|

252
0        1:2       10cm

242-251
0              1:4             20cm

第58図  RA076住居跡出土遺物

に類似する。

遺物 (第 58図・写真図版 62・ 63)

[遺物]土 師器 (非黒色処理)口縁部総数 5点 中 4点、土師器 (黒色処理)口縁部 3点中 2点、台付

ネロ縁部 1点中 1点、土師器甕口縁部 1点 中 1点、底部 2点中 1点掲載 した。土器以外 |こ は刀子 1点

が出土 している。

242・ 244・ 245は貼床、246・ 248・ 252は ピット2、 他は床面出上である。覆土中の出土はほとんど

認められない。2421よ底面ヘラケズリ、243～ 245。 248。 2491よ 回転糸切 りである。249の台部は剥落

しているが、回転糸切 り後に台部をナデによって貼 りつけている痕跡が認められる。土師器 (内面黒

色処理)の杯・台付杯は放射状のヘラミガキが顕著である。250は ロクロ成形による土師器奏である。

251は底面砂底である。252は ピット2上面から出土 した。現存長 H.8 cm。 (刃 部長 6.O cm・ 幅 1.2 cm・

厚さ0.4 cm)。 (基部長 5.8 cm。 幅 0,7 cm・ 厚 さ0.3 cm)で ある。

土師器 (非黒色処理)杯 と (黒色処理)杯 との組成比は 5:3で 、 (非黒色処理)がやや多いが、

RA060と 比較すると、 (黒色処理)郭の割合が多い。

小結 RA076住居跡が位置する東調査区は、第 15次調査区に隣接する。第 15次調査区で検出され

た RA045・ 047・ 048'049は 奈良時代の竪穴住居跡で、全て北西壁にカマ ドが作 られている。一方で

平安時代のカマ ドは東壁に造 られることが多 く、RA076に関してもカマ ドは東壁で検出される可能性

が高い。

遺構の時期は、出土遺物の特徴から9世紀後半から lo世紀初頭 と考えられる。
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竪穴住居跡

×
14N13v

炭化材の樹種
ケヤキ…④ ① ④ ① ⑮
ナ ラー③ ⑫ ① ⑫
ク リ ■まか

Ⅲ rrr岳 F

遇

０
い
ヾ
§
】
出

ml

L=124300m

L=124000m

L=124∞Om

C'

Pit2

RA077 A‐ AI B‐ 3'

1 10YR2/2 黒褐色シルト 粘性 中 締り 中 直径 2～ 3cmの 自色火山灰が5%混入し斑状をなす

2 10YR2/3 黒褐色シルト 粘性 強 締り やや密
3 111YR2/2 黒褐色シルト 粘性 中 締り 中 直径 2～ 3cmの 白色火山灰力謗0%混入

4 1tlYR2/2 黒褐色シルト 粘性 強 締り やや客 炭粒直径 1～2mを 5%含む

5 10YR23 黒褐色シルト 粘性 中 締り やや密 褐色土粒直径5mm～ lcmを 20%含む

6 10YR2/3 黒褐色ンルト 粘性 中 締り 中 掲色土粒直径 1～3atを 10%含む

7 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 強 締り やや密 焼土粒直径5a15%、 炭粒直径5HH 5%含む

8 10YR3/4 暗褐色シルト 粘性 強 締り 中 掲色土ブロック直径3～ 5clを 400/o含 み斑】犬をなす

9 10YR3/2 黒褐色シルト 粘性 中 締り 中 掲色土粒直径 1～3HHを 3%含む

10 10YR2/1 黒色シルト 粘性 強 締り やや密 褐色土ブロック直径 3crlを 3%含む

11 10YR2/1 黒色シルト 粘性 やや強 締り 密 褐色土ブロック直径3cmを 1%含む

12 10YR4/4 褐色シルト 粘性 強 締り 中 黒褐色シルトを30%含み斑状をなす

13 10YR4/4 褐色シルト 粘性 強 締り 密 10YR2ρ黒褐色シルトを部分的に含む(貼り床 )

RA077 Pitl～ 4 C―C D‐ D'

1 10YR2/3 黒褐色シルト 粘性 強 締り 疎 炭少量、焼土多、上面焼土多い

2 1oYR4/4 褐色シルト 粘性 強 締り 密 褐色土ブロック多い、掘り方

RA077 周溝 E‐E μF
l 10YR2/1 黒色シルト 粘性 強 締 中

RA077 Pit5 6 ■―HI C― GI

l 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 中 締 中 炭粒少量含む

0        1:60       2m

レ 124000m
E  EI

イ 1 『中ＶＰｉｔ５
『〕〉駈
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° L=123.000m

C  L=123.30Clm C'

V 第29次調査

(RA077カマド〉
RA077 カマド 洋 A'

1 10YR2/3 暗褐色シルト 粘性 中 締り 中

2 10YR4/4 褐色シルト 粘性 強 締り やや密

(天丼崩落土 )

3 10YR2/3 暗褐色シルト 粘性 強 締り やや疎

4 1klYR3/3 暗褐色ンルト 粘性 中 締り 中

均質
5 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 粘性 弱 締り

やや密 (天丼崩落土 )

6 1tlYR3/4 暗褐色シルト 粘性 強 締り 密

7.5YR3/3 暗赤掲色シルト 粘性 強 締り 密

8 10YR3/4 暗褐色シルト 粘性 強 締り 密

9.炭層
10.10YR3/3 暗褐色シルト 粘性 強 締り 中

暗褐色シルトプロック状に入る

■ 10YR2/3 暗褐色シルト 粘性 強 締り やや疎

12 5YR3/4 暗赤褐色シルト 粘性 弱 締り 密

13 5YR3/6 暗赤褐色砂 粘性 弱 締り 疎

V 10YR4/4 褐色砂 粘性 弱 締り 疎

(砂層)掘りすぎ

RA077 カマド B― B'

1 ltlYR3/3 暗褐色シルト 粘性 中 締り 中

炭、褐色土粒、焼土粒直径3～51oHを少量含む

2 1KIYR3/4 暗褐色シルト 粘性 中 締り 中

焼土多く混じる

3 10YR2/3 暗褐色ンルト 粘性 中 締り 中

4 10YR2/3 暗褐色シルト 粘性 中 締り 密

褐色上多い

5.10YR2/1 黒色シルト 粘性 強 締り 中

6 10YR4/3 1こ ぶい黄掲色ンルト 粘性 強 締り

密 (天丼崩落土 )

7 5YR3/6 暗赤褐色シルト 粘性 強 締り 中

8 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色シルト 粘性 強 締り 中

9 1侃家夕1 黒色シルト 粘性 中 締り 疎 濃層

10 10YR4/4 褐色シルト 粘性 中 締り 密

H 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色シルト 粘性 中 締り 密

12 5YR3/4 暗赤褐色シルト 粘性 弱 締り 密

13 5YR3/6 暗赤褐色砂 粘性 弱 締り 疎
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第 60図  RA077住 居跡 (2)

RA077
遺構 (第 59・ 60図・写真図版 51'52)

[位置]第 29次調査南調査区の 14Nllxグ リッド付近に位置する。第 23次調査区RA066か ら南西

に50mの距離を置く。

[平面形・規模]住居の南東側は水田耕作により削平され、わずかに貼 り床を残すのみであるが、貼

り床の残存状況から、平面形は方形を呈すると考えられる。規模は6.Om× 6.4m。 主軸方向はN一

45° 一Wである。壁の残存長は、北西壁 6.23m、 北東壁 (推定 5,28m)、 南東壁 6.23m、 南西壁 5。92

mである。

[堆積土]床面直上に炭化材と焼上が多量に検出された。検出範囲はカマ ド側に偏るが、南東側は撹

乱によって削平された結果である。炭化材は南西―北東と北西―南束の 2方向に向いて出土しており、

上屋構造を知る手掛かりとなりうる。出土炭化材は全て肉眼による樹種同定を行っており、ケヤキが

④・⑪・⑮ o④・⑮、ナラが③・⑭・⑪・⑫、他が全てクリとの結果を得ている。炭化材は焼土上面

および下面からも出土しており、上屋上面に土が葺いてあった可能性もある。炭化材・焼土堆積後、

堆積土は黒色上を主にしておリレンズ状に堆積している。堆積± 1・ 3層 に灰白色火山灰の混入が認

められる。

[壁 ・床面]壁はほぼ垂直に立ち上がる。深さは50 cm程 度である。床面はカマ ド周辺ほど硬化が認め

られるが、南東側は撹乱を受けているため、全体の様相を知りえない。

床面壁際には周溝が廻る。周溝は幅 10～ 14 cm深 さ8 cm程 度で、カマ ド袖部脇から設定されている。
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南東側は撹乱により貼り床の一部まで削平されており、周溝も削平されている。

[カ マド]北西壁に 1基確認した。北西壁のほぼ中央に位置する。カマドの主軸方向はN-44° 一W
方向である。煙道部は長さ1.58m直径 43 cmで、直径 29 cm深 さ64 cmの 煙出し部に向けて下降する引

り貫き式である。煙道部および煙出し部は著しく被熱している。袖部は褐色土を基本に構築されてお

り、南袖部に253、 北袖部に254が逆位で据えてあった。南袖部には自然礫も出上しており、カマド

構築材料として用いられた可能性もある。南袖部の長さは 108 cm、 北袖部の長さは96 cmで ある。支脚

は出土していない。北袖部上器No 8の脇の燃焼部から出土した炭化材の樹種はクリである。平坦な板

状の形状を呈し、床面から出土したクリ材より繊維が解れており、カマド使用に伴う燃料として使用

された可能性がある。

[柱穴]4本柱で構成される。ピット1～ 4は柱痕跡を明確に残す柱穴で、平均直径 27.5 cm深 さ49,25

cm木柱痕跡直径 17 cmである。ピット5・ 6は柱痕跡がなく、深さも浅いため柱穴である可能性は低い。

ピット1～ 4の配置を観察すると、住居の中央を中心とした4本柱構成となっている。

[土坑]土坑・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物 (第 61図・写真図版 63・ 64)

[出土遺物]土師器杯 (黒色処理)の極小破片 1点 (貼 り床)、 土師器奏口縁部 6点、底部 7点、砥石

1点が出上している。うち土師器奏口縁部 5点、底部 2点、砥石 1点 を掲載した。253。 254は カマド

袖部に再利用されたものである。255。 256・ 259は住居北隅に一括 して全て横位の状態で出上した。

256の上に255が折り重なるように検出した。256は 土圧で割れるもののほぼ完形であるが、255は検

出時すでに上片側が失われており、下片側内面を上にした状態で確認した。上片側は耕作により失わ

れた可能性がある。

RA077出土土器で特筆されるのは256である。頸部に括れがあり、口縁部にかけて緩やかに広がる

器形を呈する。胴部はやや膨らむが、口縁部が最大径となる。内面はヘラ削り、外面はハケメ調整が

施される。胎土 。調整・焼成は在地の様本目を呈しているが、口縁端部に指頭押圧による加飾が施され

ている。内面端部は指頭押圧によって波状に膨らむ。口縁端部文様は、縄文時代晩期中葉～後葉に当

該地域に多 く出土する粗製深鉢に顕著な文様に酷似する。類例として宮城県古川市名生館官衛遺跡

S11255b住居跡に 1点認められるものの、全体像を把握できる資料は他になく、非常に希少な例とい

える。ただし、名生館官衛遺跡資料は底部から頸部にかけて直立する器形を呈しており、器形の上で

は256と は異なる。256は 、器形と口縁部装飾の点では縄文時代晩期後半の粗製土器に近似し、調整

は古代の上師器と共通する。

砥石260は カマド南のピット3脇床面直上で出土した。砥石は凝灰岩製で仕上げ砥石と判断される。

5面に使用面が認められ、上面以外の使用面は湾曲しており、非常に使い込まれている。

小結 当住居跡は焼失住居で、床面に多数の炭化材と焼土を検出した。床面に散在する炭化材は、壁

際にはほとんど認められず、4本柱穴の内側から多く出上している。床面直上から出土した炭化材に

は焼上が多量に伴っており、上屋に上が被せてあった可能性も考えられる。壁際には隅の三角堆積の

傾斜に沿って焼土が堆積しており、住居廃棄後一定の時間を置いてから上屋構築物が焼失したと考え

られる。また、当住居跡からは貼り床出土を除き、杯が 1点 も出上していない。このことからも住居

廃絶後、一定の時間があつたと考えられる。住居北隅には在地の球胴甕と一括して口縁端部装飾のあ

る特殊な甕が出土しており注目される。また、奏が多く出土しているにも関わらず、貼 り床出土の土

師器 (黒色処理)杯口縁部小破片以外、杯の出土が認められないことも特筆される。住居形態および

出土遺物から奈良時代 8世紀と考えられる。
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凄院彰否

1 堅穴住居跡

ギ
H狛

Pit3
レ 125100m
C    C'

V
C― CI

l 10YR2/3 黒掲色シルト

粘性 強 締り 中

1 10YR2/3 黒褐色シルト

粘性 強 締り 中

0       1:60      2m

Ｐｉｔ‐̈］」荘
L=125500m

RA078 A―A
l  10YR2/1
2 111YR2/2
3 10YR2/3
4 ЮYR3/4
5. 10YR2/1
6  10YR4/4

B‐ BI

黒色シル ト

黒褐色シル ト

黒褐色 ンル ト

暗褐色 シル ト

黒色 シル ト

褐色 シル ト

粘性 弱 締 り 強

粘性 強 締 り 強 火山灰ブロック含む、焼土粒 砂粒 1%含む

粘性 強 締 り 中 掲色土粒直径 2画 を 1%含む

粘性 中 締 り 強

粘性 強 締 り 疎

粘性 強 締 り 密 (貼 り床 )

第62図 RA078住居跡 (1)

RA078

遺構 (第 62・ 63図・写真図版 53・ 54)

[位置]第 29次調査北調査区 HP14hグ リッド付近に位置する。RA079か ら6.6m、 則巳002か ら5。 8m、

RA060か ら18.8mを測る。

[平面形・規模]3.9× 4.65mの 長方形を呈する。壁の残存長は北壁 3.9m、 東壁 4.65m、 南壁 3.3m、

西壁 4.64mを 測る。深さは最 も深いところで 19 cmで ある。

[堆積土]壁 際には暗褐色上の三角堆積が認められ、全体的に黒褐色上の緩やかなレンズ状堆積の様

相を示す。 2号カマ ド北脇の床面直上に焼土の堆積が認められるが、RA078に は炭化材の出土が認め

られないため、当住居跡は焼失住居 とは考えられない。

[壁・床面]壁 は北 。東 。西壁においてほlF垂直に、南壁はやや緩やかに立ち上がる。床面は全体的

に硬化が認められるが、 1号カマ ド周辺が著 しい。

[カ マ ド]東 壁に 2基検出した。 2号 カマ ドは北寄 りに配置され、袖部燃焼部が久落 してお り、旧期

のカマ ドと判断される。 1号カマ ドは南寄 りに位置 し、新期カマ ドと考えられる。

1号カマ ドの主軸方向はN-100° 一Eである。遺構は上面が著 しく削平されてお り、浅 くしか残

存 していないため煙道部部分は検出されなかった。煙道部長は残存するだけで 35 cm径 20 cmで ある。

煙道部部分 と同様に煙出し部も検出されなかった。袖部は褐色土 と暗褐色上で構成される。煙道部入

り口には土師器甕破片 279が出上 しているが、完形ではないためカマ ドに据えられた甕 とは考えられ

ない。燃焼部からも土師器 (非黒色処理)杯・土師器奏破片が出上 している。カマ ド北脇にピット1

があり、 1号カマ ドに伴う貯蔵穴と考えられる。

2号カマドの主軸方向は不明だが、 1号 カマドとほぼ同方向と考えられる。旧期のカマドであるた

め床面の被熟面のみ残存し、袖部部・燃焼部は喪失している。煙道部は径 32 cm長 さ35 cmの みで、東

側は井戸の撹乱が及んでいる。カマド南脇にピット2があり、2号カマドに伴う貯蔵穴と考えられる。
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第63図 RA078住居跡 (2)

[柱穴]1個 検出した。ピット3は住居南西に位置し、1径 42× 40m深 さ 16 clllで、黒色上で構成され

る単層を示す。柱痕が認められない上にごく浅 く、対応する柱穴も検出されなかつたため、柱穴でな

い可能性もある。

[土抗]各カマド脇に1個ずつ貯蔵穴が検出された。ビツト1は 1号カマドに伴う.貯蔵穴と考えられ、

堆積土は単層|である。堆積土中から土1師器 (非黒色処理)邦 262・ 土師器養278が出土している。壁

際からピット上面にかけて自然礫を多量に検出している。上器は自然礫に混入するものや、自然礫上

面からも出土している。

ピツト2は 2号カマドに伴う貯蔵穴と考えられる。堆積土は単層で、黒色上で構成される。土師器

(非黒色処理)杯 3点・土師器 (黒色処理)不 2点の極小破片が出土している。

ガ
嶽
紆
牌

(1号カマド)
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第65図 RA078住居跡出土遺物 (2)

遺物 (第 64・ 65図・写真図版 64・ 65'66)

[出土遺物]土 師器 (非黒色処理)杯口縁部片総数 42点中 12点、底部 H点中 2点 を掲載 した。杯は

他に土師器 (黒色処理)口縁部 2点・底部 5点、須恵器口縁部 1点が出土 しているが、極小破片であ

ったため不掲載 とした。台付杯は土師器 (非黒色処理)台部が 1点出上 しており、 1点掲載 した。土

師器 (内外黒色処理)台部が 1点出上 しているが、小破片のため不掲載 とした。甕は土師器 (非黒色

処理)口縁部片が 20点 出上 してお り、うち 6点 を掲載 した。底部片は 7点中 2点 を掲載 した。胴部

片では、須恵器壺の破片が 1点出土 している。

土器は覆土からも出上 しているが、残存状態が良 く、器形復元できる個体は大部分が下層および床

面直上・カマ ド周辺からの出土である。

郭で底面が残存 しているものは全て回転糸切 り痕が認められる。杯口縁部点数の組成比 をみると、

土師器 (非黒色処理)が 42点 で杯全体の94%、 土師器 (内外面黒色処理)1点 。2%、 土師器 (内

面黒色処理)1点 ・ 2%、 須恵器 1点・ 2%を 占めてお り、圧倒的に土師器 (非黒色処理)が卓越す

る。この構成比はRA060の 上師器 (非黒色処理)1:土 師器 (黒色処理)18の割合に類似する。甕

は全てロクロ成形による。

273は墨書土器である。胴部下半～底部の破片資料であるため、全体の様オロを知 り得ないが、胴部

下半に縦線が引かれている。Q2下層、 1号カマ ド周辺からの出土である。

土器以外には、刀子が 1点出土 している。 1号カマ ド周辺の覆土下層から出上 した。現存長 7.O cm、

幅 0.6～ 0。 9 cm、 厚 さ0.2～ 0.35 cmを 測る。端部を持たない破片があ り、接合 しないが同一個体 と考え

られる。

小結 当住居跡は東壁にカマ ドが 2基作 られている。北側の 2号 カマ ドは旧カマ ドで、ピット2が貯

蔵穴、南側の 1号カマ ドは新カマ ドでピット2が貯蔵穴である。住居跡の時期は、住居構造 と出土遺

物から9世紀後半からlo世紀初頭と考えられる。

RA079

遺構 (第 66図・写真図版 55・ 56)

[位置]第 29次調査北調査区 1lP20mグ リッド付近に位置する。

[平面形・規模]規模は4× 3.84mで方形を呈する。主軸方向はN-98° ■ E。 南東端が調査区外へ延
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0         14        20cm

第67図  RA079住居跡出土遺物 (1)

びるため現存値 となるが、壁残存長は北壁 3.841n、 東壁 (4.00)m、 南壁 (3.08)m、 西壁 3.88mで ある。

[堆積土]黒 色土を基本 とし、レンズ状の自然堆積の様相を呈する。全体的に褐色土粒・焼土粒を多

く含む。床面広範囲に焼土および炭化材が出土 してお り、焼失住居の可能性がある。炭化材は全点肉

眼による樹種同定を行った。NQ l―サクラ (ヤ マザクラ ?)、 No 2-ク ワ、No 3・ 4-カ ヤ、No 5-

ウルシ、No 6・ 7-ク リという結果を得た。RA077よ リバラエテイー富んでいる。

[壁 ・床面]壁 はほぼ垂直に立ち上がる。深さは最 も深いところで 32.O cmで ある。床面は全体的に硬

化が認められ、カマ ド周辺がやや強い。

[カ マ ド]東 壁に 1基検出した。燃焼部は調査できたが、煙道部は調査区外へ延び、原地表面には現

在の建物があったため調査を行っていない。推定値 となるが、主軸方向はN-98° ―Eである。袖部

は暗褐色土で構成される。支脚 として下から291・ 292・ 295の 杯が逆位で配置され、その上にさらに

309土 師器甕底部が重ねられていた状態で検出 した。検出時の支脚全体の高さは 9 cmである。

[柱穴]ピ ット1(直径 34 cm深 さ 9 cm)・ 2(直径 24 cm深 さ8 cm)の 2個 を調査 したが住痕が認めら

れず、また配置からも柱穴の可能性が低い。

[土坑]検 出していない。

遺物 (第 67・ 68図 ・写真図版 67～ 69)

[出土遺物]土 師器 (非黒色処理)杯口縁部総数 40点 中 11点、土師器 (内面黒色処理)郭口縁部総

数 7点中 4点、土師器 (内外面黒色処理)杯 4点中 1点、土師器甕口縁部 17点 中 6点・底部 10点 中

3点、須恵器瓶類底部 1点 を掲載 した。他に土師器 (非黒色処理)杯底部 H点、土師器 (黒色処理 )

291

姦
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1 堅穴住居跡

0               1:4            20cm

第68図  RA079住居跡出土遺物 (2)

杯底部 2点、須恵器杯口縁部 6点 ・底部 2点は小破片のため不掲載 とした。

遺物は大部分がカマ ド周辺からの出土である。杯の底面調整は全て回転糸切 りによるもので、杯口

縁部の組成比は、土師器 (非黒色処理)40点・土師器 (内面黒色処理)8点 ・土師器 (内外面黒色処

理)3点 ・須恵器 6点で、土師器 (非黒色処理)が卓越するものの、黒色処理が一定量組成 し、須恵

器が第 29次調査中では最 も多 く出上 している。

甕はロクロ使用・非使用の両者が出土 している。

286は カマ ドおよび床面直上からの出土である。底面を上、口縁部を下にした状態で体部に墨書で「方」

と記 されてる。「工」の留め、撥ねが観察され、書の心得がある識字者による墨書 と考えられる。

「勺」部分は摩減しているが、器面全体が摩滅しているのではなく、墨書の「勺」部分のみ摩減して

い る。
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V 第29次調査

卜 125 401Jm
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割
2

(P3〉

「　（い〕）の

上 ①

の
∞

〈Pl〉

北 P25e

協 lc

RA004 Pitl～ 6 洋A' B―B' GC'
1 10YR2/二  黒色シルト 粘性 強 締り やや疎 均質

2 10Ⅵ98 黒褐色シルト 粘性 強 締り やや密 褐色土粒直径3～ 5nllを 20%含む

3 10YR4/4 褐色シルト 粘性 弱 締り 密 如 ック混入

4.10YR2/3 黒褐色ンルト 粘性 強 締り やや密 褐色土粒直径 3～ 511を 20%含む

5。 10YR2/3 黒褐色シルト 粘性 強 締り やや密 褐色土粒直径3～ 5HEを 20%含む

6 10YR4/4 褐色シルト 粘性 弱 締り 密 プロック混入

7 10YR2/3 黒褐色シルト 粘性 強 締り やや密 褐色土粒直径3～ 5Hunを 20%含む

0        1:60       2m
|

第69図 RB004掘立柱建物跡

小結 当住居跡は焼失住居の可能性があ り、カマ ドの位置および出土遺物から9世紀後半から 10世

紀初頭 と考えられる。

2 掘立柱建物跡

RB004

遺構 (第 69図・写真図版 57)

[位置]第 29次調査北調査区 1lP24eグ リッド付近に位置する。RA060か ら東に 1.8mの 地点に隣接す

る。

[平面形・規模]南 端が第 29次調査区外に延びるため全体の様相を知 りえず、現況では 1間 ×2間で

あるが、過去の調査事例から、 2間 ×2間の建物跡の可能性がある。残存長は東西柱列総長 6.23m、

南北柱列総長 (3.08)m、 軸方向はN-84° 一Wも しくは NЧ°
一Eである。柱間はPl～ 2・ P2～

3が 2.9m、 P3～ 4が 2.7m、 Pl～ 4が 2.55mである。

[柱穴]調査区内で 6個 を確認した。P5は規模および堆積土が異なるため、掘立柱建物を構成しない

可能性もあるが、位置的要素から報告に至った。黒色土からなる柱痕跡が Pl・ 3・ 4・ 6で認められた。

埋土は褐色土粒を含む黒褐色上である。柱穴の掘り方は円形で、直径平均 31 cm、 深さ10～ 16 cmで あ

る。

遺物 (第 72図 ・写真図版 69)

[出土遺物]土 師器 (非黒色処理)杯口縁部破片がP6か ら出上 している。

小結 出土遺物から9世紀後半から 10世紀初頭 と考えられる。

生
◎
くP4〉

B           L=125,400m

⑮
∞
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3 土坑

3土  坑

(1)陥 し穴状土坑

遺構 (第 70図 ・写真図版 58。 59)

第 29次調査南調査区南端において、溝状の陥し穴状土坑 4基を検出した。遺構検出面はRDl12・

113がⅢ層上面である。RDl14・ 115は水田耕作によって削平され一段低 くなった地点で検出しており、

検出面はⅣ層である。第 19,20次調査区で同様の陥し穴状土坑 14基を確認しており、第 29次調査に

おいて検出した4基も一連の陥し穴状土坑と判断される。

RDH2・ 113は隣接 している。RDl13は RA077か ら5m、 RDl12は RDl13か ら8mに位置する。RDl14・

115は 隣接 しており、 6m間隔がある。規模の共通する 2基が 1組で配置されている。

RDl12(第 70図・写真図版 58)

[配置]14N16gグ リッド付近に位置する。RA077か ら南西に 1l mの地点に位置する。

[形状]糸田長い溝状の平面形を呈する。

[規模]開 口部径 3.12× 0.58m、 底面径 3.52× 0.18m、 深さlmである。

[堆積土]底 面に黒褐色土が堆積 した後、壁崩落黄褐色土の堆積が認められる。

RDl13(第 70図・写真図版 58)

[位置]1州 12tグ リッド付近に位置する。RDH2から北東に8mの地点に位置する。

[形状]壁 崩落により開口部の形状がやや細長い溝状の平面形を呈する。

[規模]開 口部径 3.52× 1.02m、 底面径 3.58× 0。 13m、 深さ0.9mである。

[堆積土]底 面に黒褐色土が堆積 した後、壁崩落黄褐色上の堆積が認められる。

RDl14(第 70図・写真図版 59)

[位置]14N22oグ リッド付近に位置する。RDl12か ら南東に6mの地点である。

[形状]南 東端が撹乱されているが、現存範囲からRDl12・ 113よ り細長い形状 と判断できる。

[規模]現 存値で、開口部径 (3.30)× (0.20)m、 底面径 (3.20)× (0.13)mである。

[堆積土]底 面付近に黒褐色上の堆積が多 く、中位は経黄崩落褐色土が堆積、さらに上位には黒～暗

褐色上が堆積 している。いずれも自然堆積 と判断される。

RDl15(第 70図・写真図版 59)

[位置]14N20qグリッド付近に位置する。RDl14か ら北東に6mの地点である。

[形状]本 来の掘 り込み面は検出面より上位であると考えられるが、上部を撹乱されてお り行 く中位

～下位のみが残存 している。そのため、平面形は非常に細長い形状を呈する。

[規模]開 口部径 4.3× 0.lm、 底面径 4.3× 0。 lmである。

[堆積土]底 面にはⅣ層の再堆積が認められる。下層は黒色土で構成され、上層は壁崩落褐色土が堆

積 している。

第 3表 第 29次陥し穴状土坑観察表

遺構名 位 置 平面形
開口径 (cm) 底面径 (cm) 深さ

(Cm)

等高線

との位置関係

標高

(m)
出土遺物 備考

偏言草由 短 軸 f言車由 短軸

RDl12 14N15q 清 状 312 58 352 垂 直 124.1 遺物なし

RDl13 14Nllv 溝状 352 102 353 13 90 垂直 124.1 遺物なし

RDl14 14N22o 両頭形 (330) (20) (320) (13) 58 垂 直 124.1 遺物なし 一部攪乱

RDl15 14N20r 両頭形 430 430 72 垂直 124 遺物なし
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V 第29次調査

Xl“u

ザ
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一く
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黒色シル ト

黒褐色 シル ト地に10YR4/4褐色シル トが混 じる、粘土質シル ト

Ⅱ層 とⅢ層の混土

黄掲色シル ト地に10YRa/1黒褐色 ンル トが混 じる、粘土

Ⅲ層の汚れ再堆積

黄掲色 シル ト地にloYR3/1黒掲色 ンル トが混 じる、砂～砂質シル ト

3層 に似るが砂混 じり、Ⅲ～Ⅳ層の汚れ再堆積

黒褐色 シル ト 砂 Ⅳ」詈の再堆積 にⅡ層 ?の ブロック含む

褐色 ンル ト 砂  Ⅳ層の再堆積 (aと bの混土 ?)
黒褐色シル ト 砂 やや粘性持つ部分あ り

黒色ンル ト 黒ボク土

黒掲色 シル トとloYR5/6黄褐色 シル トが同 じくらい入 り混 じる、

粘土 Ⅲ層の汚れ再堆積

黄褐色シル ト地に わずかに 10YR4/2灰 黄褐色シル トを含む、

粘土 と砂の混土 ややもろい ⅣJ目 の汚れ再堆積土

黄褐色シル ト もろい Ⅳ」書の再堆積
黒色シル ト地に わずかに10YR5/6黄褐色 シル トが混 じる、

業常 にもろい 根 による携乱で I層が貫入 したもの

仄黄褐色砂 根 による撹乱でⅣd詈 が変化 したものと思われる

RDl14
1 7 5YR2/1 黒色 シル ト地に 10YR3/5暗 掲色シル ト混 じる、

粘土質シル ト Ⅱ層再堆積含む、RDn31の 2層 の中間的
2 10YR3/4 暗褐色シル ト地に 7 5YR2/1黒 色シル ト混 じる、

粘土質シル ト Ⅲ層の汚れ再堆積 RDl13の 2層 に相当

B

A 浪魏

RDl12
1 7 5YR2/1
2. 10YR2/2

3 10YR5/6

4 1CIYR5/6

5 111YR3/2
6 10YR4/4
7 10YR3/1

RDl18
1 7 5YR2/1
2 7 5YR2/1

3 10YR5/6

4 1oYR5/6
5 7 5YR2/1

6 10YR4/2

くRDl14〉
x14N22o

BI

※4N″ n 調査区介

3 10YR5/6

4  10YR4/3
5  7 5YR2/1
6 10YR4/2

7  10YR4/4

黄褐色 シル ト 粘土

Ⅲ層かⅣ層のグライ化 した部分の再堆積
にぶい黄褐色シル ト もろい Ⅳ層の再堆積

黒色 シル ト 非常にもろい Ⅱ層再堆積か根 による境乱
にぶい黄褐色 ンル ト 粘土質シル ト もろい

4層 と同 じと思われるが、より汚れている

褐色 シル ト 粘土 Ⅳ層の再堆積、

5

6

B'     7
-―――――-        8

9

底 に 10YR2/1黒 褐色土

8 1層 の一部 盛土 と思われる

9 1層 の一部  10YR2/1黒掲色シル ト地にlllYR5/6黄 褐色シル トの

細かいブロック含む、畑の耕作土であろう
Ⅱ層
ⅣDleの一部
Waleが グライ化 してシル ト質になったもの

Ⅳ」詈の一部
Ⅳb層

B'

RD l15
1  10YR2/1
2 1oYR5/6

3 10YR1 7/1
4  10YR1 7/1

上下酸化鉄砂層
10 Ⅳb層 だが、薄い縞状堆積の集まり

黒色シル トと 10YR5/6黄 褐色シル トの混土

黄褐色 シル ト地に 10YR2/1黒 色シル トが混 じる、

粘土Ⅲ層の汚れ再堆積

黒色シル ト 非常にもろい

黒色シル ト地に 10YR4/4褐 色シル トを含む、キ4Ntts

シル トもろい

10YR4/4 褐色シル ト 砂 非常にもろい、Ⅳ層汚れ再堆積
Ⅱ層
Ⅳaleの一都だが、酸化鉄多 く赤い

Ⅳaleの一部、上面中心にグライ化 してシル ト質に変化
Ⅳ』詈の一部でグライ化 してシル ト質になったもの、

0        1:60       2m

B �監乱 2∞mパ

｀`
イ馨

AL=124 20111n A'｀ 、
、v/

|>

AL=12420硫 A'

第70図 RDl12～ 115陥 し穴状土坑
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3 土坑

(2)土坑 [第 71図 。写真 図版 60・ 61]

陥し穴状土坑と判断される溝状土抗を除いた検出数は 10基に上る。土坑は 9基が北調査区、 1基
は南調査区のRA077南西隅の南西に隣接する地点で確認した。出土遺物や他遺構との位置関係および

堆積上の観察から古代と考えられるものが多い一方で、時期・用途ともに不明をせざるをえない土坑

もある。

本節では個別の記載は省略し、墓渡の可能性がある土坑、他の出土遺物 。堆積土から古代の可能性

が高い土坑について記述する。本文中で触れないものについては、第 5表に各土坑の概要を一覧表で

まとめている。

墓墳 第29次調査区で墓城の可能性が高い土坑はRDl16である。RE002の南 60 cm、 RA079か ら南西

に6m、 RB004か ら北に5.2m、 HP21hグ リッド付近に位置する。規模は 1.8× 1.68mで 、深さ38 cm

を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、土層堆積は褐色土粒を多量に含み斑状をなす黒褐色上で、人為

堆積層と判断される。堆積土層中に遺物はほとんど含まれず、床面からの出土が多い。南西端には円

形の凹みがあり、黒色土が堆積している。床面から出土した遺物は土師器 (非黒色処理)杯 2点、土

師器奏 2点があり、全点掲載した。RDl16は方形であるが、規模が小さい点と床面に硬化が認められ

ないことから土坑とし、堆積上の様相から墓娠と判断した。墓媛の帰属時期は、出土遺物とRA079堆

積土と共通する点から、 9世紀後半から10世紀初頭と考えられる。

その他の土坑 墓墳以外の土坑としてはRDl17～ 125がある。褐色土・炭が混入する土坑は、RDl19・

120。 121・ 122・ 125である。土層中に灰白色火山灰が混入するのはRDl18・ 123・ 124がある。遺物は

RDl18。 119。 121'124か ら出土しており、回転糸切 り痕の認められる土師器 (非黒色処理)。 (黒色

処理)杯、土師器甕が出土している。土坑から出土した口縁部・底部は全点掲載した。

RDl17は黒色土単層で構成されるため、時期・性格について考察できない。遺物が出土し、灰白色

火山灰の混入が認められるRDl18。 119。 120。 121'122・ 123・ 124・ 125は 9世紀後半からlo世紀初

頭の時期が考えられ、他の上坑は堆積土の様相から古代の可能性が指摘できる。

第 4表 第 29次土坑観察表

遺構名 位 置 平面形
長軸

(Cm)

短軸

(Cm)

深さ

(Cm)
堆積土 検出面 出土遺物 備考

RDl16 1l P21h 方形 180 168

ほぼ単層で構成。褐色土

が多量に混入し斑状をなす。

人為堆積。

Ⅳ層上面 第 72図 313

～ 316

RDl17 1l P18m 楕円形 144 90 20 単層 Ⅳ層上面

RDl18 1l P1 9i 楕円形 157 44
4層 に灰白色火山灰粒

褐色土ブロック混入。
Ⅳ層上面

第 72図 317

～ 324

RE002の 北

に隣接

RDl19 1l P22i 楕円形 88 70 22 掲色土・炭多く混入。 Ⅳ層上面 第 72図 325

RD120 1l P21i 楕円形 120 58 褐色土・炭多く混入。 Ⅳ層上面 RD121を切る

RD121 1l P21j 円形 82 80 33 炭・焼土粒少量含む Ⅳ層上面
第 72図 326

～ 329

RD120に 切

られる

RD122 1l P20i 円形 84 84 褐色土・炭多く混入。 Ⅳ層上面

RD123 1l P15m 円形 80 78 20 灰白色火山灰粒含む Ⅳ層上面

RD124 12P2g 円形 90 72 25 灰白色火山灰粒含む Ⅳ層上面
第 72図 330

～ 335

RD125 14N16W 楕円形 80 18
褐色土ブロック多量に含む。

RA0774主居覆二Lに共
Ⅳ層上面

RA077南 西

隅に隣接
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⑩半
A'

A  L=125 400m   Aイ

RDl16
1 10YR2/2 黒褐色シルト 粘性 弱 締り 疎

褐色土粒 1～ 2cmを 20%含 み斑状をなす (遺物少ない)

2 10YR2/1 黒色シルト 粘性 やや強 締り やや密

褐色土粒直径3～ 54Uを 1%含む

RD l17
1  10YR2/1 黒褐色シルト 粘性 中 締り 中

掲色土プロック直径 1～2tuを 5%含む

撹乱 10YR2/1 黒褐色ンルト 粘性 弱 締り 疎

褐色土ブロックカH目 をなす (重機の爪跡も残る撹乱 )

ユ 10YRツ 3 黒褐色シルト お性 中 締 中 褐色■ 炭多く合む

糧包圭プ畜ケ宴?含む :檬擢騨樺中冒締簿や亀警主走少長含む

※則8m

くRDl18〉 ゞ
の地

塩⊆≡》
止A

≒H剪

RDl19
1 10YR273 黒掲色シルト

2 111YR273 黒褐色シルト

AL=25 300m A'
1-

中
密

締

締

中

中

性

性

粘

粘

RDl18
1  ltlYR2/2
2 10YR3/4
3 10YR2/2
4 10YR2/3

疎
中
中

疎
り
り
り

　

　

殉

納鰤齢輸
〉〈‐‐Ｐ‐

344(No 4)
くRE002〉

誓
①の 363(No 5)

AL=125 300m A' 2 111YR3/4 黒褐色シルト

かると会短  摺砦土夢ロカ多ぞ蓼む

日

ｏ
ｏ
い

い
ヽ
出
＝
ロ

北 P15n

≫t3
1 10YR2/3 黒掲色ラ,レト

_  
娃注島〔藁

プ             

火山灰粒少量含む

くRD125〉

ml

A1   343(No l)
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3 土坑
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第72図  RB004掘立柱建物跡 。RD土坑出土遺物

4 住居状遺構

RE002
遺構 (第 71図・写真図版 61)

[位置]RDH8と 116の 中間、RA060か ら北東に 10.6m、 RA078か ら南に5.8m、 RA079か ら西に 5

mの 1lP21hグ リッドに位置する。

[平面形・規模]規 模は 2.68× 2.25mの方形を呈する。

[堆積土]黒 褐色土を基本 とし、褐色土ブロック・焼土・炭・灰白色火山灰粒が混入する層が互層 を

なす。堆積の方向は南北東方向からが著 しい。焼土は間隔をあけて堆積 してお り、数回にわたって廃

棄土が堆積 していることが伺える。

[壁 ・床面]壁 は西壁で一段段差が設けられているものの、他の 3面はほぼ垂直に立ち上がる。床面

は硬化が全 く認められない。
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V 第29次調査
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4 住居状遺構
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第74図 RE002住居状遺構出土遺物 (2)
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4 住居状遺構

遺物 (第 73～ 75図 ・写真図版 70～ 73)

[出土遺物]遺物は各層および床面から多量に出土している。RE002か ら出土した遺物は、土師器 (非

黒色処理)杯口縁部総数 46点 中掲載 6点・底部 14点 中0点、土師器 (黒色処理)邦口縁部 27点 中4

点・底部 5点 中 3点、土師器 (内外黒色処理)杯口縁部 1点中 0点、土師器甕口縁部 19点 中 5点 。

底部 7点中2点、須恵器胴部片 4点 中4点、瓶類口縁吉る2点中 2点 を掲載した。杯の組成比は、土師

器 (非黒色処理)が 47点で 61%、 土師器 (黒色処理)が 30点 で39%である。割合としてはRA079

の組成比により近い様相を呈する。床面から出上しているのは、土師器 (非黒色処理)杯 343が逆位、

底面ヘラ削り調整が施された土師器 (内面黒色処理)杯 336、 回転糸切り土師器杯 344、 鋤先 363があ

る。

小結 RE002 1ま カマ ド・床面の硬化が認められなかったことから住居状遺構とした。しかし、土層堆

積の様相を観察すると、焼土・被熱した褐色土ブロック等の投げ込みや、多量の遺物廃葉も認められ、

周辺遺構構築の際に生じた土・遺物を廃棄したものと考えられる。遺構の時期は、出土遺物から9世

紀後半からlo世紀初頭と考えられる。

5 柱穴状土坑

北調査区で84個、南調査区で73個確認した。

1:200 10m

ぉ隷
(効

耳登挙詫3 
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V 第29次調査

RZ005

遺構 (第 76図 ・写真図版 61)

[位置]第 29次調査北調査区で検出した柱穴状土坑群をRZ005と した。総数 84個 を調査 した。

[平面形・規模]ほ IF円形で、径 14～ 64 cm、 深さ3.5～ 33 cmに 分布する。

[堆積土]trB色土粒・灰白色火山灰が混入するものが多い。周辺遺構 と共通することから古代に属す

ると考えられるが、平面分布から建物を構成する可能性は低い。

遺物 (第 78図・写真図版 73)

[出土遺物]土 師器杯 。土師器甕・須恵器甕・須恵器瓶類の胴部破片が出上 している。

河ヽ結 出土遺物および堆積土層から古代に属すると考えられる。

RZ006
遺構 (第 77図 ・写真図版 61)

[位置]第 29次調査南調査区で検出した柱穴状土坑群をRZ006と した。総数 73個 を調査 した。

[平面形・規模]ほ ぼ円形で、径 12～ 38 cm、 深さ4.4～ 30。4 cmに分布する。

[堆積土]褐 色土ブロックを含むものもあるが、遺構の輪郭が明瞭であるため、ごく新 しい柱穴状土

坑である可能性が高い。

小結 出土遺物は認められず、堆積土 もごく新 しい様相を呈 してお り、古代に帰属するとは考え難い。
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5 柱穴状土坑
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第78図 RZ005柱穴状土坑・遺構外出土遺物

6 遺構外 出土遺物 (第 78図 ・写真 図版 73)

東調査区から土製脚状遺物が出上している (370)。 表面はナデ調整が施され、胎土に微小砂粒を含

む。色調は表面が明責褐色、内部が褐灰色を呈する。土師器甑とも考えられるが、焼成と形態から縄

文時代晩期後葉の浅鉢に付けられる脚である可能性もある。

371は 北調査区表土から出上している。凝灰岩製で、左右に鋸歯状の刃部が作られている。

372は南調査区から出土している。石材は頁岩である。端部に剥離が認められ、石核と考えられる

7 総括

第 29次調査区では、竪穴住居跡 5棟・掘立柱建物跡 1棟 。住居状遺構 1棟・土坑 10基・柱穴状土

坑 157個 ・陥し穴状土坑 4基を調査した。

東・北調査区で確認した竪穴住居跡・掘立柱建物跡は全て9世紀後半からlo世紀初頭の時期である。

南調査区で確認 した竪穴住居跡は奈良時代である。隣接する第 23次調査区でも奈良時代の住居を検

出している。しかし、調査区西側は一段高 くなっており、別集落である可能性もある。

南調査区において縄文時代と考えられる陥し穴状土坑を4基確認した。これらは第 19・ 20次調査

区において多量に検出した陥し穴状土坑の続きと考えられる。

出土遺物として注目されるのは、RA077出土の土師器甕である (第 61図 256)。 口縁部に指頭押圧

による文様が施され、類例に乏しい。                         (八 木)
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粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む

RZ
00
5

l 
P2
0i

12
51
02

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 
褐
色
土
粒
直
径

2～
3m
mを

少
量
含

む

RZ
00
5

P3
7

1l
 P
20
i

12
51
05

10
YR
2/
2黒

褐
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む

RZ
00
5

P3
8

l 
P2
0i

12
50
98

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
密
 
褐
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む

RZ
00
5

P3
9

l 
P2
11

22
6

12
50
26

10
YR
2/
2黒

褐
色

シ
ル

ト
 
粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
褐
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む

く 　 韻 烙 洋 謎 叫

ｌ μ Ｏ や ―
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遺
構

名
ピ
ッ

ト
名

グ
リ

ツ
ド

径
深

さ
底
面
標

高
土

層

RZ
00
5

P4
0

lP
21
 g

25
5

12
49
95

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む

RZ
00
5

l 
P2
1h

20
7

12
50
37

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 
粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
 
掲
色
土
粒
直
径

2～
3m
mを

少
量
合

む
 
白
色
火
山
灰
粒
直
径

5m
m～

lc
m少

量
含

む
RZ
00
5

l 
P2
19

44
12
51
47

RZ
00
5

l 
P2
1e

21
5

12
51
2

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

褐
色
土
粒

直
径

2～
3m
mを

少
量
含

む

RZ
00
5

l 
P2
1e

21
5

12
50
62

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

掲
色

土
粒

直
径

2～
3m
mを

少
量
合

む

RZ
00
5

P4
5

l 
P2
21

12
51
35

10
YR
2/
2黒

褐
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

l 
P2
1i

12
50
72

10
YR
2/
2黒

褐
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

P4
7

lP
22
 h

27
4

12
49
15

10
YR
2/
2黒

褐
色

シ
ル

ト
 
粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
褐
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

P4
8

l 
P2
2i

12
50
7

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

褐
色
土
粒

直
径

2～
3m
mを

少
量
含

む
RZ
00
5

lP
22
」

12
51
04

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

P5
0

1l
 P
22
k

13
6

12
5.
12
2

10
YR
2/
2黒

褐
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

l 
P2
2f

12
50
7

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

P5
2

l 
P2
3f

12
51
2

10
YR
2/
2黒

褐
色

シ
ル

ト
 
粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
S

P5
3

IP
23
e

12
49
01

10
YR
2/
2黒

褐
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

P5
4

1l
 P
23
f

25
5

12
49
6

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

P5
5

1l
 P
22
h

23
5

12
49
85

10
YR
2/
2黒

褐
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
 

掲
色
土

粒
直
径

2～
3m
mを

少
量
合

む
 

白
色
火

山
灰

粒
直
径

5m
m～

lc
m少

量
含

む
RZ
00
5

P5
6

l 
P2
2h

12
49
82

10
YR
2/
2黒

掲
色
シ
ル

ト
 
粘
性
 
弱
 
締

り
 
密
 
掲
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

P5
7

l 
P2
3i

12
50
46

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 
粘
性
 
中
 
締

り
 

中
 
掲
色
土
粒
直
径

2～
3m
mを

少
量
含

む
 2
層

に
分
層

さ
れ
、
下
層

は
10
YR
3/
2

RZ
00
5

P5
8

l 
P2
3o

12
50
06

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

P5
9

l 
P2
39

12
50
58

10
YR
2/
2黒

褐
色

シ
ル

ト
 
粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

P6
0

l 
P2
3h

12
51
17

10
YR
2/
2黒

掲
色
シ
ル

ト
 
粘
性
 
弱
 
締

り
 
密
 
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

l 
P2
3h

12
50
26

10
YR
2/
3黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 

中
 
締

り
 

中
RZ
00
5

P6
2

l 
P2
3o

12
50
24

10
YR
2/
2黒

掲
色
シ
ル

ト
 
粘
性
 
弱
 
締

り
 
密
 
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

P6
3

l 
P2
3h

20
5

12
50
15

10
YR
2/
3黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
中
 

締
り
 

中
RZ
00
5

lP
23
o

12
51
1

10
YR
2/
2黒

褐
色
シ
ル

ト
 
粘
性
 
弱
 
締

り
 
密
 
掲
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

P6
5

1l
 P
23
h

21
3

12
50
08

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 

中
 

締
り
 

中
 

褐
色
土

粒
直
径

2～
3m
mを

少
量
含

む
 2
層

に
分
層

さ
れ
、
下
層

は
10
YR
3/
2

RZ
00
5

P6
6

I 
P2
3i

12
51
29

RZ
00
5

P6
7

l 
P2
3i

12
51
42

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%合

む
RZ
00
5

P6
8

12
50
16

10
YR
2/
2黒

褐
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

l 
P2
4o

12
49
42

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 

中
 

締
り
 

中
 

褐
色
土

粒
直
径

2～
3m
mを

少
量
含

む
 2
層

に
分
層

さ
れ
、
下
層

は
10
YR
3/
2

RZ
00
5

P7
0

l 
P2
5g

10
5

12
51

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 
粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
褐
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

l 
P2
5o

22
5

12
49
85

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
中
 

締
り
 

中
 
掲

色
土
粒

直
径

2～
3m
mを

少
量
含

む
 2
層

に
分
層

さ
れ
、
下
層

は
10
YR
3/
2

RZ
00
5

P7
2

24
99

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

P7
3

l 
P2
5g

23
5

24
97

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

P7
4

l 
P2
5g

92
25
11

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 
粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

P7
5

2P
lf

25
07

10
YR
2/
2黒

褐
色

シ
ル

ト
 
粕
性
 
弱
 
締

り
 

中
 
褐
色
土
粒
直
径

2～
3m
mを

少
量
含

む
 
白
色
火
山
灰
粒
直
径

5m
m～

lc
m少

量
含

む
RZ
00
5

P7
6

12
Pl
l

12
50
79

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 
粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
RZ
00
5

P7
7

12
P1
9

12
49
94

RZ
00
5

12
Pl
h

29
7

12
49
3

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 
粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
 
褐
色
土
粒
直
径

2～
3m
mを

少
量
含

む
 

白
色
火
山
灰
粒
直
径

5m
m～

lc
m少

量
含

む
RZ
00
5

P7
9

12
P1
9

12
51
02

10
YR
2/
2黒

褐
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む
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遺
構

名
ピ

ッ
卜
名

グ
リ
ッ

ド
径

深
さ

底
面
標

高
上

層

RZ
00
5

P8
0

12
P1
9

17
7

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む

RZ
00
5

12
Pl
o

12
51
65

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
褐
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む

RZ
00
5

12
Pl
i

20
8

12
50
5

10
YR
2/
2黒

掲
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
褐
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む

RZ
00
5

P3
3

12
Pl
i

10
YR
2/
2黒

褐
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む

RZ
00
5

12
P2
k

19
5

12
50
1

10
YR
2/
2黒

褐
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

密
 
掲
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5m
m～

3c
mを

20
%含

む

RZ
00
6

P3
5

13
02
3c

19
5

12
3,
99

10
YR
2/

黒
色

シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
 

均
質

RZ
00
6

P8
6

13
02
3b

9
12
40
4

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
中
 

締
り
 

や
や
疎
 
褐
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

13
02
4b

66
12
41
14

1 
0Y
R2
11
黒

色
ン
ル

ト
 

粘
性
 

中
 

締
り
 

や
や
疎
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

13
02
4a

12
41
46

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 

中
 

締
り
 

や
や
疎
 
褐
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
合

む

RZ
00
6

P8
9

13
02
4a

12
40
65

10
YR
2/

黒
色

シ
ル

ト
 
粘
性
 
中
 
締

り
 

や
や
疎
 
褐
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

P9
0

13
02
4a

12
40
76

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 

中
 
締

り
 

や
や
疎
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
合

む

RZ
00
6

13
02
4c

12
40
72

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 

中
 
締

り
 

や
や
疎
 
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

P9
2

13
02
4e

12
40
6

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

り
 

中
 

掲
色
上

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

P9
3

13
02
4e

12
41
44

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 

中
 

締
り
 

や
や
疎
 
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

P9
4

13
02
4f

19
4

12
40
32

10
YR
2/
1黒

色
ン
ル

ト
 

粘
性
 

中
 

締
り
 

や
や
疎
 
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

P9
5

13
02
3o

12
41
4

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

り
 

中
 

褐
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

P9
6

13
02
3g

99
24
09
8

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

り
 

中
 

褐
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

13
02
3o

24
05
2

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 

中
 
締

り
 

や
や
疎
 
掲
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
合

む

RZ
00
6

P9
8

13
02
3h

24
07
5

OY
R2
/1
黒

色
シ
ル

ト
 

粕
性
 

中
 
締

や
や
疎
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

P9
9

13
02
3h

7
24
08
5

OY
R2
/1
黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 

中
 

締
や

や
疎
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

13
02
3i

9
12
40
6

OY
R2
/1
黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

中
 

褐
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

1
13
02
4i

12
41
14

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 

中
 

締
り
 

や
や
疎
 
褐
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

P1
02

13
02
4i

12
40
9

OY
R2
11
黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
中
 

締
や
や
疎
 
掲
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

P1
03

30
24
f

12
41
52

OY
R2
/1
黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

中
 

褐
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

P1
04

30
24
e

12
41

OY
R2
/1
黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

中
 
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

P1
05

30
25
e

12
41
3

OY
R2
/1
黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

中
 
掲
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

P1
06

30
25
f

OY
R2
/1
黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

中
 
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

P1
07

30
25
e

18
9

24
04
9

OY
R2
/1
黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

中
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

P1
08

30
25
d

24
08
4

OY
R2
/1
黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

中
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

P1
09

30
25
d

24
10
4

OY
R2
/1
黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 

中
 
締

や
や
疎
 
掲
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
少
量
含

む
RZ
00
6

Pl
10

30
25
e

27
4

23
98
5

OY
R2
/1
黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

中
 

褐
色

土
ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

1
30
25
e

24
06
9

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

り
 

中
 

褐
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

2
40
1d

20
2

23
88
3

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
 

均
質

RZ
00
6

Pl
13

40
1d

7
21
40
75

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

り
 

中
 

褐
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

4
40
1d

18
9

12
40
99

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
中
 

締
り
 

や
や
疎
 
掲
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

Pl
15

40
1f

10
9

12
41
05

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
中
 

締
り
 

や
や
疎
 
掲
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

Pl
16

40
1a

12
41
31

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
中
 

締
り
 

や
や
疎
 
掲
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

7
40
1b

11
3

12
40
88

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 
粘
性
 
中
 
締

り
 

や
や
疎
 
掲
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
少
量
含

む
RZ
00
6

8
40
1a

15
6

12
40
54

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
中
 

締
り
 

や
や
疎
 
掲
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

Pl
19

40
1a

16
7

12
40
51

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 
粘
性
 
中
 
締

り
 

や
や
疎
 
掲
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
少
量
含

む

く 　 削 毬 ※ 謎 叫
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遺
構
名

ビ
ッ

卜
名

グ
リ

ド
径

深
さ

底
面
標

高
土

層

RZ
00
6

P1
20

14
02
d

12
41
9

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 

中
 
締

り
 

や
や
疎
 
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

P1
21

14
02
d

18
1

12
40
1

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性

弱
締

り
中

均
質

RZ
00
6

P1
22

14
02
d

12
39
22

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
 
均

質

RZ
00
6

P1
23

14
02
f

12
42
04

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
中
 

締
り
 

や
や
疎
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

14
02
o

12
41
45

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
中
 

締
り
 

や
や
疎
 
掲
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

も

RZ
00
6

P1
25

14
03
q

58
/8
4

16
3

12
40
37

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

り
 

中
 

掲
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

P1
26

14
03
e

12
4.
14
8

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

り
 

中
 

褐
色

土
ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

P1
27

14
03
f

22
2

12
39
85

10
YR
21
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
 
均

質

RZ
00
6

P1
28

40
2c

12
39
24

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
 
均

質

RZ
00
6

P1
29

40
3a

12
39
65

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
 
均

質

RZ
00
6

P1
30

40
3b

12
39
1

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

り
 

中
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

P1
31

40
3b

12
39
69

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
 

均
質

RZ
00
6

P1
32

40
3c

12
41
08

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 
粘
性
 
中
 
締

り
 

や
や
疎
 
褐
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

P1
33

4N
3x

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 
粘
性
 
中
 
締

り
 

や
や
疎
 
掲
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
少
量
合

む

RZ
00
6

P1
34

4N
6u

12
40
82

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性

中
 
締

り
 

や
や
疎
 
掲
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

P1
35

4N
7v

14
7

12
40
35

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
 
均

質

RZ
00
6

P1
36

4N
7v

22
8

21
39
58

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
中
 

締
り
 

や
や
疎
 
掲
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
合

む

RZ
00
6

P1
37

14
N7
t

12
39
55

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
中
 

締
り
 

や
や
疎
 
褐
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

P1
38

14
N7
t

12
40
04

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
中
 

締
り
 

や
や
疎
 
掲
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

P1
39

14
N7
t

12
40
24

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
 

均
質

RZ
00
6

14
N8
t

12
41
1

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

り
 

中
 

褐
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

14
N8
u

17
8

24
01
7

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 

中
 
締

り
 

や
や
疎
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

14
N8
v

24
13
8

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

り
 

中
 

掲
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

合
む

RZ
00
6

P
14
N8
v

8
24
13
7

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 

中
 
締

り
 

や
や
疎
 
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

P
14
N8
w

20
5

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 
粘
性
 
中
 
締

り
 

や
や
疎
 
褐
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
少
量
合

む

RZ
00
6

P
14
N8
x

20
4

12
40
5

10
YR
2/
1黒

色
ン
ル

ト
 

粘
性
 

中
 

締
り
 

や
や
疎
 
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

P1
46

14
N8
t

13
2

12
40
55

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

り
 

中
 
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

P1
47

14
N9
t

11
6

12
40
28

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

り
 

中
 

掲
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

合
む

RZ
00
6

P1
48

14
N9
s

11
9

12
40
26

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
強
 
締

り
 

中
 

褐
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
直
径

5c
mを

含
む

RZ
00
6

P1
49

14
N8
u

20
7

12
39
67

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 
粘
性
 
中
 
締

り
 

や
や
疎
 
褐
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

P1
50

14
N8
u

12
41
12

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 

中
 
締

り
 

や
や
疎
 
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

P1
51

14
N9
u

12
3.
88
7

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 

中
 

締
り
 

や
や
疎
 
掲

色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む

RZ
00
6

14
N9
v

25
5

12
39
7

1 
0Y
R2
11
黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
均

質

RZ
00
6

14
N9
v

24
9

12
39
86

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
 
均

質

RZ
00
6

14
N9
w

12
3

12
41
27

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
 

均
質

RZ
00
6

P1
55

14
N9
w

19
1

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
 

均
質

RZ
00
6

P1
56

14
N9
v

24
2

12
39
9

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
弱
 
締

り
 

中
 

均
質

RZ
00
6

P1
57

14
N6
u

13
2

12
39
65

10
YR
2/
1黒

色
シ
ル

ト
 

粘
性
 
中
 

締
り
 

や
や
疎
 
褐
色
土

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
含

む



第 6表 第 29次遺物観察表

RA060[第 55図 ]

V 第29次調査

出 土 遺 構 睡月1 器帽
残存率 法量 (cm) 調 整 色調

胎 土
悦
或 備  考

日縁部 | 底 部 口径 底 径 器 高 器厚 調整 肉 面 庇 面 外 面 内 面 断 面

RA060 No2、 覆土 土師器 郷 7/24 24/24 (142) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 橙 置 橙 砂粒含む
良
好

RA060カ マド 不 4/24 (152) (43) ロクロナデ ロクロナデ 橙 置 橙
砂粒少握
含む

良
好

RA060 N“ 土師器 不 6/24 (150) (37) ロクロナデ ロクロナデ にぶい掲 こぶい掲 にぶい褐 砂粒含む
良
好

RA060 Nお 、覆土、

RD124 鉢 1/24 24/24 (190) 146 回転ヘラ
ケズリ

ナデ 回転糸切り にぶい褐 こぶい責掲 にぶい黄掲 金雲母含む
良
好 有面黒色処理

RA060 Nα6 甕 6/24 ナデ ヘラケズリ にぷい黄褐 こぷい黄掲 にぶい黄掲
砂粒多量
に含む

良
好

RA060 Nα l 甕 (186) 橙 にぶい橙 にぶい黄掲

RA060 Nα 2 甕 1/24 (42) 045 ヘラケズリ ナデ 橙 橙 にぶい橙
砂粒多量
に含む

艮
好

RA076 1ε霜57

出 土 遺 構 睡男」器種
残存率 法置 (cm) 調整 色 調

胎 土
観
成 備  考

ヨ縁剤 底部 口径 度 径 器 高 器 厚 誤 体 属 面 外 面 内 向 跡 向

RA076 Nα 3、 貼床、東
調査区 表土

土師器 郵 3/24 24/24 065 ロクロナデ ヘラミガキ ヘラ切り 浅黄橙 青黒 砂粒含む
良
好

対面黒色処理
霊面ヘラ切り

RA076、 RA078 Q3下
層

土師器 杯 9/24 9/24 (64) ロクロナデ
ロクロナデ、
ヘラミガキ 回転糸切り 橙 黒掲 にぶい責橙

砂粒少量
含む

良
好 Å面黒色処理

RA076 No5、 Pit2、 貼
床、東調査区 表土 とmlF 坪 7/24 15/24 142 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り にぶい橙 にパい橙 掲灰 ひ粒含む

良
好

RA076貼床 郷 9/24 8/24 (48) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 橙 橙 橙
ひ粒多量
こ含む

良

好

RA076 PК 2 不 7/24 ロクロナデ ロクロナデ 砂底 橙 橙 橙
ひ粒少量
含む

良

好

RA076 Nd4 不 6/24 (142) (35) ロクロナデ ロクロナデ 橙 橙 橙 沙粒含む
良

好

RA076 P12 不 24/24 (41) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 橙 橙 豊 沙粒含む
良

好

RA076 鍋
郵

1/24 24/24 (144) (685) (48) ロクロナデ
ヘラミガキ
(放射状)

回転糸切り 橙 橙 置 ひ粒含む
良

好
示rjt、 底回回継

糸切→台ナデ

RA076 Nd2 土師君 甕 3/24 (224) ロクロナデ ロクロナデ にぶい橙 橙 こぶい橙
砂粒多量
こ合よヽ

良

好

RA076 Nα l 土HIP 義 4/24 (110) (61) ヘラナデ ヘラナデ にぶい橙 橙 匿
ひ粒多量
こ含む

良

解 底面砂底

RA077 60

出 土 遺 構 種別 器 種
残存素 (cm) 調整 色 調

胎 土 備  考
ヨ縁言[ 底部 口径 康 客 器 言 怒 厚 調 攀 面 底 面 タト雇 肉 面 断面

RA077 Nα 9、 カマド 甕 24/24 24/24 72 209
ハケメ、ヘラ
ケズリ

ハケメ にぶい責橙 にぶい黄橙 明責掲
ひ粒多く
含む

254 RA077 N硝 土師器 甕 24/24 24/24
ハケメ、
日縁部ナデ

ハケメ 明掲 明掲 明褐
ひ*立 夕く
参む

25t RA077 Nd6 箋 7/24 240 (268) ハケメ ナデ、ス
橙 橙 匿

ひ粒多く
含む

RA077Nα7 土師器 菱 24/24 11/24 214 261
ヨコナデ・
ハケメ

ヨヨナデ・
ハケメ

にぶい橙 橙
砂粒多く
含む

良

好

RA077 Nc2 養 24/24 825 085 ハケメ ハケメ 木葉痕 にぶい橙 にぶい怪 こぶい捜
砂粒多く
含む

良

好

RA077 Q4埋土上位 主師器 襲 19/24 (86) (83) ヘラナデ ハケメ 赤掲 にぶい赤掲 明赤掲
砂粒多量
に合む

底面ナデ

RA077 Nα 6 土師器 甕 3/24 (192) (46) ヘラケズリ ハケメ 橙 にぶい褐 こぶい橙 ひ粒含む

RA078 [:霜 63・ 61

出 土 遺 橋 種別 器召
残存率 法量 (cm) 調整 色 調

胎 土 備  考
口縁封 底部 回径 庇 客 器 言 器 厚 調 整 面 外 面 内面 断面

RA078 Nф 甕 9/24 24/24 3ヽ9 ロクロナデ ナデ 回転糸切り 浅黄橙 淡黄 淡黄
秒粒 多く
aむ

良

好

RA078 Nα 7 土師協 坪 16/24 24/24 139 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 浅責橙 浅黄橙 浅責橙
砂粒 多く

含む

RA078 Nω 、検出面 不 2/24 24/24 (154) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り にバい橙 にぶい橙 にぶい橙
θ租はこんど
入ってヽ なヽい

良
好 赤焼

RA073 Net3、 No6 不 2/24 24/24 (155) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 橙 橙 橙
砂粒 多く
含む

良
好

RA078 Ql上層 獅 2/24 8/24 (124) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 橙 にぶい橙 にぶい橙
砂 粒多く
含む

良
好 赤焼 (?)

RA078、 phl 土師器 杯 12/24 24/24 (138) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り にぶい橙 にぶい橙 にぶい橋
金雲母多
く含む

良
好 赤焼

RA078 Nα l 郵 3/24 6/24 (154) (70) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 淡橙 にぶい橙 浅費橙 砂粒合む
良
好

RA078 Ql、 Q2、 Q4上
層

邪 1/24 13/24 (152) (58) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 匿 橙 橙 砂粒含む
艮
好 よ焼

RA078 Q4上層、Q4下
層

郷 4/24 (138) (50) 055 ロクロナデ ロクロナデ 橙 橙 橙
砂粒少量
合む

良
好

RA078 Ql上層、Q4下
層、検出時

土師器 lTN 1/24 (140) (50) (50) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 黄橙 橙 橙
砂粒少量
合む

良
好

RA078 Ql下層 lTN 6/24 (160) (47) ロクロナデ ロクロナデ 匿 橙 橙
砂粒 多く
合す|

良
好 1硝 1と 同一?

RA078 Nα9 罫 5/24 (160) (45) ロクロナデ ロクロナデ 燈 橙 浅費橙 砂粒合む
艮
好
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出 土 遣 構 種 別 器 種
残存率 法 (cm) 調 整 色調

胎  土 備  考口縁凱 底 部 口径 度 客 器 言 器 厘 調 愁 内面 底 面 タト面 内 面 断 面

RA078 Q2下層 llT 3/24 (23) ロクロナデ ロクロナテ 回転糸切り 浅黄橙 浅黄橙 浅黄橙 砂粒含む 墨書

RA078 Q4下層 と師器 罫 24/24 (18) ロクロナデ ロクロナデ 摩滅 にぶい黄橙 にぶい責増 こぶい責悟

金雲母多く

合む、砂地

少量合む
重面回転ヘラ切

RA078 Ql下層 舗
郵

13/24 (31) ロクロナデ ロクロナデ ナデ・摩滅 橙 橙 憧
砂粒 多く

含む

良

好

RA078 Nd3 甕 3/24 (192) (51) ロクロナデ ロクロナデ 橙 橙 橙
ひ粒多 く
餅む

艮
好

RA078 Na3、 Nc4、 1弓

カマド、Q2下層
土師器 甕 6/24 (206) (219)

ロクロナテ
→ヘラナデ

ヘラナデ 橙 橙 橙
砂粒 多く

含む

良
好

RA078 No8、 pll 甕 3/24
ロクロナテ ロクロナデ

→ヘラナデ 黄橙 黄橙 黄橙
多粒

む

砂
含

良

好

RA078 Nα 2、 Nα8、

RA079 Q2上 層、Q4上
層、Q4下層

密 10/24 270 (139)

ロクロナテ
→ヘラケズ
リ

ヘラナデ にぶい赤掲 にぶい赤掲 にぶい赤楊
砂 粒 多く

合む

良

好

RA078 p田 、Q2下層 甕 12/24 (196) (134)
ヘラナデ、
ヘラケズリ

ヘラナデ 明黄橙 にがい黄燈 にぶい責掲
砂 粒 多 く
合す、

良

好

RA078 Q2下層 甕 (85)
ナデ→
ハケメ

ナデ→
ハケメ 橙 橙 橙

砂 粒 多く

含む

良
好

RA078 Q4下層 土師器 甕 16/24 ナデ→
ハケメ

ハケメ 木葉痕 明赤橙 明赤掲 明赤褐
砂 粒 多く

合む

良

好

RA078 Q2上 層、Q2下
層、1号 カマド、北調査

区 表土
土師器 甕 (171) ヘラナデ ヘラナデ にバい掲 橙 橙

砂 粒夕 く

含む

良

好

RA078 Q4下層、
RA079 Q4上層

瓶 (35) ロクロナデ ロクロナデ 灰 褐 黒 褐 にぶい掲
金雲母多
く含む

良
lT

内面黒色処理

RA079[第 66・ 67図 ]

出 土 遺 構 種別 器種
残存羞 法量 (cm) 調 整 缶 調

胎 土
院
虎 備   考口縁部 底 部 口径 器 高 器 厚 調 整 内面 康 而 91面 内 面 断面

RA079カ マド ±1話器 郵 15/24 2η24 (147) 回クロナデ ナデ 回転糸切り 灰黄褐 灰黄褐 金雲母
良

好 内面黒色処理

RA079 Nα l 野 15/24 24124 (147) ロクロナテ
ナデ、ヘラ
ミガキ

回転糸切り にぶい槽 票 にぶい費怪
ひ粒多く
含む

内面黒色処理

RA079検出面 ITN 3/24 12/24 (163) (64) ロクロナデ ヘラミ方キ 回転糸切り にぶい橙 黒 にぶい橙 缶雲母含む 勺面黒色処理

RA079Q4上 層 土師器 lTN 2/24 5/24 (137) (45) ロクロナデ ミガキ ナデ・摩減 にぶい褐 黒 褐 にぶい褐 金雲母合む
艮
好 内面黒色処理

RA079 Ql下 層 、床

直、カマド、検出面
邪 9/24 (172) (55) ロクロナデ ヘラミガキ 里 黒 にぶい橙 ひ粒含む

良

好 内外面黒色処

RA079 No4 杯 24/24 2424 137 05 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 橙 橙 橙 ひ粒合む
良

好 理

RA079 Nα 3、 Q4T層 郵 22/24 24/24 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り にぶい橙 浅黄橙 浅黄橙 金雲目
艮
好 赤 焼

RA079 Q4下層、床直 土師器 杯 16イ24 24/24 ロクロナテ ロクロナデ 回転糸切り 浅黄橙 浅黄橙 浅黄橙
砂 粒 多く

含む

良
好

RA079下層 邸 9/24 12/24 (148) ロクロナテ ロクロナテ 回転糸切り 橙 橙 褐灰 砂粒含む
良

好

RA079 No2、 No3 イ 12/24 2/24 (149) (57) ロクロナデ ロクロナデ 橙 黄橙 黄橙 砂粒含む
良

好

RA079検出面 郵 11/24 (150) ロクロナデ ロクロナデ 橙 橙 橙 砂粒含む
良

好

RA079 Q4上層 とlF器 豚 6/24 6/24 (142) (58) ロクロナデ ロクロナテ 橙 橙 橙 砂粒含む

RA079カ マド、検出面 邪 9/24 (128) (40) ロクロナデ ロクロナデ 橙 橙 橙 砂粒合む
良

好

RA079 No8 杯 7/24 ロクロナテ ロクロナテ にぶい構 にぶい燈 こぶい橙
金雲母多

く合む
良
崩

RA079 No12 土師3 lTN 守24 (160) ロクロナデ ロクロナデ にぶい橙 にぶい掲 こぶい褐 金雲母含む
良

好

RA079 Q4下層 ITN 4r24 (60) ロクロナデ ロクロナデ こぶい燈 にぶい橙 喧
ひ粒多 く
多す|

良

好

RA079 Q4上層 甕 ? 6/24 (75) ヘラケズリ ハケメ 惜 橙 橙
多粒

む

砂

含

良
好

RA079 Nα 13、 Ql下
層、Q4下層、カマド

土師暑 甕 8/24 (148) (103) ロクロナデ
ロクロナデ
→ハケメ

にぶい褐 にぶい黄橙 にぶい掲
砂 粒 多く

含む

良
好

RA079 Q4下層、検出

面
塞 11/24 (155) (164) ロクロナデ

ロクロナデ
→ヘラナデ 浅黄橙 浅黄橙 浅黄橙

砂 粒多 く

合む

良

好

RA079 Nα 9、 Nα 1 0 甕 守24 (230) (212)
ロクロナデ→
ヘラケズリ

ロクロナデ 明赤橙 橙 橙
砂 粒 多く

含む

良
好

RA079床直、上層、下

層
甕 10/24 (191) (220)

ナデ→
ヘラケズリ

ナデ→
ヘラナデ

にバい橙 にぶい橙 にぶい橙
砂 粒 夕く
合よt

良
好

RA079 Nα5 甕 5/24 (206) (109)

ロクロナデ、
ナデ→
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラナデ

橙 浅責慣 浅黄橙
砂粒 多 く

含む

良

好

RA079 Nα 13、 Ql下
層 、カマド

土師器 甕 17/24 (105) ヘラケズリ ハケメ にぶい橙 淡黄 淡黄
砂粒 多く

含む

良

好

RA079 Nol、 Nα 6、 Ql下
層、カマド、床直、RE002
Q4上層焼土層

土師器 甕 11/24 (110) (268) ヘラケズリ ハケメ ナテ にぶぃ黄褐 にぶい掲 明褐
砂粒 多 く

含む

良

好

RA079 Noll 養 4/24 (120) ヘラケズリ ヘラナデ
ヘラケズリ
→ナデ 橙 浅黄橙 浅黄橙

ひ粒少量
箋む

庭
17
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載

α
出 土 遺 橋 腫別 器 種

残存率 法母 (cm) 調 率 色 調
胎  土 備  考

コ縁軒 庫 純 口 径 庫 径 器言 器 庫 調 整 肉 面 康 面 クト膠覇 肉 面 断 面

RA079 Ql上層、Q2上
層、Q4下層、検出面、
貼床

察恵器 瓶 守24 (108) (168)
回クロナテ→
ヘラケズリ

ロクロナデ ナデ 灰 灰 灰
白色砂粒

少量

RB004[第 71図 ]

V 第29次調査

彗
射

α
出 土 遺 構 種 別 器 種

残存藍 法昌 (cm) 詔 華 色 調
胎 土 備  考

コ縁ヨ 底部 □ 各 康 径 暴 言 器厚 調整 内面 底面 ,(辞累 六 百 断 面

RB004 P6 邦 回クロナデ ロクロナデ 橙 にぶい褐 橙
ごく細かい

砂が少量

良
好

RD[第 71図 ]

卦
引

α

掲

Ｎ 出 土 遺 構 種別 器種
残存率 法昌 (cm) 謂 攀 色 調

胎  土
焼
成 備  考

□縁 部 FttR 口 客 虞 径 器菖 器 厘 話 諮 肉 面 庶 面 外 面 肉 面 断 面

RDl16覆土 土師器 邪 (20) ロクロナデ ロクロナテ 橙 橙 橙 砂粒含む
良

好

RDl16覆土 不 5/24 (62)
ロクロナテ
→ハケメ

ロクロナデ 灰責 暗灰黄 灰黄褐
」ヽさい砂粒
触量合お

良

好

RDl16覆土 土師器 甕 ヘラケズリ ヘラナデ 掲 掲 色 にぶい褐
砂 粒多 く
者渉すェ

良
好

RDl16覆 土 土師器 甕 4/24 (112) ハケメ ハケメ にぶい赤掲 暗灰黄 橙
砂粒 多 く

含む

良

好

RDl18上 層 土師器 野 6/24 (12) ロクロナデ ヘラミガキ 橙 黒 橙 金妻母含む
良
好 内面黒色処理

RDl18上 層 郷 4/24 (128) (18) ロクロナデ ロクロナテ にぶい橙 にぶい橙 にぶい橙 均 質
艮
好

1 RDl18覆 土 野 (22) ロクロナデ ロクロナデ 橙 橙 橙 ひ粒少ない
良
好

〕2( RDl18上 層 邪 24/24 (30) 045 ロクロナデ ロクロナデ 橙 橙 橙
ひ粒 多 く
釘む

良
好

RDl18覆 土 土師器 野 24/24 (t6) ロクロナデ ロクロナテ 浅黄橙 浅黄橙 浅黄橙 ひ粒含む
艮
好

RDl18上 層 齋 (■ 8) ロクロナデ ロクロナデ 明責橙 明黄褐 明黄褐 金芸母合む
良

好 内面黒色処理

RDl18上層 甕 (41) ヘラケズリ ハケメ 糖 橙 橙
秒粒 多 く
全お

良

好

RDl18覆土 甕 (47)
ナデ・
マメツ

ナデ 黄橙 にぶい橙 黄 橙 沙粒含む
良

好

RDl19 不 5/24 (52) (13) ロクロナデ ロクロナデ 橙 憧 橙 沙粒含む
良

好

RD121 不 (25) ロクロナデ ロクロナデ 浅黄橙 黒 浅責橙 全雲母合む
良

好 内面黒色処理

RD121 土師器 郷 回クロナテ 橙 橙 橙
砂粒少量
含む

良

婿

RD121 ITN 7/24 (26) ロクロナデ ロクロナデ 橙 橙 橙 砂4t合む
良

好

RD121 3/24 (11) ナデ 橙 にぶい橙 橙
金雲母多
く含む

RD124 野 12/24 24/24 (143) ロクロナデ ロクロナテ 橙 橙 橙
砂 粒 多く

合む

良

好

RD124 ITN 25y24 (127) ロクロナデ ロクロナデ 橙 橙 慶 砂粒少ない
良

好 内面黒色処理

RD124 罫 (21) ロクロナデ ロクロナデ 橙 橙 橙 砂粒少ない

RD124 野 (19) ロクロナデ ロクロナデ 橙 橙 橙 全雲母含む

RD124 獅 守24 (60) ロクロナデ ヘラミガキ にぶい橙 黒褐 こぶい橙 均質 内面黒色処理

RD124 跡 6/24 (08) ロクロナデ ロクロナデ 橙 掲灰 橙 均 質 内面黒色処理

RE002 [:落 72・ 73・ 74[瓢 ]

出 土 遺 橋 種 別
残存速 法昌 (cm) 調 整 色 調

胎  土
焼
成 備  考

口縁部 底部 口径 底径 器高 器 厚 調整 内面 底面 外 面 内面 断面

RE002 N鬱 、Ql中層 郷 18/24 24r24 (160) ロクロナデ ヘラミガキ 手持ちヘ
ラケズリ

にぶい責橙 黒 にがい資糧 砂粒合む
良

好 内面黒色処理

RE002 Q2下層 野 3/24 16/24 (144) (70) (41) ロクロナデ ヘラミガキ 回転糸切り にぶい褐 黒褐 にぶい掲
金雲母少

量合む

良
好 有面黒色処理

RE002 Q4上 層 (焼土

層 )

郵 2/24 6/24 (152) (70) (50) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り にぶい橙 黒 にぶい黄橙
砂粒少ない、

金雲母多い

良
好 勺面黒色処理

RE002 Ql上 層、Ql中
層 (ベルト)、  Q4上 層
(焼土層 )

ITN 9/24 6/24 (140) (70) ロクロナデ ヘラミガキ 回転糸切り にぶい黄橙 黒 にぶい黄橙 砂粒含む
良
好

RDl18上 層 、RE002
Ql上回、Q4上層

と師器 野 24/24 ロクロナデ ヘラミガキ 回転糸切り にぶい橙 黒 にぶい橙 全雲母合む
艮
好 対面黒色処電

RE002 Q2上層 野 14/24 (23) ロクロナデ ヘラミガキ 回転糸切り 橙 掲 浅黄橙
全雲母少

量含む

良
好 勺面黒色処理

RE002 Q4上 層焼土層 郷 24イ24 (40) ナデ ナデ にぶい責糧 にバい黄橙 灰黄掲 ひ粒含む
良
好

RE002 Nα l 土師器 郷 24/24 24/24 ロクロナテ ロクロナデ 回転糸切り 橙 橙
金雲母多
く含む

長
好 赤焼

RE002 Nα 4、 Ql下 層
ベルト、Q4上層焼土層

郷 17/24 24/24 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 浅黄橙 浅黄橙 浅黄橙 ひ粒含む
良
好
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闘
血

出 土 遺 構 種別 器種
残存率 (cm) 整 色調

胎 土
暁
戎 備   考

口縁 部 底 部 口径 底 径 器 言 器 厚 調 整 1面 底 面 外 面 内 面 断 面

RDl18上 層、RE002
Q2上 層、Q4上層焼土

層

土師器 不 4/24 2/24 (150) (60) ロクロナデ ロクロナデ 橙 橙 橙 砂粒含む
良

好 赤焼 (?)

34〔 RE002 Q2下層 不 5/24 (140) ロクロナデ ロクロナデ 浅黄橙 にぶい橙 浅黄橙
砂祀ほとんぞ

入っていない
良
17

RE002 Q2上層 土師器 不 5/24 ロクロナデ ロクロナデ 浅黄橙 橙 浅黄橙
ひ粒多 く
針す|

良
17

RE002 Ql下層ベル

ト、Q4上層 (焼土中)

土師器 邪 2/24 (160) ロクロナデ ロクロナデ 浅黄橙 浅黄橙 浅黄橙
ひ粒少量
筈む

良
17

日縁部刻みあり

RE002 Ql下層ベル

ト、Q3下 層、Q4上 層焼
土層

甕 9/24 (180)
ハケメ→
ヘラナデ

ケヽメ 橙 橙 橙
砂4tを 多

く含む
良
17

外面スス多い

RE002 Q2下層 甕 6/24 (108) (03) ヘラケズリ ハケメ 橙 浅黄橙 にぶい橙
多粒

む

砂
含

農
17

RE002 Q4上 層焼土層 甕 2/24 (176) ヘラナデ ハケメ にぶい掲 にぶい褐 にぶい褐
ひ粒 多く
含む

罠
17

RE002 Q2中 層 ベル

ト、Q3上層 、Q4上 層

(焼土層 )

菟 24/24 ヘラケズリ ハケメ にぶい黄掲 にぶい褐 にぶい褐
ひ粒多く
含む

良
写

巨面スス多い

RE002 Q4上層、上層

焼土層
上師3 養 5/24 (90) ヘラケズリ ヘラナデ 木葉痕 橙 橙 橙

砂粒多 く

含む
R
写

北調査区 表上、RDl16
埋上、RE002 Ql上 層ベ

ルト、Q2下層、Q4上層、

Q4上層焼土層

甕 4/24 (220) (245)
回転ナデ
→ハケメ

ハケメ 橙 橙 橙
砂粒を多
く含む

良
写

RE002 Q2上層 、北調
香阪 寿 + 土隠器 甕 3/24 (32) 回転ナデ ヘラナデ 橙 橙 橙

ひ粒 多 く
箋お

良

好

RE002 Q4上層焼土層 土師器 甕 8/24 (184) ロクロナデ ロクロナデ 橙 にぶい赤掲 橙
砂粒多 く

含む
礎
17

RE002 Ql下層ベルト 瓶 1/24 (115) ロクロナデ ロクロナデ 黄灰 黄 灰 にぶい褐
ひ粒多 く

含む

RE002 Ql上層、Ql中層 甕 10/24 ロクロナデ ロクロナデ 黄 灰 灰 灰
多粒

む

砂

含

RE002 Q4上層焼土層 贋酬 菱 (3■ 3) タタキメ タタキメ 暗青灰 灰 オリーブ灰 均質

RE002 Q4上 層焼土

層、RD121
甕 タタキメ タタキメ にぶい橙 にぶい費橙 にぷtヽ貨橙

砂粒目立
たない

良

好 赤焼

REO02 Ql上 層、Q3上
層、Q4上層焼土層

贋恵器 甕 (3■ 2) タタキメ 工具痕ナシ 褐灰 褐灰 褐灰

RDl18、 RE002QlQ2
下層

菱 (263) タタキメ タタキメ 黒 掲灰 灰褐 均質

RZ005[第 77図 ]

出 土 遺 構 種別 籐
残存葉 法畳 ( 調 整 色 調

胎 土 備  考
口縁 即 底 部 口径 底 径 器 高 器 厚 調 整 内 向 底 向 外 向 内面 断面

RZ005 Pll 甕 (36) タタキメ タタキメ 青黒 青黒 灰褐
匂色砂粒
鉢お

良

好

RZ005 Pll 瓶 ロクロナデ ロクロナデ 掲灰 黒掲 にぶいホ褐
ひ粒少量
多む

RZ005 P9 イ (31) ロクロナデ ロクロナデ 橙 にぶい褐 にぶい褐
ひ粒多 く
箋お

RZ005 P9 土師器 養 (51〉 045 ヘラナデ ハケメ にぶい褐 天掲 にぶい褐
ひ糧多 く
雪む

RZ005 P10 土師器 菱 (21) ヘラナデ ハケメ にぶい赤掲 こぶい赤褐 明赤褐 ひ粒含む
lo1 35と 同一
つ可能性あり

RZ005 P4 L師群 野 (25) ロクロナデ ロクロナデ 橙 橙 橙 少粒少ない

遺構外 [第 77図 ]

出 土 地 点 種  別
法   避

`
重量(g) 石  材 備  考

長   さ 幅 厚    さ

東調査区 土製品脚 ? 279 277 204

北調査区 表土 457 096 凝灰岩

南調査区  表土 792 316 1856 買岩

鉄製品 [第57図 252・ 写真図版63、 第64図285。 写真図版66、 第74図 363・ 写真図版73]

出 土 遺 構 種  別
法  量 (cm)

重量 (g) 備  考
長   さ 幅 厚    さ

RA076PК2 Nα6 刀   子

RA078 Q2 下層 刀   子 7 096

RE002床 面直上 Nお 鋤   先 126

石製品 [第60図260]

爛
師

出 土 地 点 れ奎   房U

法   量 (cm)
重量(g) 石 材 備  考

岳    さ 幅 厚   さ

RA077床面直上 Nol 祗   石 4872 31221 凝灰岩

-116-



Ⅵ 考 察

1 野古 A遺跡第 23・ %・ 29次調査検 出竪穴住居跡 について

第 23・ 24・ 29次調査において検出された竪穴住居跡は、第 23次 8棟 。第 24次 4棟 。第23-29次

1棟・第29次 4棟の合計 17棟である。これらのうち奈良時代 5棟、平安時代 12棟である。遺構の詳

細な時期決定は出土土器に依るため、本節では遺構のみでの検討を行う。なお、住居跡の分析に際し

て、過去の調査である第 6次 。6次補 (盛岡市教委 1998)、 第12次 (菅原 2003)、 第15次 (阿部 2003)

調査成果を含めて遺跡全体の把握に努めることとした。ただし、住居が調査されている第 11。 18・ 21・

25次調査に関しては報告書未刊のため住居構造の分析には入れず、全体遺構配置図および時代区分に

のみ成果を盛り込むこととする。

(1)時期区分

野古A遺跡は奈良時代と平安時代の複合集落遺跡である。藍穴住居跡はこれまでに総数 75棟見つ

かっている。うち未報告が 15棟あり、未調査分の 1棟 (RA07)も 除外し、土器から分類できる時代

区分によって、奈良時代住居跡 25棟、平安時代住居跡 34棟 と判断できる (表 7)。

本報告書で報告する第 23・ 24・ 29次調査では奈良時代 5棟、平安時代 12棟を検出した。各遺構の

時期区分に関しては、野古A遺跡から南東に750mに位置する細谷地遺跡平安時代集落の遺構分析に

よる住居時期区分分析において、十和田a降下火山灰の堆積の有無と火山灰堆積状況から検証が行わ

れている (高木 2003)。 この方法を野古 A遺跡奈良時代・平安時代集落に用い、火山灰混入層を覆土

上位 。中位・下位にグループ化し、各住居の堆積状況を検証した。結果、層として灰白色火山灰が堆

積している住居は覆土上位のRA077(奈良)と 覆土中位のRA067(奈良)で、他はブロック状に堆積

している。ブロック状に堆積している住居跡は、覆土上位がRA018(平安)。 RA039(平安)。 RA040

(平安)・ RA063(平安)・ RA064(平安)、 覆土中位がRA019(平安)。 RA 028(平安)。 RA 048(奈良)。

RA061(平安)。 RA 078(平安)。 RA 079(平安)、 覆上下位がRA020(平安)。 RA 021(奈良)・ RA

022(平安)。 RA 023(平 安)。 RA 041(平安)と なり、各時代の細分だけでなく時代区分さえ混在す

る状況で、細谷地遺跡第 4・ 5次調査のような結果を得ることができなかった。野古A遺跡の火山灰

再堆積状況が細谷地遺跡と異なる環境下にあつた可能性がある。また細谷地遺跡の場合は同一調査員

によつて調査がなされているが、野古 A遺跡は4人の調査員が各調査次に配備されており、異なる視

点によって土層観察がなされた結果、今回の結果となった可能性がある。従って、野古A遺跡の時代

毎の細分は、層相からアプローチできなかった。

住居の配置を見ると、奈良時代と平安時代での住居の切り合いはRA034・ RA035で認められるのみ

である。平安時代集落が営まれた時代において、十和田a降下火山灰 (西暦 915年)が覆土上位に堆

積する住居 (RA077)力 S認められ、奈良時代住居は埋没する過程にあったと推測されることから、平

安時代集落は奈良時代住居を避けて住居を構築することが可能であったと考えられる。奈良時代同士

での住居の切り合いはなく、また、平安時代同士の切り合いはRA059。 RA064以外では認められない

ことから、各時代において全ての住居跡が同時期に存在した可能性がある。しかし、これ以上の検討

は遺構からは望めず、各時代の細分に関しては土器の分析に譲ることとする。

(2)規模 (床面積)

住居の壁 2辺を掛けて床面積の概算を行った結果をグラフにした。第 79'80図参照。第79図 は奈

良時代住居跡の規模を概算した床面積で表したものである。グラフを見ると3箇所に断絶が認められ

る。この断絶を境とし、5,64～ 10.24ド を小形、15。2～ 23.1♂ を中形、30.37～ 34,1♂ を大形、40,47
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1 野古A遺跡第23・ 24・ 29次調査検出竪穴住居跡について

だ以上を超大形 と分類することができる。第 80図 に示 した平安時代は4.8～ 10.Hを小形、12.92～

19.2ド を中形、22.56～ 28.6rを 大形と分類することができる。

棒グラフ中の トーンがかかった棒は第 23・ 24・ 29次調査において検出された住居跡で、奈良時代

では中形 2棟 。大形 2棟、平安時代では小形 1棟・中形 6棟 。大形 2棟で、奈良時代は小形・超大形

が欠落 し、平安時代では各規模が揃っているといえる。第 23・ 24・ 29次調査区で検出された平安時

代住居は第 12・ 15次調査区と同じ面の段丘高位面に立地する。第 81図 野古A遺跡集落竪穴住居跡配

置図を見 る と、

平安時代集落に

はまとまりが認  60

められる。一方  m
で奈良時代では  40
第 23。 24・ 29

次調査区は集落 
▼

の中心からやや  20

離れてお り、そ  慟

のため小形・超  。

大形が欠落 した

可能性がある。

(3)焼 失住居

第80図 平安時代住居床面積

明らかに焼失住居 と判断できるのは、RA077の 1棟のみである。RA015・ RA026・ RA029'RA068・

RA079は少量だが炭化材・焼土が出土 してお り、焼失住居の可能性がある。報告書で報告されている

住居が 59棟であるので、焼失住居の少なさが際立つ。

(4)柱   穴

柱穴ははつきりしないものが多い。奈良時代では明確なものが多 く、RA067(6?個 )、 RA068(4?

個 )、 RA077(4個 )で方形に配置される。平安時代住居は不明確である。第 12・ 15次調査において

も同様で、奈良時代住居であるRA014(6個 )、 RA021(4個 )、 RA026(4個 )、 RA046(4個 +建て

替え ?4個 )、 RA053(4個 )は主柱穴が明確である。

(5)貯 蔵 穴

RA068(奈 良)。 RA076(平安 )。 RA078(平安)においてカマ ド脇の貯蔵穴を確認 した。RA076は

調査区内ではカマ ドを検出していないが、規模から貯蔵穴の可能性があるピットが検出されている。

第 12・ 15次調査ではRA019・ 020・ 022・ 024・ 026?・ 028・ 029・ 032・ 034・ 041'042・ 047・ 048'050'

051・ 052に おいて貯蔵穴が作 られている。

(6)周   溝

周溝はRA066(奈 良)。 RA068(奈 良)。 RA067(奈 良)。 RA076(平安)。 RA077(奈 良)において

検出された。いずれも幅 10 cm未 満でほぼ全周する可能性がある。圧倒的に奈良時代住居跡に多い。

第 12・ 15次調査 においては RA014の 半周、RA026・ RA044の ほぼ全周、RA046・ RA047・ RA048・

RA053の 一部 に周溝が認め られる。全て奈良時代住居跡であ り、遺跡全体の構造 として奈良時代住居

跡のうち、大形 を中心 に周溝が検出されるものが多い と言える。

(7)カ マ ド

① 燃焼部 RA077カ マ ド燃焼部に両袖の芯材として土師器甕が逆位で使用されている。RA064

-■ 8-

888筆 馬?協 尊8斜 Ⅲ8ら 守8こ ド89駕 守馬8■

こと置議歴ご護置歴ここことことこ歴歴歴こことここ

第79図 奈良時代住居床面積

超大形
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第31図 野古A遺跡 古代住居跡分布図

Ⅵ 考察

第 7表 野古A遺跡検出住居一覧

調査次数 住居名 時期

6。 6補

RA005 半 蜜

RA006 秦 B

RA007

11次

(H12調査)

ＲＡ００８

一ＲＡ００９

一ＲＡＯ‐０

未報告RA011
RA012
RA013

12次

RA014
RA015 B

RA016
RA017
RA01R
RA019
RA020
RA021
RA022
RA023

」艤ゴ■鬱

0             1:2000          100m
|

調査次数 住居名 時期

12次

4
RA025
RA026
RA027
RA028 半

RA029
RAOa0
RA031
RA032
RA033 半

RA084
RA035

Afla7

RAOR9
RA040

15次
RA641
RA042 半

調査次数 住居名 時期

15次

鞘
平

RA046 長
良

良

良

良

蓼

余
奈

奈

奈

奈

平

RA047
RA048
RA049
RAOSO
RA051
RA052 平

18次
H14調査 )

RAOSR
RA054

未報告

21次
(H15調査 )

RAOSS
RA056

未報告RAOS7
RA058

23。 241 RAOS9 平

RAOAn

調査次数 住居名 時期

23・ 24次

RA061 平

RA062 半

RA063 半

RAOA4

RA066
RA067
RA068
RA069
RA070
RA071

25次
H16調査

未報告
RA073
RA074
RA07S

29次

RA076 半

RA077
RA07R ♂

半 蜜
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第
8表

 
第

23
・

24
・

29
次
 

堅
穴
住

居
跡

計
測

表

住
居

名
時

期
北

壁
/北

西

(m
)

東
壁

/北
東

(m
)

南
壁

/南
束

(m
)

西
壁

′ 南
西

(m
)

深
さ

(e
m)

面
積

(市
)

主
軸

方
向

カ
マ
ド

貯
蔵

穴
位

置
貯

蔵
穴

規
模

柱
穴

周
溝

そ
の

他
火

山
灰

23
次

RA
05
9

平
安

(4
80
)

8
な
し

(欠
?)

復
元

不
可

RA
06
1

平
安

51
2

49
6

26
25

N‐
34
・
‐ E

東
壁

1
2

RA
06
2

平
安

38
(4
2)

32
2(
45
5)

29
5(
43
)

(1
88
3)

N‐
90
°
‐ E

東
壁

1・
(南

壁
1)

RA
06
4

平
安

(3
80
)

42
6

(4
20
)

(4
90
)

(1
83
8)

N‐
85
°
‐ E

束
壁

1

RA
06
6

奈
良

49
0

22
(3
7)

28
1(
50
)

35
0

(1
24
8)

N‐
45
°
‐ W

北
西

壁
1

有
り

RA
06
8

奈
良

58
4

19
5(
52
)

24
3(
58
)

52
0

(3
02
6)

N‐
49
'‐
W

北
西

壁
1

カ
マ

ド
南

西
63
×

62
有

り

RA
07
0

平
安

26
6(
51
)

45
8(
54
)

03
7(
47
)

(2
43
4)

N引
39
°
‐ E

南
東

壁
1

2

24
次

RA
07
1

奈
良

25
5

N‐
48
°
‐ W

北
西

壁
1

復
元

不
可

RA
06
3

平
安

1 
91
(4
2)

10
S(
43
)

27
2(
39
)

(1
59
5)

N‐
80
°
‐ E

東
壁

1

RA
06
5

平
安

20
(3
4)

06
2(
38
)

01
6(
35
)

01
3(
39
)

(1
32
9)

(欠
か
調

査
区

外
)

RA
06
7

奈
良

46
0

47
5

46
6

59
22
50

N‐
47
°
‐ W

北
西

壁
1

有
り

RA
06
9

平
安

23
8

14
4

N‐
10
9°

‐ E
東

壁
復

元
不

可

23
・

29
次

RA
06
0

平
安

(3
00
)

(3
00
)

27
8

40
(6
30
)

N‐
98
°
‐ E

東
壁

1
カ
マ

ド
内

堆
積

土

29
次

RA
07
6

平
安

53
8

48
(5
20
)

P1
2

11
0×

(‐
)

2
有

り
覆

上
下

層
・

土
坑

上
面

RA
07
7

奈
良

62
3

(5
28
)

62
3

34
60

N‐
44
・
‐ W

北
西

壁
1

有
り

覆
土

上
位

RA
07
8

平
安

46
5

33
0

N¬
00
°

E
東

壁
2

1号
カ
マ

円
ヒ

68
×

48
1

覆
土

中
位

2号
カ
マ

ド
南

58
×

45

RA
07
9

平
安

38
4

(3
08
)

38
8

12
60

N-
98
V―

E
東

壁
1

覆
土

中
位

( 
)内

推
定

値

ｗ 　 埠 叫 ＞ 肺 郵 韻 鶴 ・ く ・ 送 斉 訓 齢 群 Ｖ 限 激 甫 即 事 言 Ｏ τ ハ

― ド や ｏ ｌ

第
9表

 
第

23
・

24
・

29
次
 
カ
マ
ド
計
測
表

調
査

次
過
構
名

位
置

壁
長

(m
)

煙
道

方
向

煙
道

煙
出

煙
遺

種
類

抽
構

成
袖

長
(c
m)

燃
焼

部
規

模
支

脚
天

丼
石

煙
出

礫
j≧
さ

(c
m)

径
(c
m)

径
(c
m)

深
さ

(c
m)

23
次

RA
05
9

RA
06
1

東
51
2

N‐
84
°
‐ E

14
40
0

書
Jり

貫
き

シ
ル
ト

30
×

40

RA
06
2

東
カ
マ

ド
束

N‐
83
°
‐ E

65
00

シ
ル
ト

40
×

40

RA
06
2

南
カ

マ
ド

南
(4
20
)

14
00
0

割
り
貫

き
70
×

64

RA
06
4

西
(4
90
)

N‐
70
°
‐ V
V

割
り
貫

き
シ
ル

ト
十

礫
74

35
×

66

RA
06
6

北
西

N‐
45
°
‐ V
V

35
00

44
割
り
貫
き

ン
ル
ト

50
×

50

RA
06
8

北
西

58
4

N‐
49
°

VV
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Ⅵ 考察

は自然礫が出上しており、芯材の可能性がある。ほかは地山土積み上げによって構成されている。地

山削り出しによる構築の痕跡は認められない。

② 支脚 RA071は土師器甕が支脚である可能性がある。RA079においてカマ ド燃焼部に土師器杯

が逆位で 4個体重ねられた状態で出土している。被熱による劣化は認められない。

③ 煙道・煙出 煙道は到り貫き式が主である。到り貫き式と判断できなかったカマ ドは検出面

から遺構床面までの深さが非常に浅く、煙道天丼部が失われている可能性もある。煙出にはRA070に

投げ込みの礫が認められるほかは遺物の出土はない。

④ カマ ド方位 第 82図参照。奈良時代のカマ ド方位

はN-44～ 49° ―Wに納まり、北西壁に作られる規則サ
l■が    奈

高い。また、カマ ドは北西壁のほぼ中央に作られる傾向

が認められる。一方平安時代はN-80° ―Eか らsNま でと

奈良時代ほどの規則性ではないが、奈良時代のように西    W
壁には作 られない傾向がある。これは第 12'15次調査

においても同様である (阿部 2003)。

⑤  作り替え カマ ドの作り変えがあるのはRA062・

RA078の 2棟で、それぞれカマドが新旧2基検出された。

RA062は南壁にカマ ドが作られた後、東壁に作 り替えが

なされている。一方、RA078は 東壁北寄りにカマ ドが作

第82図 カマ ド方位

られた後、同じ東壁の南寄りに作 り替えがなされている。RA062・ RA078は床面積がほぼ同じ中形の

規模である。第 15次調査ではRA042・ 048'051において新旧 2基が認められる。RA042'048は同じ

壁面での移動、RA051は隣り合う壁面に移動 している。全体数として、カマ ドの作 り替え行為は少な

い傾向にある。

③  貯蔵穴 カマ ド脇に貯蔵穴が認められるのはRA068・ RA078で ある。RA076は 貯蔵穴と思わ

れるピットが検出されたが、カマドを検出していないため位置関係が不明である。RA078は カマドに

向かって左、RA078は 旧カマドが右、新カマ ドが左に作られている。規則性があるのではなく、住居

構造上の制限による配置の可能性が高い。

小結 野古A遺跡竪穴住居跡は奈良時代と平安時代のものがある。奈良時代住居の床面積は小形から

超大形まで4パターンが認められる。第 23・ 24。 29次調査においては中形から大形の住居が検出され

た。カマ ドは全て西壁の中央に作られる。主柱穴は4本柱が多い。一方平安時代住居跡は小形から大

形までの 3パ ターンが認められる。奈良時代のような超大形は検出されていない。第 23・ 24・ 29次調

査においては小形から大形までバラエテイーに富む。カマドは東側に多いが、奈良時代のような厳密

な規格性ではない。主柱穴は明瞭なものが少ない傾向である。各時代住居跡の立地は、奈良時代が高

位面からやや低い地点まで分布範囲が広 く、平安時代は高い段丘面に限定される。奈良時代と平安時

代住居はほぼ重複が認められないため、平安時代の人々は埋まりきらない奈良時代住居を避けて集落

を構築 した可能性がある。 (八木 )
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2 野古A遺跡 第19・ 20・ 29次調査区検出の陥し穴状土坑について

2 野古 A遺跡  第 19。 20。 29次調査 区検 出の陥 し穴状土坑 について

雫石川右岸の盛岡南新都市土地区画整理地域では古代の集落跡が多数確認・調査され、注目を浴び

ている。他の時代では本宮熊堂A遺跡や細谷地遺跡に縄文時代晩期の集落跡が認められるほか、狩猟

場と考えられる陥し穴状土坑群も6遺跡・14次回の調査で見つかっている。

野古A遺跡では今回の第 29次調査南調査区において縄文時代と考えられる陥し穴状土坑 4基を確

認した。過去の調査では、平成 15年度の第 19・ 20次調査において溝状形態の陥し穴状土坑が 14基検

出されている。ここでは第 19,20・ 29次調査の 18基を合せ、盛岡南新都市土地区画整理地区におけ

る縄文時代晩期の陥し穴状土坑について考察を行う。

(1)第 19・ 20。 29次調査区検出陥し穴状土坑

第 19。 20次調査区と第 29次調査南調査区南西端に縄文時代の陥し穴状土坑と考えられる溝状の土

坑は 18基 まとまって検出した。19次調査区に隣接する、平成 16年度調査の第 23次調査区では検出

していない。以下、野古 A遺跡の陥し穴状土坑の傾向を提示する。

[規模]開 口部は長さ270～ 430 cm(平均 334.7 cm)・ 幅 10～ 102 cm(平均 54.5 cm)に 分布し、底面は長

さ255～ 440 cm(平 均 335,7 cm)、 幅 8～ 43 cm(平均 19.37 cm)に まとまる。現況の幅は、上面の削平の

状態によっては実態を現さない可能性が大きいため、検出面の差異による影響がないと考えられる底

面における長幅分布図を第 84図 に示した。図を見ると、長さは連続するが幅において8～ 19 cmと 28

～43 cmに 断絶が認められる。

[堆積土]最 下層に黒色上が堆積し、中位に褐色土壁面崩落土が堆積、上位には黒色上が堆積 してい

ることが多い。このような堆積の様相は、使用時、あるいは廃絶後に表土の黒色土が流入し、壁面崩

落土が堆積、上位の黒色土は再び表上が流入するという自然堆積の様相を呈していると考えられる。

[深 さ]深さは検出面と上部の撹乱により上下するが、49～ 105 cm(平均 76.84 cm)に 分布する。

[立地・配列]第 85図参照。第 19・ 20次調査区において北東―南西に帝状に黒ボク層が認められた。

また、20次調査区南端において後背湿地が確認されている。第 29次調査区においても黒ボク層に並

行する段差が確認され、18基全て等高線に垂直に配置されるものと判断できる。また、等高線に垂直

なだけでなく、平坦面中央には配置されず、傾斜変換線沿いに大きく3列で配列されていることが判

る。第29次調査では北側 2基 と南側 2基はそれぞれ規模が近似 しており、 2基 1セ ットとして作 ら

れた可能性もある。

100   200   300   400

長 (cm)

第83図 陥 し穴状土坑開口部長幅分布図

長 (cm)

第34図 陥 し穴状土坑底面長幅分布図

0
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(2)盛岡南新都市土地区画整理地域の陥 し穴状土坑

8遺跡 19次回の調査で H2基が検出されている。

[規模]第 86図参照。全体の平均値で開口部の長さ342 cm

幅 63.3 cm、 底面長さ330 cm幅 19.4 cm、 深 さ 82.3 cmで ある。

遺跡毎に底面平均長幅分布を見ると、小幅遺跡 326× 34 cm、

鬼柳 A遺跡 257.3× 13.67 cm、 矢盛遺跡 363× 18 cm、 飯岡

才川遺跡 339× 18,9 cm、 細谷地遺跡 310× 16.26 cmで ある。

本宮熊堂 B遺跡は 1基のみの検出で 116× 25 cmで ある。

[立地・配列]野 古 A遺跡・鬼柳 A遺跡本宮熊堂 B遺跡・

矢盛遺跡の陥し穴状土坑はほぼ全て等高線に垂直あるいは

ほぼ垂直に配置されている。飯岡才川遺跡は遺構配置図に

標高線がないため詳細には確認できなかったが、現況の地

形図から判断するとほぼ垂直に配置されているものが多い。

細谷地遺跡は 15基 (79%)が等高線に垂直、 4基 (21%)

が並行に配置されている。

それぞれの立地は、細谷地遺跡・矢盛遺跡は隣接 してお

リー続 きの旧河道沿いに立地 している。また飯岡才川遺跡

甲

第85図 野古A遺跡 陥 し穴状土坑配置図

Ⅵ 考察

第86図 近隣遺跡検出陥し穴状土坑開口部長幅分布図
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2 野古A遺跡 第19。 20・ 29次調査区検出の陥し穴状土坑について

も同 じ旧河道 を挟 んだ対岸 に位置 してお り、一帯が大規模 な狩場 と

小結

して利用されていたことが窺える。

細谷地遺跡では、 2本の旧河道に挟まれた

微高地上に陥 し穴状土坑が集中している。こ

のことに関 し、「十日河道の堆積土はシル ト質

ないし粘土質で、陥 し穴が構築された当時に

は帯水性の窪地であった可能性が高いことか

ら、水場に集まる動物を対象獣 とした民猟が

行われていたものと考えられる。」 (高木 2CD3) 陥 し穴状土坑底辺長さ別検出数

との分析結果が得 られている。

野古 A遺跡では、古代集落の中心から離れた低い地点にまとまっている。標高 も集落の中心は

125m前後であるのに対 し、陥し穴状土坑集中区の標高は 124m前後 とlm程の標高差が認められる。

また、第 19・ 20次調査区の南端は後背湿地 も確認 されてお り、細谷地遺跡同様、水場に集まる動物

を対象とした民猟が行われていたものと考えられる。 (八木 )
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第 10表 盛岡開発地域内陥 し穴状土坑一覧 (1)

遺跡名 遣構名 位 置 平面形
開口径 (om) 底面径 (cm) 深 さ

(cm)
等高線 標 高 備考

長 さ 幅 長 さ 幅

大宮北追跡 1 RD06 5UU-98 溝 状 337 57 1263 遺物 なし

小幅追跡

第 2次

2 RD058 RX+59 RY‐ 99 溝状 98 23 垂直 1263 遺物 な し

3 RD059 RX+56 RY‐ 100 清 状 25 垂直 1263 遺物な し

RX+59 R卜 97 溝状 94 37 垂直 1263 遺物 な し

5 lD062 RX+73 RY‐91 溝状 102 垂直 1262 進物な し

6 RD063 RX+76 RY‐92 溝状 102 垂直 1262 遺物な し

7 RD064 RX+79  RY‐ 95 清状 322 垂直 1262 過物 なし

8 RD065 RX+79 RY-97 溝状 104 垂直 1262 遺物 な し

9 RD066 RX+59 RY‐99 溝状 256 垂直 1262 遺物 な し

RD073 RX+7S  RY‐ 86 溝状 374 330 垂直 遺物 な し

RD074 RX171  RY‐ 88 溝状 394 348 垂直 1262 遺物な し

RD075 RX+71 R羊 85 溝 状 364 335 垂直 1263 追物な し

野古A

第 12次

RD042 1l R12s 溝 状 294 39 垂直 1236 退物な し

RD055 10M24s 溝状 73 垂直 遺物 な し

RD061 1l M23r 溝状 75 垂 直 1254 遺物 な し

野古A

第19次

RD085 1503v 清状 33 垂直 239 遺物 な し

RD086 1505b 溝状 335 79 垂直 236 遺物なし。柱穴伴 う

RD087 15N3s 溝状 295 290 49 垂直 239 陥 し穴 ?

RD038 14N23e 両頭形 330 60 垂直 239 退物な し

野古A

第20次

RD089 15N7p 溝状 75 垂直 239 遺物な し

RD090 15N5q 両頭形 406 440 72 垂直 239 遺物な し

15N14x 溝状 377 垂直 236 遺物な し

15N14u 溝状 338 328 84 垂直 遣物 なし

RD093 15N16u 清状 386 378 垂直 233 進物 なし

25 RD094 15N16g 溝状 292 280 垂直 235 遺物 なし

26 RD095 15N18u 溝状 276 255 垂直 236 遺物 なし

27 RD096 15N181 溝 状 (149) (142) 垂直 237 温物な し ,半分残存

RD097 溝状 352 362 垂直 豊物 な し

15N211 溝状 垂直 238 色物な し

野古A

第29次

RDl12 14N15q 清状 100 垂直 畳物な し

RDl13 14Nllv 溝 状 102 垂直 置物な し

RDl14 14N22o 両頭形 (380) (320) 垂直 遺物な し ,一部撹乱

RDl15 両頭形 430 垂直 124 遺物な し

鬼柳A

第 7次

RD014 5E6w 両頭形 267 248 ほぼ垂直 1252 tE物 なし

書状 267 48 248 42 ほぼ垂直 1252 IE物 なし

鬼柳A

第 4次

8D7d 書状 83 296 55 垂直 1257 遺物な し

lZ002 4E20n 溝状 396 54 334 不明 1259 色物な し

RZ003 4F19c 面頭形 252 垂直 1254 遺物な し

RZ004 4F17e 溝状 262 206 垂直 1254 造物な し

熊堂B第 10次 RD61 7 Plh 溝状 200 不明 1239 過物な し

矢盛

第3次

lD011 2C12k 溝状 (175) (202) 垂直 遣物 な し

2C15g 溝状 (182〉 (178) 垂直 1227 遺物な し

2C17e 清状 垂直 1226 遺物な し

44 RD014 2C19b 溝状 290 垂直 1225 遺物 なし

45 RD015 2C19b 溝状 垂直 1225 遺物な し

46 RD016 2C20d 溝 状 107 垂直 1225 退物 な し

47 RD017 2C20f 溝状 100 垂直 1225 遺物な し

48 2C21c 溝状 287 垂直 1225 遺物 な し

RD019 2C22c 溝状 (113) (103) 26 垂 直 1223 遺物な し

RD020 2B23x 溝状 377 垂直 1225 追物な し

RD021 2B24y 溝状 3“ 垂直 1225 遺物な し

矢盛

第 4次

RD005 2C5x 溝状 440 垂直 1226 退物 な し

R0006 2C5w 溝 状 353 30 103 垂 直 1226 退物な し

RD007 2C6u 両頭形 386 29 垂直 1226 遺物 な し

溝状 (254) (272) 24 垂直 1226 遺物な し・一部授乱

2C5s 両頭形 (266) 垂直 1226 遺物な し ,一部調査区外

Ⅵ 考察
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2 野古A遺跡 第19・ 20・ 29次調査区検出の陥し穴状土坑について

第 刊0表 盛岡開発地域内陥 し穴状土坑一覧 (2)

遺跡名 遺構名 位 置 平面形
開口径 (cm) 底面径 (cm) 深 さ

(cm)
等高線 標 高 備考

長 さ 幅 長 さ 幅

矢盛

第 4次

RD010 2C10m 溝状 垂直 1226 遣物な し

58 RD022 両頭形 334 44 363 垂 直 1225 退物な し

59 RD023 3B3s 溝状 384 垂直 1225 遺物 な し

60 RD024 3B4r 両頭形 垂 直 1226 遣物な し・風倒木 7付随 ビッ ト

RD025 〕B4p 溝 状 322 垂直 1226 2個 あ り

62 RD026 384o 溝状 370 垂道 1227 遺物な し

R0027 3BSr 溝状 322 垂直 1226 遺物な し

RD028 〕B6t 溝状 11 92 垂 直 1224 遺物な し

RD032 溝状 340 垂 直 1224 遺物 な し

矢盛

第 5次

RD038 〕A2St 溝状 390 30 垂直 1226 遺物な し

RD040 3A24u 溝状 346 104 垂直 1226 迫物な し

RD039 ,A24v 溝状 363 425 垂直 1226 遣物な し

飯岡才川

第 2次

R002 X-36,003Y26,015 溝状 356 1234 遺物な し

X‐ 35,967Y26,043 溝状 1236 遺物な し

RD04 X-35,962Y26,050 溝状 254 1236 遺物 な し

飯岡才川

第 4次

lD21 X‐36,006Y26,366 溝状 333 327 67 1221 遺物 な し

RD25 X‐36,006Y26,350 溝状 1222 遺物な し

飯岡才川

第 5次

RD033 1871 溝状 372 370 1235 遺物な し

RD034 ‐l B61 溝状 398 1235 遺物な し

RD035 ‐l B7n 溝状 320 282 1235 遺物な し・風倒木 ?

l C7g 溝状 375 1235 遺物な し

飯岡才川

第 6次

lD043 ‐l C19f 溝状 329 24 1234 遺物な し

RD044 ‐l C6a 溝状 271 24 59 1235 色物な し

RD045 -l B2v 溝状 1237 色物な し

RD046 ‐l D17f 溝状 388 123 Ё物なし

R0047 ‐lC18f 溝状 94 遺物な し

RD048 l C21 w 溝状 376 39 400 106 123 退物 な し

84 RD049 ‐l C20s 溝状 365 違物な し

RD050 ‐l C18g 溝状 353 24 1231 遺物な し

86 RD051 l C12s 蒔状 341 1231 遺物な し

87 RD052 」C19i 蒔状 1231 進物な し

RD053 ‐l C16f 溝状 388 1231 遺物なし

細谷地

第 4・ 5次

溝状 52 垂直 1222 遺物な し

RD91 212f 溝状 60 垂直 進物な し

RD92 1125h 溝状 (228) (230) 44 垂直 122 遺物な し

lD98 1122q 溝状 342 28 並行 122 一部調査区外

RD95 2E18h 溝状 (316) (303) 垂直 1224 遺物な し

94 RD97 2E14s 溝状 426 105 垂直 1222 一部調査区外

95 2E18n 溝状 54 370 垂直 避物な し

96 2E16p 溝状 256 76 242 垂直 1224 還物 な し

97 RD101 2E18p 溝状 372 62 垂直 1224 遺物な し

RD102 2E19k 溝状 (270) (242) 70 垂直 遺物な し

RD104 2E171 溝状 276 70 並行 1224 一部調査区外

RDl14 3Elt 溝状 102 303 並行 不明 買岩製剥片出土

RD120 溝状 (275) 垂直 1222 IE物 なし

102 RD121 2F10g 溝 状 315 垂直 不明 一部調査区外

RD122 満状 422 垂 直 1221 E物 な し

RD123 2E24s 溝状 250 並行 1223 邑物 な し

RD127 2E24v 溝状 300 254 垂直 1223 色物な し

RD128 2F21f 満状 294 垂直 1222 邑物な し

2F21h 溝状 255 垂 直 1222 豊物な し

2F181 潜状 442 108 垂直 1222 畳物な し

RD132 2E14t 満状 垂 直 1223 畳物 な し

RD133 2E16y 薦状 346 285 垂直 不明 畳物 な し

RD134 2E19p 藩状 242 78 200 24 垂直 1223 色物な し

小幅遺跡 畳物な し
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3墓  壊

(1)抽出と特徴

野古 A遺跡では過去の調査も含めると100基を超える多数の上坑 (RD)が検出されている。その

中で、性格を特定することができる土坑はきわめて少ない。しかし、これら土坑の中には墓羨である

可能性が高いものがいくつか存在する。本書で報告した野古 A遺跡第 23・ 24・ 29次調査では、墓墳

であると考えられる土坑を計 3基検出した。第 23次 RD103・ 108、 第 29次 RDl16の 3基である。 3

基ともに骨片等の出土はみられなかったが、以下の理由で、墓城である可能性を指摘した。いずれも

平面形態は長方形・方形を基調としており、比較的整った形態である。また、底面は平坦で、壁は垂

直に近い急角度で立ち上がる。やはり整つた断面形を呈し、方形基調の形態である。埋土は各種ブロ

ックを多く含み、人為的に埋め戻しがおこなわれた様相を呈する。特に、RD103。 108は、砂質の地

山を掘り込んでおり(砂質の埋上である。このことから掘削後、掘削排土による埋め戻しが一連の作

業の中でおこなわれたと考えられる。すなわち、穴を掘った後あまり時間を空けず、埋め戻すという

行為が想定され、土坑が墓城や何らかの埋納遺構などの特殊な特性を持つことが考えられる。同様に、

過去の調査におけるこのような土坑は、第 12次調査 RD039が挙げられ、これを含めた4基の上坑に

ついて詳しく分析する。

平面形態は方形と長方形のものの 2種認められる。RDH6が方形であり、その他の 3基は長方形で

ある。なお、方形 。長方形と2種の平面形態があることは周辺遺跡においても確認されている。さら

に、長方形のRD039。 103・ 108は短辺と長辺の比が、それぞれ l il.31。 1:1.28・ 1:1.25で ある。

平均すると短辺 1に対して長辺 1.25の長方形である。野古A遺跡では検出されていないが、近隣の本

宮熊堂B遺跡第 18次や台太郎遺跡第26次などでは、約 1:2の比の長方形プランを呈する墓墳も確

認されている。検出された4基の墓墳の主軸方向は必ずしも一定ではないが、もっとも近接する竪穴

住居と概ね同じ主軸方向にある。住居に対して何らかの意識があったのかもしれない。また、RD108・

116は底面より遺物が出上した。RD108か らは礫石器 1点、RDl16か らは土師器杯や土師器甕片など

が出土した。これらは墓媛に伴う遺物であると考えられる。しかし、遺物が副葬品のような性格を有

するものであるかどうかは不明である。

(2)分布と時期

以上の条件より墓壊である可能性の高い土坑は集落内居住域に展開する。これは集落中心部でもな

く、集落外縁部でもない位置に存在する。さらに、比較的竪穴住居に近い場所に位置している。また、

これら墓墳同士はそれぞれ近接せず、30～ 100mの距離を置いて存在する。つまり、墓群を形成せず、

単独で集落内に散在するという分布状況である。

時期については、 4基ともに遺物や埋土中に含まれる火山灰より平安時代に属するものと考えられ

る。また、周辺集落における同様の墓墳も平安時代 (9～ 10世紀)に属するものが多い傾向である。

ちなみに、古墳～奈良時代において、この種の墓竣は周辺遺跡では確認されていない状況である。周

辺遺跡でも古墳～奈良時代の竪穴住居は検出されていることを考えると、この時期は今回取り上げて

いるような墓墳は出現していない可能性が考えられ、平安時代 (9～ 10世紀)に特有の葬法である

のもしれない。また、墓墳の時期は火山灰や出土する遺物より、遺跡内で検出された平安時代の竪穴

住居と大きく隔たるとは考えられない。したがって、墓墳と竪穴住居とは同時期に併存している可能

性が考えられる。

(3)葬法と墓制

規模・形態を考えると成人男性が伸展あるいは横臥屈葬される状態に適している。また、鉄釘が出
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3 墓壊

RC016

1.10YR2/2 粘性なし しまり密 シルト (黄褐色土ブロックを少量含む)

2.10YR4/6 粘性なし しまり密 砂質土
3.10YR2/2 粘性なし しまり密 シルト (I層 より多く黄褐色土ブロックを含む)

4 10YR2/2 粘性弱 しまり密 シルト

(炭化物を少量含む 黄褐色土ブロックをわずかに含む)

5,10YR2/3 粘性なし しまり密 砂質シル ト (黄褐色土ブロックを含む)

6 10YR2/1 粘性弱 しまり密 シルト
7 10YR2/2 粘性なし しまり密 シルト
8.10YR4/6 粘性なし しまり密 シルト
9.10YR4/6 粘性なし しまり密 ンルト (暗褐色土を少量含む)

10.10YR4/6 粘性なし しまり密 砂質シルト
H.10YR3/4 粘性なし しまり密 砂質シルト

第88図  野部 遅霊,亦  併:12次RD039(S=1:40)

土しないこと、堆積土に棺の痕跡が認められないことから、遺骸を直接埋葬 している可能性が高い。

また、墓墳に付属する墳丘・周溝・覆い屋・墓標などの施設も確認できない。以上のことから、これ

ら墓壊はいわゆる土埃墓 と呼ばれる比較的簡素な形態の墓であると考えられる。

この盛南地域では、 9～ lo世紀、集落内に簡素な長方形あるいは方形の上坑墓が造 られていたと

考えられる。野古 A遺跡では、これまで 34棟もの平安時代の竪穴住居が検出されているが、これに

比べ土墳墓の数は 4基 と極めて少ない。仮に、これら34棟すべての竪穴住居が同時併存 していなか

ったとしても、土埃墓の検出数は極端に少ないと思われる。また、近接する本宮熊堂 B遺跡の集落よ

うに居住域内で土墳墓が検出されていても、古代の居住域から外れている低位面 (本宮熊堂A遺跡)、

高位面 (稲荷遺跡)な ど集落外れに土墳墓が検出されていない。このことを考えると居住域の外れに

は土墳墓は存在していないようである。また、検出数を考えると集落内で生活を営んでいた人々すべ

てが土竣墓に埋葬されたとは考えられない。しかし、平安時代の竪穴住居には身分的な格差を示すよ

うな特徴はみられない。このように集落内の上壊墓にどのような人が葬られたのか想像すらできない

が、身分の優劣は別として、ある程度限られた特定の人物がこのような土媛墓に葬られたのではない

だろうか。 (福島)
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Ⅵ 考察

4土  器

(1)分類と器種構成

〈古墳～奈良時代〉(集成図RA067・ 068・ 077)

当概期における供膳形態は土師器杯が主体であり、杯類はロクロを用いないものである。また、ほ

とんどが内面に黒色処理が施される。本稿では、このようにロクロの回転力を用いない土師器杯を上

師器杯 I群 と分類した。第 23・ 24次、RA067'068な どの竪穴住居より出土している。これら杯類は

段・稜線・沈線などによつて口縁部と底部が区分される例が多い。今回の調査では邦の出土数が少な

く、明確に分化することはできないが、周辺集落も視野に入れるならば、法量により大 (A類 )。 中 (B

類)・ 小 (C類)の 3形態に分類可能である。しかし、主体となるのは中 (B類)である。

また、これら土師器杯 I tt B類 の中には器壁がやや薄く全体にシヤープであり、体部の段が明瞭で、

器高の低いものが認められる。また、これらは底部にヘラケズリの痕跡が認められ、九底ながらもや

や扁平な形態である。宮城 。福島県域など東北地方南部を中心とする栗囲式あるいは、それに後続す

る国分寺下層式などに直接系譜を求められる形態の杯である。集成図に掲げたRA068-3や 4な どが

これに該当し、使宜的に土師器杯 I tt B tta形 態としておく。

一方、体部に段・稜・沈線があるが、器壁が厚 く、器高が高めのものも存在する。これらは概ね半

球形の九底である。東北地方北部を中心にみられ、宮城県域では北部で多くみられる形態である。集

成図に掲げたRA068-5～ 7な どがこれに該当し、便宜的に土師器杯 I tt B tt b形 態としておく。

今回の調査では出土していないが、以上の 2形態以外に体部に段・稜・沈線など口縁部と底部とが

明確に区分されないものを使宜的に上師器杯 I tt B tt c形 態としておく。

さらに、関東系土師器と呼ばれる土師器も周辺集落を含めわずかながら出土している。今回の調査

ではRA068-1がこれに該当する。関東系土師器の中にも様々な形態のものが存在しているが、ここ

では一括して土師器邦 Itt B tt d形態としておく。

当概期における煮沸形態は土師器甕が主体である。郭類と同様、ロクロを用いないもので構成され

ている。このように製作に際してロクロの回転力を利用しない土師器奏を土師器甕 I群 と分類した。

第 23・ 24・ 29次調査では、RA068・ RA067・ RA077な どの竪穴住居より出上している。体部でわずか

な膨らみを持つのみの長胴形を呈し、口縁部と体部の境目には段・稜・沈線などの区分が比較的明瞭

なものが主である。これら土師器甕 I群は、法量により大 (A類 )。 河ヽ (B類)に 2分することが可能

である。また、それぞれ段 。稜・沈線などで口縁部が区分されるもの (a形態)と されないもの (b

形態)に分けられる。後述するが、周辺遺跡を含め盛岡地域でみられない県北特有の形態を有する土

師器甕がRA068よ り出土している。これら特徴的な甕を亜種として今回はc形態としておく。今回出

上したもので主となるのは、土師器甕 I ttAtta形態である。

当概期における貯蔵形態は土師器壷が主体である。これは球胴奏とも呼ばれる器種であり、原則的

に煮沸痕跡が認められる土師器 (長胴)奏 とは区別した。これらもやはリロクロを用いないものであ

構成されている。このように製作に際してロクロの回転力を利用しない土師器壺を上師器壼 I群 と分

類した。第 23・ 24・ 29次調査では、RA067・ RA077な どの竪穴住居より出土している。出土頻度は土

師器甕に比べると全体的にかなり少ない傾向である。体部で横に膨らみを持つ球胴形を呈し、口縁部

と体部の境目には段・稜・沈線などの区分が比較的明瞭なものが主である。これら土師器壺 I群は、

法量により大 (A類 )。 小 (B類)に 2分することが可能である。今回の調査では大 (A類)のみの出

上であるが、周辺集落も視野に入れると小 (B類)も 存在するため今回も2つ に分類した。

土師器壷 I tt A類 は形態の特性上、体部に最大径が生じる。その体部の最大径の位置について、上
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位にあるもの (a形態)。 中位にあるもの (b形態)・ 下位にあるもの (c形態)の 3種に分けること

ができる。今回の調査出土資料で、このような形態が判明するのはRA077出上の上師器壷のみで、集

成図では255である。これは土師器壷 I tt A tta形態と分類することができる。

(平安時代〉(集成図RA061～ 064・ 069・ 070'078・ 079)

当概期における供膳形態は前代と比較すると、土師器杯が主体であることに変わりはないが、これ

に須恵器杯が加わる。また、土師器杯はロクロが用いられたものに変わる。したがって、供膳形態は

ロクロの回転力を用いる土器のみの構成となる。このようにロクロを用いる土師器杯は土師器郭 Ⅱ群

とした。内面ミガキ・黒色処理されるもの (A類 )、 内外面ともにミガキ・黒色処理されるもの (B類 )、

ミガキ・黒色処理のまったく施されないもの (C類 )の 3種に分けることができる。また、これら土

師器杯Ⅱ群 A類～C類は、それぞれ高台の付かないもの (A～ C類)と 、高台の付 くもの (A′ 類・

B′ 類・C″ 類)と に分けられる。

当概期における煮沸形態は前代と同様に土師器甕が主体である。しかし、前代はロクロが用いられ

ない土師器甕 I群のみの構成であったのに対 して、当概期はロクロが用いられる土師器奏Ⅱ群が加わ

る。土師器甕 I群は法量により大 (A類 )。 月ヽ (B類)の 2分することができる。同様に、土師器甕Ⅱ

群においても、法量により大 (A類 )・ 小 (B類)の 2分することが可能である。前代より続 く形態で

ある土師器奏 I群は、前代とは異なり段・稜・沈線などで口縁部が区分されないもの (b形態)のみ

で構成される。さらに、土師器甕 I群はA類、B類 ともに、口縁部が外反あるいはタト傾し顎部が明瞭

なもの (bl形態)と 体部と口縁部が直線的に連続し、括れが小さいもの (b2形態)、 顕部の括れは

ないが、急角度で口縁部のみが外方に短く折れ曲がるもの (b3形態)に分かれる。次に土師器甕Ⅱ

群は口縁端部の形状の差により、上方へ顕者に摘み上げられたようなもの (a形態)、 上方へは伸びな

いが端面を持つもの (b形態)、 端面を持たず丸 く収められているもの (c形態)に分けられる。

当概期における貯蔵形態は須恵器甕、須恵器壼が主体で、土師器壼や鉢がこれらを補う。土師器壷

は前代においてロクロを用いない土師器壷 I群のみであったが、当概期においてはロクロを用いる土

師器壷Ⅱ群のみとなる。この土師器壷Ⅱ群は体部が球胴形に膨らみ、内面にミガキ・黒色処理が施さ

れる。このような内面調整から、煮沸機能を念頭に置いたものではなく貯蔵目的で製作されたとみる

べきである。また、土師器甕Ⅱ群の内面にミガキ・黒色処理を施したような器種である土師器鉢は、

顎部に括れがほとんどないため土師器壷とは区分した。須恵器の貯蔵形態は壷・奏からなる。壼は大

半が長顕重 (瓶)であると考えられる。今回出土した須恵器長頸壷は、いずれも底部に高台が付 くも

ので占められている。また、口縁部や頚部を欠いているものが多いため分類が難しいところである力S、

体部下半の調整について差異が認められる。この調整差は、ロクロの回転力を用いる横方向ヘラケズ

リのもの (a調整)、 ロクロの回転力を用いない縦方向のヘラケズリのもの (b調整)に分けられる。

(2)土器の年代について

く古墳～奈良時代〉

今回、土師器杯 I tt B tta形 態としたものは、東北地方南部では栗囲式新段階、八戸地域では三段

階に位置付けられている。これらの具体的な時期は 7世紀後葉～ 8世紀前葉である。特に第 89図

RA068-3・ 4杯は口縁部と体部 (底部)と の境が明瞭で 7世紀代の特徴が色濃いと考えられる。ま

た、関東系土師器 (第 89図 RA068-1)に ついて、千葉県域では7世紀末～8世紀初頭と考えられ

ており、その他の邦類と共伴 しても何ら矛盾はなさそうである。一方、第89図 RA067-7イ は口縁

部と体部 (底部)が不明瞭で連続的な形状を呈しており、先述したものより新しい要素であると考え

られる。なお、過去の調査で土師器杯 I tt B tta形態は、第12次調査RA015'032、 第 15次調査 RA047

-135-



4 土器

・053な どでも出土している。

土師器甕は口頸部に段・稜がある土師器養 I tt A tta形態から徐々に段・稜の無い土師器甕 Itt A類

b形態へと型式変化すると考えられている。また、土師器奏 I tt A tta形態は 7世紀～8世紀半ばま

で存続し、b形態へ型式変化する画期は8世紀後半～ 9世紀初頭とみられている。RA067・ 068は土師

器甕 I tt A tta形態が主体である。しかし、RA077は 土師器甕 I tt A ttb形 態である第88図 254が

存在し、 8世紀後半に位置付けられる。また、これら土師器甕 I群 (非 ロクロ)は、底部内面の断面

形状が九みを持つ「U」 字形から扁平な形へと変化すると考えられており、RA067-10。 RA068-19

などは前者、RA067-11お よびRA077-254は 後者の形状である。この形態的変化は体部下半の膨

らみとも連動するようで、体部下半が膨らみを持つものから膨らみを持たず、直線的に立ち上がるも

のへと変遷するようである。総合すると、土器がある程度まとまって出上した当概期の3棟 (RA067・

068・ 077)は 時期的に古いものからRA068→ RA067→ RA077の順に並べることができる。

(平安時代〉

この時期の上器は、先述した前代に比べると地域的な特徴があまりみられず、県内各地で出土する

土器類は地域色の極めて乏しい状況にあるとされている。これまでの先行研究でなされた編年観を援

用すると9世紀初頭～半ばについては県内の各城柵の出土資料が基準となっている。 9世紀後半以降

に関しては胆沢城およびその周辺資料が基準となっている。 9世紀半ばを含む前半代は須恵器杯の形

態・製作技法状の特徴が標章として挙げられる。すなわち、低い器高・大きな底径 (6 cm超 )・ 底部

のヘラ切りなどである。これらの特徴を持つ杯は、野古 A遺跡では出土しておらず、この時期以降の

上器群で占められている。また、胆沢城が機能を失う10世紀半ば以降は古代的な土器様式から中世

的な土器様式へと変容する時期に当たり、煮沸形態が激減し、供膳具 (皿 )が増加する。野古 A遺跡

の出土資料は新しくとも10世紀前半頃に収まると考えられる。この 9世紀後半～10世紀前半の期間

で、さらに詳細な時期を上器から特定することは容易ではないが、おおまかな時期決定をおこなう。

上師器杯は、詳細な時期を特定する資料は多く含まれていない。つまり、どの土器についてもこの

時期に存在する通有のものである。ただし、RA069出 土資料 2の柱状高台杯は周辺ではみられない特

殊な形態である。盛岡市域では同様の杯が堰根遺跡で出土しており、10世紀半ばから後半の上器であ

ると考えられている。したがって、この土器を積極的に評価するならば、野古 A遺跡の古代集落では

もっとも新しい時期とみられる。このような目でみれば、同じRA069出± 3の杯についてもやや扁平

な器形、外面調整など9世紀後半～ 10世紀前半にはみられない形態の杯である。資料が乏しいため

即断はできないが、この 2点の杯は10世紀前半以降の上器である可能性が考えられる。

ロクロが用いられない土師器奏 I群は、前代の型式変化を踏襲することが志波城などで確認されて

いる。したがって、口縁形態にその特徴は現れ、頸部の括れが明瞭なものから不明瞭なものへと変化

する。実年代は判明していないが、10世紀半ば以降にはほとんど頸部と呼ぶことができる形態を有す

る甕はみられない。このことから、前項で分類した通り、土師器甕 Ittb l形態からb2形態あるい

はb3形態のものへと時期が下るにつれて変化すると考えられる。土師器甕 Ittb l形態に属するも

のはRA063-12・ RA069-9な どが挙げられ、土師器甕 Ittb l形態に属するものはRA062-19。 25、

RA078-280な どが挙げられる。

(3)特殊な土器について

<第 23次調査 RA068出土土師器杯>

本書の報告でも述べたが、この上師器不は関東系土師器杯ではないかと疑われる。千葉県域で出土
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する 7世紀後半～ 8世紀前半の上師器杯に似ている。形態が類似することは考えられるが、製作技法

上の特徴が酷似する。また、このような技法は在地の上師器杯ではみられないものである。これらの

点からみて「関東系土師器」 と考えられる。

<第 23次調査 RA068出土土師器養>

盛岡市域 より北の地域でみられる甕の特徴を有する。通常の甕 と比較 した際に目に付 く特徴は、細

長い円筒状の体部、頸部から口縁部にかけての括れ力Mヽ さく、段 もみられない。底部は極度に厚 く、

接地部がやや外方に張 り出す。以上のような特徴を有する甕が大・中・小の各サイズが RA068よ り出

上した。このような土師器奏によく似た形態の甕が岩手県北部で出土している。久慈市平沢 I遺跡G

Ⅱ-1住居出土資料の養類は今回野古A遺跡で出土した特異な奏と形態的な共通点が多 くみられる。

これら独特な特徴を有する土師器を羽柴直人は「九戸型土師器」と呼称 し、分析をおこなっている。

また、「九戸型土師器」は九戸地方における地域色の強い土師器と捉えている。「九戸型土師器」の中

において、上記平沢 I遺跡出土資料を「 2群土器」とし、 7世紀後半の年代観を与えている。一方、

本書では野古A遺跡 RA068の上師器は 7世紀末～8世紀初頭頃と報告しており、大幅な年代のズレは

ない。なお、盛岡市周辺では滝沢村諸葛川遺跡において出土している。

<第 29次出土土師器甕>
花弁状の口縁端部を有する。非常に特異な形態であるため類例を探すことが困難である。

<第 24次調査出土土師器羽釜>
羽釜という器種自体が類例として僅少であるが、多賀城跡第 61次調査で出土している。関東地方

においては平安時代の土器様式の中にみられる。

以上のように周辺集落ではほとんどみられない土器がこの野古 A遺跡で出上している。このことか

ら、どのような交流であつたかはまだわからないが、他地域との何らかの交流があったことを示すも

のと考えられる。

(4)ま とめ

以上のように、土器から遺跡を概観すると概ね 7世紀後半から集落形成が始まり、 9世紀前半に断

絶しながらもlo世紀前半、場合によって半ば以降まで存続する可能性が考えられる。また、各時代

ともに他地域との交流が土器から窺うことができ、周辺を含め遠距離の集落と何らかの交流があつた

と考えられる。 (福島)
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5 礫石器の使用痕跡

5 礫石器 の使 用痕跡

(1)観察方法

奈良・平安期の庶民の暮らしには依然として敲石・磨石・凹石などの敲磨器類が利用されている。

今回の野古A遺跡第 23・ 24次調査でも敲磨器類が出土しており、使用痕跡と考えられる明確な光沢

面と線状痕が観察された。古代の石器に関する機能論的検討事例は少ないので、今後の研究の一助と

なりうると考え報告することとした。なお、主として磨面を観察対象としたため微小剥離痕について

は記載しない。観察に際し、光沢面タイプは御堂島分類 (御堂島 1986・ 1988)に従い、観察には金属

顕微鏡オリンパスBM51を使用した。また、写真撮影はデジタルカメラで行った。

(2)観察結果

観察結果は第 11表の通 りである。器機の性能上、大型礫石器については観察していない。確認で

きた光沢はB・ Cタ イプなど明るいものが多い。線状痕は直線的な外観を呈するタイプaを主体とする。

特徴的な使用痕は砥石に見られたため、現在発掘調査現場で利用している砥石を比較試料 1と して観

察した。その結果、明瞭なCタ イプ光沢が多数確認できた (写 4)。 225の 表面でもCタ イプを確認し

た。確認したCタ イプは石器表面の凸部にしかみられない点に特徴がある (写 1)。 また、225の研磨

面に青色の付着物が確認された (写 2)。 Cタ イプ光沢面上にも確認されており石器表面凸部にのみ

分布する。この付着物は凹部には見られない。ベイントスプレーの塗料や顔料成分を含む硬度の低い

岩石であつた可能性は低いだろう。考えられるのは接触した鉄製品の中に含まれる微量な銅・鉛など

の成分か、何らかの酸化物質であろう。本遺跡では実施していないが、奈良・平安期の鉄製品主成分

分析では鋼・鉛などの微量元素の含有報告例がいくつかある。あくまで推定であり、理化学分析によ

る検証を必要とするが、磨面に青色の付着物が確認されCタ イプ光沢がある場合、225の ような石器

は鉄製品を研磨した砥石として評価できる可能性が高い。

今回の使用痕分析による機能推定によって、磨面にCタ イプなど明るく貼 り付 くような光沢が見ら

れ、線状痕 aを主体のものを砥石と認定できる可能性を指摘 した。また青色付着物が確認できる可能

性も合わせて指摘した。顕微鏡観察によって機能論的に砥石を判別できたことは磨具として一括され

てきた研磨具の位置づけを明確にする一助 となろう。 (米田)

第 11表 礫石器の使用痕観察表

彊]Nα 登 録 器種 石材 光沢 線状痕 見所

第21図 1 223 石 皿 安山岩 B
a 王 体

b少量

光沢は明るく丸みをもつ。光沢面上に線状痕 aが多

数見られる。

第21図 3 225 砥 石 安山岩 C
a主体、

b少量

光沢は器面表面の最も高い場所にのみ貼り付くよう

に形成。線状痕も見られる。表裏面に平滑な磨面を有

し、研磨痕と考えられる。磨面上の擦痕は器体長軸に

「平行」が主体で、長軸に「直行」、「斜行」のものは

少ない。磨面上に青色の付着物が点在する。

第21図5 224 石 皿 安山岩 B
a主体、

b少量

第 20図 1と 同一個体か ?裏面の凹痕周辺に丸みを

もつ明るいBタ イブ光沢が見られる。

第13図 1 219
磨石

(砥石 )

安山岩 C a主体

光沢は局所的に発達 し、範囲は狭い。光沢は稜が明

瞭で明るく貼りついたような外観で、アルミ片が貼り

付いているような印象である。光沢中に線状痕 aが多

数見られる。

比較資料
比較

試料 1
砥 石 粘板岩 C a

発掘調査現場で使用 している鉄製研磨具のうち、磨耗

の激 しいものを選択した。
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参考・ 引用文献

阿古島 香 1989 『石器の使用痕』ニュー・サイエンス社

御堂島 正 1986 「黒曜石製石器の使用痕 ―ポリッシュに関する実験的研究」『神奈川考古』22 神奈川考古同人会

御堂島 正 1988 「使用痕と石材 ―チャート、サヌカイト、凝灰岩に形成されるポリッシュ」『考古学雑誌』74-2

写真1 225(第 21図3)の表面のCタイプ光沢 (200倍 ) 写真2 225(第 21図3)の表面の青色付着物(200倍 )

写真3 224(第 21図5)のBタイプ光沢 (200倍 ) 写真4 比較資料1表面のCタイプ光沢 (200倍 )

第94図 礫石器の使用痕跡
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6 鉄製鈷先

6 鉄 製 鈷 先

野古 A遣跡 23次調査で、RA061よ り鉄製鈴先

が出土 した。岩手県内では資料が少なく、定量分

析が行える状況にない。 しかし、その性格上、古

代人の生業の一端を示す貴重な資料であり、今後

の検討のために、県内出土例の集成 を試みた。

今回集成するにあたり、既刊の報告書に掲載さ

れているものを基本 としているが、出土が確認で

きた未報告のものも含 まれている。それら未報告

のものについては、調査担当者の方々の協力の下、

現時点で報告に近い形で取 り上げられるよう努め

た。

鉄製鈷先が出土 した遺跡は、野古A遺跡をはじ

め、久慈市中長内遺跡、旧西根町 (現八幡平市 )

子飼沢山遺跡、盛岡市堰根遺跡、旧石!鳥谷町 (現

花巻市)大西遺跡、宮古市赤前V遺跡の 6遺跡で、

遺跡毎の出土点数】犬況を見ると、中長内遺跡、子

飼沢山遺跡、堰根遺跡、大西遺跡が各 2点ずつ、

野古A遺跡 と赤前 V遺跡が各 1点ずつの計 10点

となっている。 2点出上している遺跡はいずれも

同一遺構内での出上である。

以下、各資料についての特徴等を報告よリー部  1.
引用 しつつ見てい くことにする (第 96図 。第 12 4.

表 )。 なお、No。 1(野古 A遺跡出土遺物)に つ

いては本書にて紹介 しているため割愛する。

No.2,3久 慈市 中長内遺跡出土資料

RA516号住居内のほぼ同一地点、同一層位よりの出上である。時期は平安時代 とされている。「いず

れも断面形は四角形状で先端部にはかえしが設けられてお り、」「茎部はやや平 らになる土 かえしは反

り気味のものと直線的なものとがある。

No.4,5旧 西根町 (現八幡平市)子飼沢山遺跡出土資料

5号竪穴住居跡 (焼失住居)北側床面よりの出上である。時期は平安時代 とされている。「2つ の個

体を撚 り糸で縛っ」た状態での出土である。断面形は茎部がやや平 らな板状、体部が四角形状、先端

部に向かうに従い楕円状 となっている。

No.6,7盛 岡市 堰根遺跡出土資料 (未報告 )

RA508(焼失住居)内、同一グリッド同一層位 よりの出土である。時期は平安時代。断面形は茎部

がやや平 らな板状で、先端に向かうにつれ四角形状になる。かえしが後からつけられた痕跡が見受け

られる。

No.8宮古市 赤前V柳沢遺跡出土資料

A-2号 竪穴住居跡床面よりの出上である。時期は「平安時代 ?」 とされている。断面形は「l cm角

に面取 りしている」。茎部はやや平 ら気味になる。「ミツマタ鈷の一本か」 とある。
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No.9,10旧 石鳥谷町 (現花巻市)大 西遺跡出土資料

A区住居跡 4(焼失住居)内、「2本力S一組になった状態で」の出上である。時期は平安時代とされ

ている。断面形は体部に至っても幅に対 して厚さがやや小さい長方形状である。 9は先端部が欠損し

ているものの、10と 対になって出上していることから、鈷の茎部とされているようである。

以上、岩手県内における鉄製鈷先の出土事例をみてきた。特徴として、多 くの遺跡で 2点ずつ出土

しており、しかも2点が 1対になった状態で出上している点と、いずれも平安時代の竪穴住居跡から

の出上である点が挙げられる。中でも、子飼沢山遺跡出土例は2点が撚糸で東ねられた状態で出土し

ており、このような事例から本来 2本一組であった可能性が考えられる。なお、赤前V柳沢遺跡出土

例は1点のみの出上であるが、A-2号 竪穴住居跡は大部分が調査区外に位置 しており、未調査部分

に対となる鉄製鈷先が存在する可能性もある。

次に、寸法については長いもの、短いものに分類することが可能である。長いものは全長 30 cm前後、

短いものは全長 25 cm前後でまとまる傾向にある。しかし、これら長短の差が何に起因するものか現

段階ではわからない。今回の野古 A遺跡出土資料は、子飼沢山遺跡出土資料 とともに長いタイプに属

する。

また、出土遺跡の分布についてであるが、当初は漁携具という性格上、沿岸地域に多く分布するも

のと予想していたが、内陸地域での出土も比較的高い割合で認められた。鉄製鈴先が漁労具であると

すれば、内陸地域においては河川などの淡水域で使用された可能性も視野に入れる必要があろう。

いずれにせよ現段階では、分布傾向や使用状況等を検討するには事例があまりに乏しく、今回は資

料紹介にとどめる事とする。今後の更なる調査の積み重ねによる資料の充実に期待したい。 (立花)

参考文献

久慈市教育委員会 1995『中長内遺跡』久慈市埋蔵文化財発掘調査報告書 第 8集

福島大学行政社会科学部考古学研究室2000「調査報告 西根町子飼沢山遺跡、暮坪遺跡発掘調査概要Ⅱ」『岩手考古学 』第 12号

宮古市教育委員会 1999『赤前Ⅲ遺跡 赤前Ⅳ八枚田遺跡 赤前V柳沢遺跡 赤前Ⅵ釜屋ケ沢遺跡 月ヽ堀内Ⅲ遺跡』宮古市埋蔵文化財

調査報告書 53

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2CX16『 大西遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団文化財調査報告書第479集

第 12表 岩手県内出土鉄製錯先

遺跡名 市町村 報告書掲載 No 遺物名称 出土遺構 出土層位
計測値 (cm)

長短
全長 幅 厚 さ

野古 A 盛岡市 第 7図 5 鉛 先 RA061 埋上下層 長

2 中長内 久慈市 第 46図 61(F-1 鋸 RA516 床やや上 240 11 短

3 中長内 久慈市 第 46図 62(F-2 銘 RA516 床やや上 247 短

4 子飼沢山 旧西根町 (現八幡平市 ) 第 7図 9(図 上 ) 鉄製品 (錯 ) 5号竪穴住居跡 床面 長

5 子飼沢山 旧西根町 (現八幡平市 ) 第 7図 9 (図下 ) 鉄製品 (鈷 ) 5号竪穴住居跡 床面 長

6 堰根 盛岡市 未報告 鈷 1 RA508 C層 262 短

7 堰根 盛岡市 未報告 e舌 2 RA508 C層 260 短

8 赤前 V 宮古市 第 58図 5 銘 A-2号 竪穴住居跡 床 面 短

9 大 西 旧石鳥谷町 (現花巻市 ) 第 25図 59 鈷 ? A区住居跡 4

大 西 旧石鳥谷町 (現花巻市 ) 第 25図 60 錆 ? A区住居跡 4 257 短
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7 ま とめ

以上、本書で報告 した野古 A遺跡第 23・ 24・ 29次調査について遺構および遺物に関する様々な角

度から分析と考察をおこなった。ここでは、これら考察を受け、本書で報告した野古A遺跡第 23・ %・

29次調査成果について今一度整理し、評価をおこなうこととする。

(1)遺構

中心となる遺構は古代の竪穴住居である。第 23次では 8棟 (う ち l棟は第 29次でも検出)、 第 24

次では5棟、第 29次では 5棟 (う ち 1棟は第23次でも検出)の内訳である。第23次の 7棟中 2棟が

7～ 8世紀、 5棟が 9～ 10世紀の住居である。第 24次の 5棟中2棟が 7～ 8世紀、 3棟が 9～ 10世

紀の住居である。第 29次では4棟中 1棟が 8世紀、 3棟が 9～ 10世紀の住居である。すなわち、 7

世紀後半から集落が営まれ、 8世紀を通じて居住域が展開し、その後連続せず、 9世紀後半以降に再

展開するようである。 7～ 8世紀 (古墳～奈良時代)の竪穴住居は概ね整然と主軸が揃うことが特徴

的である。一方、 9世紀後半以降 (平安時代)の ものは主軸方向にばらつきがあり、前代と比ベー定

でないことが特徴である。また、前代の竪穴住居を切ることなく広がることから、前代に使用されて

いた住居の埋没が完全に終わらないうちにこれらを避けた選地がおこなわれたものと考えられる。し

たがって、平安時代の居住域は古墳～奈良時代の集落域とは近接 しながらも重ならない状況である。

野古 A遺跡全体の奈良時代住居床面積には4類型が認められ、第 23・ 24・ 29次調査では中～大形の

住居、一方平安時代は小～大形の 3類型がみられ、バラエテイに富む傾向である。また、段丘面での

立地において、奈良時代は高い地点から低い地点まで、平安時代は高い地点に限定されるという傾向

がみられる。

竪穴住居以外の遺構では、墓墳と考えられる遺構が確認されている。いずれも方形あるいは長方形

を基調とし、集落内居住域とあまり離れない場所に位置している。いずれも平安時代のものと考えら

れ、同時期の竪穴住居数を考えると墓墳はきわめて少なく被葬者が限定されていた可能性が考えられ

る。

また、野古 A遺跡では過去の調査 とも合わせると 18基 を数える縄文時代の陥 し穴状土坑が調査 さ

れている。これらは、すべて溝状の形態を呈 し遺跡南側の低地に偏在する傾向があり、等高線 に垂直

方向に配置されている。このような傾向は、周辺遺跡でもほぼ同様であ り、水場を求めて集 まる獲物

を狙った狩猟地点が点在 していたことを示す。

(2)遺物

出上 した古代の上器から槻ね竪穴住居の時間的位置付けが推察できた。土器がまとまって出土 した

住居に関しては、古墳～奈良時代において RA068、 RA067、 RA077の順に時期変遷することが考えら

れる。 7世紀代 まで遡る可能性があるのはRA068で、その他は 8世紀代の範疇で納まると考えられる。

一方、平安時代はどの住居 も9世紀後半～ 10世紀前半に納まると考えられ、明確な時期変遷 を述べ

ることは難 しい。 しかし、RA069は柱状高台風の上師器杯が出土 してお り、この 1点のみみれば、こ

の住居は他の住居 より後出する可能性が考えられる。古墳～奈良時代の住居群は比較的長期間にわた

り営まれているが、平安時代の住居群は短期間に集中して営まれたものと考えられる。また、古代金

般を通 じて、出土 した土器の中に在地の土器の特徴から逸脱する特徴を有する土器がいくらかみられ、

他地域 と何 らかの交流があつたものと考えられる。

土器以外では礫石器、鉄製品が出上 してお り、これらは道具として使用 されたと考えられる。礫石

器には使用痕跡が認められた。特に、砥石表面には鉄製品の研磨によって生 じた線状痕が確認 され、

これら痕跡の付着物から研磨 した鉄製品の成分中に銅や鉛が含まれている可能性が考えられる。 また、
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7 まとめ

これまで野古 A遺跡では鋤先などの鉄製農具類が出土している。しかし、第 23次調査では鉄製錯先

が出上した。このような鉄製鈷先は漁労具であると考えられており、岩手県内10遺跡で出土している。

しかし、その出土分布は沿岸に限らず、野古 A遺跡のような内陸部でも出土しており、野古A遺跡で

は雫石川、北上川などの河川での漁労活動を想定することができる。

(3)今後の課題

最後に今後の課題としていくつか提起 しておく。竪穴住居群が多数検出されている野古 A遺跡では

概ね集落の中心部から外縁まで把握できつつあるが、集落の広がりと他遺跡との関わりは不明である。

これまで調査されてきた周辺諸集落との比較検討が必要であろう。さらに平安時代における墓壊につ

いても集落様相と合わせて検討 しなければならない。また、被葬者像についても同様である。また、

野古 A遺跡は縄文時代の狩猟域でもあるが、縄文時代晩期の集落が確認されている本宮熊堂A遺跡と

の関連についても考えなければならない。

また、蓄積された土器などの資料の分析をより精緻におこない、土器による編年を今一歩進めるこ

とが必要とされる。土器以外では周辺集落を含め古代であっても実用利器として石器の使用が認めら

れ、鉄製品とともに生業との関わりを明らかにする必要があろう。

以上のように野古 A遺跡は、縄文時代から人々の活動の場として利用されてきた。特に、古代にお

いては集落が形成されている。長い期間、人々がこの地で残してきた痕跡について検討することは容

易なことではない。課題は多く残っているが、これらをクリアにして人々の活動がリアルに甦るよう

な総合的な視点によるアプローチが必要であろう。 (福島)
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第23・ 24次調査
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調査区遠景 (南 から)

擁十ゞ

調査区近景 (直上から)

写真図版 1 航空写真
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調査区北端 (北 から)

調査区中央 (北から)

写真図版 2 調査前状況
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調査区境東側断面 (北西から)

一沸
調査区境西側断面 (北 から)

写真図版 3 基本層序 (微低地 )
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カマ ド断面 (北東から)
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写真図版5 RA066(2)(第 23次〉
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カマ ド断面 (南東から)

カマ ド (南東か ら) カマ ド断面 (北東から)

P止 1断面 (南 から)

IⅢl‐ 1点i
Pt3断面 (西 から)

写真図版7 RA068(2)(第 23次〉
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RA071貝占床断面 (南西から) RA071完掘 (南西から)

RA071煙道断面 (南西から) RA071カ マ ド袖部断面 (南 から)
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写真図版9 RA071(2)。 RA060(第 23次〉
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所 】又潰 跡 名 在≧男U 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

野古A遺跡第
23次

集落跡 古墳～奈

良時代

平安時代

竪穴住居跡 8棟 (う

ち 1棟 は第 29次 に

跨る)

土坑 5基
溝跡 3条 (う ち 2

条は第 24次 に跨る)

土 帥恭 ・須 息 器 ・

鉄 製 品 ・石 器 ・石

製品・土製品

野古A遺跡第
24ツく

集落跡 古墳～奈
良時代

平安時代

竪穴住居跡 5棟
土坑 1基
溝跡 3条

土 師器・須恵器
鉄製品・石器

野古A遺跡第
29次

集落跡 縄文時代

奈良時代

平安時代

陥 し穴状遺構 4基
竪穴住居跡 5棟 (う

ち 1棟 は第 23次 に

跨る)

住居状遺構 1基
土坑 10基
注火状土坑 157個

土 師器 ・須恵器
鉄製品 。石器

奈 良時代 の住居 跡

(RA077)か ら口縁

端部 に指頭押圧 に
よる加飾が施 され
てい る土 師器甕 が

出上 した。

要  約
北上川西岸の段丘上に立地する 7世紀後半から
マ ドを有する竪穴住居を中心 とした遺構を検出
土器が出土 した。

10世紀前半にかけての集落である。
した。また、竪穴住居内からは多 く

カ

の
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